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学校評価

１ 特色あるカリキュラムの編成と実施

特色ある学校づくりのために

　上越市では，「上越市総合教育プラン」の重点施策として，「上越市らしい教育の推進」を掲げて
います。上越カリキュラムは，その施策の一環として位置づけられています。
　上越カリキュラムでは，改訂された学習指導要領はもちろんのこと，上越市総合教育プランを踏
まえた，市立学校のカリキュラムづくりの指針やモデル，教科等でおさえる内容を示します。
　それぞれの学校が，学校課題を明確にした主張のあるカリキュラムづくりに取り組み，特色ある
学校づくりに努めることによって，上越市全体の教育が活性化することを目指しています。
 
　価値観の多様化に伴い，社会が学校に求め
る要望も多様化してきています。また，地方
分権，規制緩和といった教育改革が進められ
るにしたがい，学校には，その独自性や地域
の特色を生かしたカリキュラムづくりが求め
られるようになりました。
　ところで，保護者が安心して子どもを通わ
せたいと思う学校は，学校として「何を大切
にしているか」が明確であり，そのためのア
プローチがより具体的にイメージしやすい学
校なのではないでしょうか。
　学校の説明責任が声高に叫ばれる今日にお
いては，保護者に見える方針やPDCAサイク
ルに基づく学校評価とその公開などが，学校
運営を進めていく上で大切です。そして，そ
れらによる学校像が保護者のイメージと一致
したときに，学校に対する信頼が生まれます。
「学校の特色」を職員はもちろん，子どもも
地域・保護者も認知できるように学校運営を
進めていくことが，開かれた学校づくりの意
味からも，重要といえます。
　このようにして学校づくりを進めることで，
職員の意識も変わります。如実に表れるのが，
校内研究です。従来の校内研究に比べ，学校
評価と重なる部分が大きくなります。「授業
を変えることで学校が変わっていく」ことを
実感できるようになります。それらは一つの

校内研究を変えるカリキュラム研究

「校内研究」のイメージは，これまでは授業研究
が主体となっていました。「発問・指示」や「課
題提示の工夫」，「展開～終末の在り方」など，実
践的な評価が主となっていたことが多かったよう
です。
　今，教育研究の方向は「カリキュラム研究」に
シフトしています。すなわち，各学校のカリキュ
ラムを創り，動かし，変えることについての理念
と方略が問われるようになっています。
　これは授業評価の枠を越え，学校教育全体を見
直すことを進めようとするものです。これにより，
授業評価と学校評価が自然に連結され，関連付け
られていきます。全ての学校が年度初めに行う教
育計画の策定を学級担任に返すこと，これが学校
活性化に直結するものです。

授業評価

カリキュラム評価

筋の通った校内研究の流れを生み，カリキュラム評価を通して，授業評価と学校評価が連動します。
今まで別物扱いであった二つの取組が有機的に結びつき，職員の多忙感を軽減することに結びつく
のです。
　自校のカリキュラムを見直し，一つの筋の通ったカリキュラムを編成・実施し，特色として打ち
出していくことは，これからの学校づくりに必須の条件です。

学校評価

授業評価
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上越らしさが生きる「カリキュラム」

「上越らしさ」とは，どんなものでしょうか？
　上越では，かねてからいくつもの学校で生活科や総合的な学習の時間を対象としたカリキュラム
づくりがなされてきました。それは，地域にある素材や学校をとりまく環境を有効に活用したり，
子どもの学びから生み出された素朴な思いや願いを追究課題としたりしていました。まさに学校の
強みを生かし，子どもと生成するカリキュラムづくりとなっていました。
　しかし，こうした実践の多くは，学年主導で行われることが多く，学年が変わったり，実践者が
異動したりすると，消失してしまうものも少なくありませんでした。
　一方で，学校課題に正対したものとして位置づけることによって，学校全体に広げ，学年を越え
た取組を展開する学校も多くありました。それらの実践は，裾の広い，まさに学校全体の特色づく
りに直結するカリキュラム開発となっています。　

　Ａ小学校では，生活科・総合的な学習を中核として，「思考力の育成」に取り組んでいます。教科・
領域の枠を越えて，多用な考えを引き出したり，これまでの経験や学んだことを関係づけ，再構
成したりする教育活動をカリキュラムの中に位置づけ，思考力の育成に成果を上げています。
　Ｂ小学校では，人権・同和教育を学校課題解決の柱に据え，全教育活動を通じて，子どもたち
の人権感覚を研ぎ澄ます取組を進めてきました。地域環境を強みとして，30年来積み重ねた研究は，
学校の教育風土として定着しています。
　Ｃ小学校では，地域の偉人を教材として，単元開発を行い，生活科・総合的な学習に留まらず，
教科横断的に全教育活動で，対象に深くかかわっていきました。「人」を学ぶことによって，地
域に住む人々の思いを知り，ふるさとを見直すことによって，ふるさとに自信をもち，郷土愛を
育てる取組となりました。
　Ｄ中学校では，キャリア教育を中核に据え，教科，総合的な学習，特別活動を関連付けた年間
カリキュラムを作成しました。中学は，教科担任制ですが，横の連携が難しいという弱みを逆手
にとって，教科を越えた取組へと深めていくことができました。

　これら４つは，昨年度の「上越カリキュラム」
で提案した13の実践モデルとして示しました。
しかし，とりたてて本事業のために始めたもので
はありません。これまでに各校が，主体的なカリ
キュラム開発を指向し，地道な教材開発を積み重
ねて自校のカリキュラムとして特徴づけたものに
過ぎないのです。
　こうした取組を整理し，その手法に市内の全て
の学校が学び，自校化を進めようとすることを後
押しするのが，上越カリキュラムです。学校の特
色として位置づき，職員が自信をもって取り組む
ことができる取組にするためには，個々の学校で
も中心となる課題を明らかにし，カリキュラムを
工夫することが大切です。
　「上越カリキュラム開発研究」では，上越市内
の全ての小・中学校が，上記のように自校のカリ
キュラムに自信をもち，特色ある学校づくりに取
り組むことを大切にしています。

「教育課程」と「カリキュラム」

「教育課程」の前身は明治初期の学制発布に
さかのぼります。教育の近代化が急がれたと
いう時代背景のもと，「教科課程」という名
で示された教科の内容系列を意味しました。
これに対して「カリキュラム」とは，アメリ
カの自主編制的な学習内容を指します。決め
られた内容はなく，各学校が自校の子どもた
ちに何を教えるべきかを学校の責任で取捨・
選択，編成するというボトムアップの発想に
よるものでした。
　今日，「カリキュラム」という言葉が日本
の教育現場で使われるようになったことの背
景には，学校に求められる今日的な要請があ
るものと再認識する必要があります。
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カリキュラム開発１年次の成果から

　昨年度，１年間取り組んだ研究成果を以下の３つに整理してみます。

（ア）学校課題を「カリキュラム開発」の視点で見直すという提言
・教育活動を分断して考えるのではなく，それぞれを大らかなバランス感覚で関連付けること
により，学校の特色づくりに成果が上がることを事例で示した。

　昨年度から始まった「夢づくり学校支援事業」の計画書を概観すると，様々な学校で，学校課題
を柱に据え，大らかなカリキュラムを編成しようとする動きが増えています。特に，学校の特色を
明らかにし，グランドデザインに位置づけたり研修の柱に据えたりする学校が増加していることが，
学校を紹介するパネル展などにも表れるようになりました。

Ｅ中学校「夢づくり学校提案」
　夢や目標をもち，主体的に活動する生徒をはぐくむカリキュラムづくりと実践
　～地域と進めるキャリア教育を中核にしながら「スクールコミュニティー」の創生を目指す～
同　校　グランドデザイン３つの柱より
　「子どもが主人公である学校」の創造
　キャリア教育の実践を通して，生徒一人一人の着実なキャリア発達を支援します。

　このように，学校の特色を全面に出して，学校運営を進めていこうとする動きが広がってきてい
ます。
　
（イ）カリキュラム開発の手順を示し，５つの指針として整理したこと
　・５つの指針を示し，自校化を図る際の手引きとした。
　・カリキュラム開発の一連の手順を１年間のスパンで具体的に提案した。

　昨年度，示した指針は以下の５つです。
①　学校・地域・子どもの現状を見直そう　～実態認識からの課題づくり～
②　学校の課題・目標を明確化・焦点化しよう　～グランドデザインの作成～
③　学習内容の関連化・体系化を図ろう　～カリキュラム表の作成～
④　カリキュラムの評価・改善を図ろう　～カリキュラム評価の実施～
⑤　マネジメントのための組織やシステムをつくろう
 　～カリキュラムマネジメントの推進～　　　　　　

　学校が時系列で行うべき取組などを考え，これらを３つにまとめました。これについては，次項
以降に詳細を示します。

（ウ）モデル開発のタイプを３つに分け，それぞれのモデルを示したこと
　・13のカリキュラムモデルを具体例で示した。

　昨年度13の実践モデルを示しました。それぞれが地域の特色を生かし，全校を巻き込む実践となっ
ていました。学校の特色がカリキュラムの方向性として職員の共通の認識となったとき，安定した
学校運営が実現し，その繰り返しにより学校が固有にもつ教育風土として醸成され，定着していく
ことが実感として伝わる実践の数々でした。
　しかしながら，その一つ一つが完成された取組であったため，逆に他校がそれを参考にして自校
化を図る上では，難しい部分があった点も否めません。
　そうした反省を受けて，２年度のまとめとしては，より一般化されたものを用意することにしま
した。どんな学校でも利用しやすいように活用しやすく典型化を図ったモデルプランを紹介したい
と考えています。
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カリキュラム開発３つの指針

　昨年度示した５つの指針を以下の３つにまとめました。

Ｓ１　学校課題の把握と解決に向けた戦略へのアプローチ　
・一般的な理念や公的なカリキュラムの内容等々を踏まえ，自校の子どもの実態や学校をと
りまく環境をもとに学校課題を明らかにすること

・学校課題の顕在化とともに，全職員が主体的にかかわりながら，学校としての方向性を明
らかにし，グランドデザインにまとめていくこと

Ｓ２　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ
・明らかとなった学校課題を踏まえ，学習内容・活動を整理し，自学年・学級のカリキュラ
ムを編成すること(視覚的カリキュラムの活用)

・学年・学級のカリキュラムを整理・統合して，学校全体として統一性をもたせること
Ｓ３　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

・どのようにしてカリキュラムを評価し，改善に生かしていくか，評価委員会の設定，校内
研修のもち方など，協働性が発揮される組織運営を工夫すること

　Ｓ１とＳ２は，時系列で進められ，Ｓ３がそれらに要所々でかかわっていきます。これまでの学
校づくりで多かったのは，実際に子どもの前に立つ担任レベルは，Ｓ２を進めることに終始し，Ｓ
１やＳ３には比較的かかわりにくかったということです。管理職や研究主任・教務主任など，一部
の職員により企画が進められていました。それはカリキュラムづくりに関して，現場が受動的にな
る背景にもなっていました。
　したがって，これら３つのアプローチにおいて，
それぞれ大切にしたいのは，協働性が発揮される
ことです。　
　組織が協働性を発揮する際には，その構成員が
自立的に学校課題を受け止め，主体的に課題解決
に携わることが求められます。そのためには，あ
る程度の幅をもたせた切り込み口を用意しつつ，
見通しをもった年間の取組をイメージする必要が
あります。
　そのために，トップダウン的なものではなくて，
あくまで職員個々の認識が摺り合わされて創り上
げられる過程を大切にします。20年度文科省主
催の「カリキュラムマネジメント研修」でも，「学
校課題」をどのように受け止め，学校全体として
仕組んで行くかというテーマに，その多くの時間
が割かれました。
　そのための組織づくりや研修の在り方なども，
多様な考えや意見が出されるような，例えばポス
トイットを活用したKＪ法などのワークショップ
型の話し合いを工夫します。単元開発にしてもウェ
ビング法，概念化シートなどを用いて，可視化を図りながら，共通のイメージをもとに構成するよ
うにします。
　こうした取組により，職員個々の学校カリキュラム編成への参画意識が高まります。

「協働」性が発揮される学校づくり

　協働の意義が社会的に注目されるようになっ
たのは，「阪神・淡路大震災」以降だそうで
す。震災直後，被災者の多くは，公的な救援・
救助が追いつかず，必然的に市民が相互に助
け合い救助しあう状況が発生しました。この
ときを境に，神戸市では地域全体の助け合い
が重要だと再確認され，「自助・共助・公助」
の３つの支え合いによる防災まちづくりが推
進されることになりました。この概念の中核
にあるのが「協働」です。
　「協働」を支えるキーワードは，「自立」と「連
携」です。学校の教育活動に場所を変えたと
きに，職員が共通のベクトルを有し，一人一
人が自立的に学校づくりに参画する組織づく
りが大切です。「協働」性が発揮される環境
をどう整えるかが，学校づくりの核といえます。
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　次の図は，３つの指針を構造的に示したものです。
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学校課題の把握と解決に向けた戦略へのアプローチ･･･S1

学校課題の顕在化

　学校では，年度初めに子どもの実態や地域環境などにより，学校課題を設定します。えてして管
理職を中心とした一部の職員によって，トップダウン的に決められることが多いようです。組織の
実働的な位置にある学級担任は，参画意識が乏しく，そのため教育活動が学校課題に正対したもの
になっていないケースが，ままあります。職員の意識が学校として一つのものにならず，組織的な
動きにまで深まっていきません。
　ポイントは次の３つです。
　　⑴　職員個々の問題意識が顕在化され摺り合わされる過程を大切にすること
　　⑵　具体的な学校の特性や傾向を明らかにすること
　　⑶　多様な課題解決のアイディアが生み出されること
　また実際に取組を進める中で，修正が図られるような自由度の高いものでなくては，取組が硬直
化してしまったり，一人一人の意識が継続されなかったりします。したがって，ある程度窓口の大
きな課題にした方が実際には機能させやすくなります。
　良きに付け悪しきに付け，学校をとりまく環境は，学校課題設定の大きな要素です。学校に対し
て，家庭は，地域はどのようにかかわってきているか。また地域にはどのような教育的な価値のあ
る素材があるか。こうしたことを職員間で十分に共有し，それらを踏まえた上で，カリキュラムを
開発していくことが大切です。その一例としてSWOT分析という手法を紹介します。

外部環境要因 内部環境要因
支援的な場合(＋) 学校の強み(＋)
機会(Opportunity) 強み(Strength)
豊かな自然環境 学力的に高い子どもたち
豊富なボランティア 少人数指導の充実
保護者・地域の理解 熱意ある若手の多い職員構成
地域の伝統芸能の継承 力量ある中堅職員の存在
地域の連帯感 力量ある栄養士の存在
中学校区小・中の連携 伝統的な行事
阻害的な場合(-) 学校の弱み(-)
脅威(Threat) 弱み(Weakness)
少子・高齢化 社会的経験の不足
世代間格差 表現力
後継者不足 児童の序列化
兼業農家の増加 文化的経験・機会の不足
人口の流出

　学校運営にかかわる「強み」
と「弱み」を内外の要素とし
て整理していきます。このよ
うにして学校がもつ要因を分
析することによって，学校が
もつ課題をあきらかにしてい
きます。
　職員の一人一人がもつ認識
をこの作業によって深めたり，
より意識化したりするのです。
一人一人が書いたものを摺り
合わせる過程において，共通
の課題が見えてきたり，強化
して取り組むことを意識した
りすることは，職員個々のベ
クトルを一つに集めていくこ
ととなり，学校課題に正対し
た協働的な取組を期待するこ
とができます。

（参考　H16～17「学校組織マネジメント研修資料」マネジメント研修カリキュラム等開発会議 文部科学省HP）

　Ｆ小学校では，学校の強みと弱みを上のように分析しました。そして，弱みを強みとして生かす
方策を模索しました。小規模校の機動性や校区の地場産業が農業を中心としていること，意欲的な
栄養職員の存在などを鑑み，「食農」を軸に地域行事とからめて，学校の特色として位置づけました。
子どもたちが地域に出て体験的に学ぶ機会を充実し，子どもの学ぶ意欲やコミュニケーション能力
など，生きる力をはぐくむ教育活動を構想しようとする共通のベクトルが生まれました。
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グランドデザインへの位置づけ

　ある程度明らかになった課題を中核にして，グランドデザインを作成します。
　県教育委員会の20年度学校教育の重点には，グランドデザインの位置づけとして，「保護者や地
域の人々と共に取り組む学校づくり」のために「目指す児童生徒の姿やその実現に向けた教職員の
取組について，年度の具体的な達成目標や実施目標を設定してグランドデザイン等に明示し，評価
方法を含めて保護者や地域の人々に説明する」としています。学校としての特色を地域・保護者に
も知らしめ，理解と協力を得るために重要な位置づけにあります。
　平成19年度の市内小・中学校のグランドデザインを概観すると，各校とも非常に特徴的です。
図案として表されたデザイン性の高いものや，内容と方法がマトリクスで示され学校として何を行
うかが明確なもの，裏面に年間行事予定が盛り込まれ時系列で取組が見えるものなど様々です。
　ところが，学校独自の特色が全面に出ているものはといえば，さほど多くありませんでした。「知・
徳・体」のバランスのとれた教育の推進や「地域との連携」，「生活科・総合的な学習の充実」など，
一見すると総花的で網羅的な印象を受けるものが少なくありません。
　学校課題が如実に反映されたグランドデザイン，それは「特色ある学校づくり」の設計図でもあ
ります。ぜひ，「ああ，これは，○○小学校のものだな」と他校の先生にも分かるグランドデザイ
ンにしたいものです。

　上記は，グランドデザイン設定までの一般的なプロセスです。先にも示したように協働的な「分
析」方法や研修を受け，職員個々の気付きや考え，意志が反映されるように留意します。
　情報は，多ければ多いほどよいのですが，その全てを課題解決の方法やグランドデザインの項目
に盛り込むことは不可能です。多面的な分析を経て取捨選択していくことで，学校の目標や課題の
焦点化が図られ，学校独自の課題へと収斂されていきます。またこの際，学校のもつ強みを強化す
る方向を考えることで，逆に弱い部分を補完したり相殺したりしていくことも考えられます。
　Ｇ小学校では，地域に残された豊かな自然環境と終末処理施設の建設計画が地域であがっている
ことをもとに，環境教育を学校課題の中心に据えました。そして，これまでのカリキュラムの見直
しを進め，環境教育を中核にしたグランドデザインを作成することにしました。
　環境教育の視点に立ち，全ての教育活動の見直しを図った結果，教科の中から，子どもたちが環
境に目を向ける可能性の高い教材や，子どもがもつ思いや考えを共有する場を工夫しようというこ
とになりました。
　見学や地域浄化活動などの体験的な活動を仕組んだり，環境保全に関する子どもたちの意識を発
信する活動を設定したりするためにも，教科枠を越え，特別活動や道徳との関連を図った取組へと
構想は広がっていきました。
　こうして，学校課題に正対したグランドデザインを作成し，それをもとにしてこれまでの教育活
動を見直します。これら一連の営みが，年間を通して一貫して課題意識を共有しつつ，意図的計画
的にカリキュラムを編成することにむすびついていきます。

情報収集
・児童・生徒の実態
・地域，保護者
・過去の研究系譜

分析
・担任
・学年会
・研究推進委
・運営委員会

学校課題の設定
・管理職
・学年主任会
・企画委員会

グランドデザイン

組織的・協働的な機能
・ワークショップ型研修 等
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（Ｇ小学校のグランドデザインの概要）

　このように「情報収集～分析～
課題設定～グランドデザインの構
築」という一連の営みに一人一人
の職員が参加することで，各々が
学校を理解し同じ方向性を有して
カリキュラムを構築していくこと
が期待できます。そして，それぞ
れの職員が，直接的に学校づくり
に参画しているという意識が，集
団への帰属感を高めていきます。
　職員一人一人がプロパーとして
の自信を深めたときに，それぞれ
教師としての職能の向上に役立つ
ことにつながります。そして，ひ
いては職場集団の組織力を向上さ
せることになるのです。
　学校運営は，管理職だけがやる
ものではありません。子ども一人

企業原理にみる組織づくり

　世界のホンダとして有名な本田宗一郎氏は，車作りに関し
て，非常に興味深い話をしています。
　「大工場でパーツを分担して作り，それを組み立てるよう
になってから，車作りはおもしろくなくなった。小さな工場
で，頭をつき合わせながら，あ～でもない，こ～でもないと
言い合いながら，作っていた頃の方が，楽しかった。」
　部品を作っているだけでは，できあがった車をイメージす
るのは難しく，車作りの喜びは味わえません。
　同じことが学校づくりにも当てはまります。一人一人の職員
が自分の職責を果たすとともに，互いが刺激を受け，補い合い
ながら仕事を進めたときに，そのプロジェクトは活性化します。
　職員が組織のパーツである限り，新しい発想は生まれにくく，
相互に高め合う姿勢は身に付きにくいものなのです。組織を
構成する職員のモチベーションは，プロジェクトの全体像を
いかにイメージしているかどうかによって，違ってきます。

・資源物回収
・地域浄化活動
・間伐体験
・浄水施設見学
・終末処理場見学

・環境委員会
・vsタイム

・リサイクル
体験

・総合的な学習
　　地域の人材活用
　　地域交流
・生活科
　　体験活動の充実

＜重点教科＞
・国語
　　言語活動の充実
　　発表の場の設定
・社会
　　地域学習の充実
・理科
　　実験・観察活動の充実

教科学習○○っ子タイム
地域連

携児童会活動

環境教育の推進 ふるさ
と学習

エコタイム

豊かなふるさとに誇りを
もち，すくすくと伸びる子

一人を見ることで，学級は良くなるでしょう。しかし，その学級・学年だけに留まっては，学校全
体が良くなることはありません。それぞれの職員が，分担された分掌だけに専念しても，良い学校
ができるわけではないのです。「木を見て森を見る」広い視野を全ての職員がもつこと，それが特
色ある学校づくりを推進します。その意味からは，グランドデザインの策定に全職員がかかわるこ
とは，共通のベクトルづくりの大切な視点といえます。
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学習内容の構造化と体系化へのアプローチ…Ｓ２

カリキュラムの全体をイメージする

　では，顕在化し，グランドデザインに示すことができた学校課題の解決を具体的にどのように行っ
ていけば良いのでしょうか。
　実際に教育活動に反映していくためには，授業や学校行事などの教育活動に生かされていること
が必要です。そのためには，担任が授業をするときに，グランドデザインに盛り込まれた子ども像
やはぐくみたい力などをもとに，教材を見直したり授業の展開を工夫したりすることが求められま
す。次に示すのは，「環境教育」を進めていく上で，どの教科・領域を対象に教育活動として位置
づけるかをイメージすることを目的とした単元の構成表です。

　これらをもとに，大単元と関連する小単元を構想していきます。そして，単元の相互関連を意識
して具体的に時数などの操作をし，時系列で示したものが視覚的カリキュラム表です。

○縦軸に，教科・特活・総合的な学習の時間等の領域と今日的課題等，学習内容を置く。配列，順
序は，各学校によって工夫する。

○横軸に，学力の要素を「カリキュラム編成の扱い」と並列して置く。
　＊基礎・基本は共通(必須)とし，「応用～発展を選択・裁量」とタイアップする。
○単元を楕円で示し，「」内に活動名等を記す。最も大きな楕円が基本単元となり，カリキュラム
表の中核となる。

○単元同士は，直線または → で結び，おおよその流れが見えるようにする。
○縦軸のみ，色で区別し，実践場面がイメージできるようにする。

環境教育のカリキュラム構成表
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視覚的カリキュラムにを用いた特色の具体化
　現行の教科・領域にあてはめにくい今日的な課題（例えば，環境教育，情報教育，人権・同和教
育など）を扱うとき，それらは，従来のカリキュラム表には位置づかず，一部の教科や総合的な学
習での取り出し指導など，やや場当たり的な取組になりやすい現状があります。カリキュラム表の
作成を行いながら，現行の教科・領域とのかかわりを考えていくことで，具体的な取組が実現でき
ると考えます。カリキュラム表を作成することで，学習内容の関連化・体系化を考えていくことは，
これまで上越で培われてきた教育風土でもあります。その上越の教育の特色を生かすべく，カリキュ
ラム表の活用を進めていきます。
　ここでは，学習内容を，その学年で指導する他教科・領域間の関連を図ったり，他学年との重な
りの適正化や発達段階，系統性への配慮を行ったりしながら，カリキュラム表へ位置づけていくこ
とを大切にしています。
　「視覚的カリキュラム」とは，自校の特色が視覚的に現れるように，単元相互の関連や教科間の
関連を明示したものです。様々な学習活動を貫く，特色ある取組が浮かび上がってきます。また，
関連を明示することで，教科，道徳，総合的な学習の時間，特別活動のどの単元において学校課題
解決に向けたアプローチをするか分かるようになります。
　Ｈ小学校では，「伝え合う力」をはぐくみ，良好な人間関係づくりを目指した道徳教育の充実に
取り組んでいます。そこで，重点教科として国語・道徳・特別活動を，伝え合う力を発揮し，具体
的に人間関係づくりを行う場として生活科・総合的な学習の時間，学校行事を設定し取り組んでい
ます。
　カリキュラム表では，国語・道徳・特別活動と生活科・総合的な学習の時間，学校行事のかか
わりが分かり
やすいように
上部に配置
し，重点的に
取り組む単元
を赤で囲むよ
うにしていま
す。単元間の
かかわりや，
年度内のバラ
ンス等が一目
で分かるよう
になっていま
す。

視覚的カリキュラム表作成の手順

　特色ある取組を実現するために，カリキュラム編成時に，以下の視点から内容の充実を図ります。
⑴　時間を増やす
　ａ．単元の順番を変え関連付けて指導し，実質的な学習機会を増やす。
　ｂ．配当時数を増やす。
　ｃ．人（指導者）を増やして，一人当たりの学習密度を増やす。
⑵　指導方法を改善し内容を充実する
　上記の視点を踏まえ，以下の手順で単元題材配当表の見直しを行います。
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　１．重点を置く内容に，関連の深い単元を見付ける。
　２．関連付けて指導を行うことができないか，行事等を勘案しながら見渡す。
　　　必要なら入れ替え。但し，発達段階もあるので安易な入れ替えはしない。
　３．重点を置く単元の時数を見直す。
　　　必要なら増やす。その分を他の単元で削る。
　４．一人当たりの学習密度を増やすための方法を探る。
　　　人を増やすことはできないか，学年内で工夫できないか。
　これらの検討を行う中で内容の重点化が図られ，時間が確保され，戦略が決まります。これらが
確かなものになったあとで，指導方法の工夫を考えていきます。

カリキュラムの視覚化　～７つのボタン～

　カリキュラム表の上部には，７つのボタンが並んでいます。参考例では，伝え合う力・人権・情
報・環境・国際理解・健康・キャリアの７種類が設定されています。このボタンをクリックすると，
それぞれの特色に応じて，重点単元が色づけされて表示されます。
　学校が抱える様々な問題は一つではなく，多様です。多様な学校課題解決に向けた取組を，７つ
のボタンで色分けしながら視覚化することが可能です。このボタンの項目は，設定画面で変更する
ことができるので，学校の実情にあわせて変更・活用することができます。

視覚的カリキュラムを活用した年間活動計画の策定

　視覚的に分かりやすくなったカリキュラム表は，様々な場面で活用することができます。
　カリキュラム表は，各教科の総時数をもとにして，各単元の時間の割合に応じた幅で表示される
ようになっています。結果として，時間割にしたがって定期的に授業が進められるときの時期を示
すことになります。

７つのボタン

表示項目の変更例：豊かな心と情報を表示 ボタンの項目設定画面
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　カリキュラムの視覚化を目指した，重点単元の設定は，教科担当→学年・学級担任の順番で行い
ます。それぞれの立場から特色ある学校を目指した取組を検討することで，全職員が主体的に学校
づくりにかかわっていきます。重点単元の設定に当たり，職員一人一人の重点単元の認識を摺り合
わせる過程で，組織の協働性が発揮されます。
　できあがったカリキュラム表は，学年間の取組を情報交換する場面で活用できます。カリキュラ
ム表を並べてみると，どの学年がどの時期に，重点的に取り組んでいるかが見えてきます。全体研
修の時に，カリキュラム表を見比べながら，学習内容の関連や学年間の関連を検討します。それに
より，さらに学校カリキュラムの特色を明らかにすることができます。
　できあがったカリキュラム表は，保護者や地域への学校の取組を紹介するときも利用することが
できます。色づけされた視覚的カリキュラムを示すことで，学校の特色や重点が把握しやすくなり，
地域の理解を得やすくなります。例えば，地域と連携して学習を進めるとき，地域の協力者を募る
ときも，学習の流れが分かることで，協力を得られやすくなるというメリットがあります。

ＩＣＴを活用したカリキュラムマネジメント

　年度当初，理想に燃えて作られたカリキュラムは，学習が進むにつれて変更を余儀なくされます。
目の前の子どもの姿をとらえ，子どもたちのために学習活動を構成していけば，変更は必然です。
子どもと共に生成されるカリキュラムは，変化を受けとめる柔軟性をもち合わせる必要があります。

【年度当初の計画】

　一方で，時間は無限ではなく，新学習指導
要領に向けて各教科の標準時数は増えてきま
す。
　担任は，年間を見通した俯瞰的な視野（マ
クロ的視点）と毎時間の指導（ミクロ的視点）
の両方を生かして日々の学習をマネジメント
する必要があります。そんな時，時数のずれ
や余剰時数の現状，達成状況がＩＣＴを活用
することで，分かりやすくなります。
　Ｈ小学校では平成21年度の年間授業日数
を算出したところ，201日となりました。週
授業時数から授業時間を計算すると，６年生
の総授業時数は1082時間となります。教科の標準時数と児童会・クラブ活動・学校行事を合わせ
た必要時数は，1062.5時間となります。差引で余裕時数は19.5時間と，かなり厳しい現状です。
事前の時数の見通しをもとに，カリキュラムマネジメントを行っていく必要があります。また，時
間の管理が十分であれば，重点単元に余裕時数を割り振ることが可能になり，より学校・学級の特
色を大切にした取組を行うことができるようになります。

　社会の時数が，予
定より２時間オー
バーしています。
　単元の計画を調整
するか，他の単元の
時間を調整して下さ
い。

ＩＣＴを活用した，マネジメントイメージ

【学習進行によるずれが生じた状態：特に重点単元が膨らみやすい】
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新学習指導要領の施行に向けて

　国語や算数のような教科の学習
は，多くは教科書を用いることを
前提として学習の計画が構想され
ています。教科書を用いることを
前提とした学習計画を用意しまし
た。その計画をたたき台に重点化
を図っていきます。
　また，新学習指導要領の実施に
向けて，移行内容に印を付けたデー
タを用意しました。指導内容の漏
れ落ちがないようにするためです。
７つのボタンの一つに設定されていますので，どの時期にどの教科で移行期の指導内容を取り扱う
のかを把握することができます。
　データは年度ごとに更新され，上越市内の小・中学校へ配付される予定です。

ふるさと学習としての活用

　上越カリキュラムで作成している「ふるさと学習」の内容も，カリキュラム表の中に組み込まれ
ています。「上越学習」という項目名で設定されています。
　上越地域の小・中学校で必須の内容については実線で，各校・各担任が選択し実施する内容につ
いては，点線で囲まれます。選択で実施する内容については，それぞれの学校の実情に合わせて内
容を吟味して組み込みます。
　地域を学ぶ，地域で学ぶ「ふるさと学習」の内容は，生活科や総合的な学習の時間と関連がある
ものが多いです。カリキュラム表を作成する際には，生活科や総合的な学習の時間で行われる体験
活動と関連付けて扱うことができないか考慮する必要があります。
　「ふるさと学習」がカリキュラムモデルプランとして準備されることで，「ふるさと上越」を基盤
とした教育活動が充実していくことが期待されます。

ICT
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マネジメントと組織づくりへのアプローチ･･･S3

カリキュラム評価とは

　編成されたカリキュラムは，果たして妥当なのかどうか。学級担任のレベルで例にとると，単元
によっては教科等の時数が増減します。特に生活科や総合的な学習の時間での体験活動や，理科の
実験・観察，社会科の調査活動などは，時間をとりがちです。学期末の単元が駆け足になったり中
途半端になったりしては，本末転倒です。
　前出の「視覚的カリキュラム表」は，時数の変更が実際のセル幅に対応しており，目で見て調整
していくことが可能になり，見通しをもった単元展開が期待できます。単元によって学校課題を意
識し，軽重をつけたり発展的な課題に挑戦したりすることが必要です。
　このように，カリキュラムは，実践と評価を繰り返し，時数などの調整をしたり子どもの具体に
基づき展開を改善・修正を図ったりすることが不可欠です。編成されたカリキュラムを実践し，そ
の成果をもとに当初計画していたものを修正したり，新たな取組を生み出したりする柔軟さが必要
です。

　学級・学年のカリキュラムは，多くの学校では，学年会で検討されることでしょう。しかし，学
校課題に正対した取組として位置づけるためには，学年間相互の実践について，情報を共有する必
要があります。カリキュラム検討委員会や評価委員会といった組織を立ち上げ，意図的計画的な取
組を促します。いかに学校全体の「総意としてのマネジメント」を加味するかが大切です。

【実践前】
１－A　全単元前
　　計画カリキュラムの作成
◆年間カリキュラムの内容
◆単元計画（評価計画）の内容
◆教科・総合的な学習等の関連
◆家庭・地域との連携
◆子どもの実態　など
１－B　単元前・授業前
　　実践構想（作成）

【実践中】
２－A　授業中
　　計画カリキュラム・
　　　実践構想の即興的修正
２－B　授業後
　　実践カリキュラムの解釈と
 計画カリキュラムの改善
◆課題解決（指導と評価）
◆単元計画の付加，修正，変更
◆単元の目標，評価規準
◆教科等との関連
◆支援体制 など

【実践後】
　　３－A　単元後
　　　計画カリキュラムの
　　　　　　　総括的な解釈
◆計画カリキュラムと実施カリ
キュラムの相違の把握と解釈

◆子どもの変容と単元の目標・内
容，学習活動の見直しと改善点
の把握
３－B　全単元後
　　計画カリキュラムの再編成
◆子ども像，育てたい資質や能力
◆内容（領域・段階）◆評価の観点

◆教科等との関連
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　カリキュラムマネジメントにおいても，協働的
な要素を取り入れることは重要です。複数の目で
多面的な評価を行うことにより，より精度の高い
評価が期待できるからです。また子どもの具体的
な姿をもとに語り合うことで，数値に表れない成
果を評価することもできます。
　Ｉ小学校では，カリキュラム評価～改善のプロ
セスを即時的に行う取組をすすめています。担任
は，学校課題解決に向け個々に実践を行います。
その中から成果の上がった事柄を定期的にレポー
トし，それを持ち寄って，ブレーンストーミング
形式のワークショップで情報交流を行います。互
いの実践に触発されることによって，良い取組を
真似たり，自分の学級に合うように取り入れたり
する動きが生じます。この繰り返しによって，良
いものは学校中に流行り，そうでないものは淘汰
されていきます。自然と成果として認知されたも
のだけが残っていきます。共通理解を促さなくても，
一つのベクトルに学校がまとまる良い例です。Ｉ小学校では，「そうい(相違～創意～総意)教育課程」
と呼んでいます。
　またＪ小学校では，グランドデザインや学校評価などとも関連付けて，カリキュラム評価を行っ
ています。職員はもちろん，児童や保護者，地域の方々，学校評議員を含めた意見をカリキュラム
に反映させています。評価内容も授業づくりに留まらず，グランドデザインや，学校評価と関連付
け，学校運営，教育活動全般にわたり，幅広い評価がなされます。このようにして「組織的・協働
的な機能」を帯びた組織づくりや場づくりを工夫することによって，学校課題の解決に向けたカリ
キュラム評価が実現します。

（Ｊ小学校のカリキュラム評価）

評価者 実施時期 担　当 評価内容

内　

部

職 員
年２回
（1･2学期末）
１学期末

研究･生活指導･体育･学活・
特別支援各主任
校務分掌担当・教務主任

年度の重点指導自校にかかわる内
容
学校運営全般にかかわる内容

職 員 随時 研究・生活指導主任
実践レポート（学習指導）情報交
換（生徒指導）

職 員 年数回 校務分掌担当 学校行事，児童開業時の内容

関
係
者

児 童
年１回
（2学期末）

研究・生活指導・体育・学
活・特別支援主任

生活アンケート
毎学期実施の「いじめアンケート」
と連動

保 護 者
年１回
（２学期末）

教務主任・ＰＴＡ担当 学校生活の満足度（学習・生活など）

保 護 者 年数回 各行事担当・学級担任 学校・児童開業時と授業参観（適宜）

学校評議員 年２回 教頭・教務
職員や児童，保護者の評価結果及
び学力・体力評価結果等による意見

（Ｉ小学校の「そうい」教育課程）

担任が相違ある実践を
展開する

情報交換し，互いに創
意ある実践を行う

より良い実践が総意と
して残る＝成果
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カリキュラムの実際

　昨年，１年次に示した13の実践モデルは，カリキュラム開発のアプローチの違いから大きく３
つのタイプに区別していました。

Ａ　学習素材を中核に学習内容や学習活動を構成するカリキュラム
Ｂ　「目指す子ども像」「はぐくみたい力」を明確にしたカリキュラム
Ｃ　方法や手法，システムを工夫して開発するカリキュラム

　
　しかしながら，Ｃについては，カリキュラム開発の方法を工夫することそのものでもあり，カリ
キュラムの内容構成と関係がなく進められることでもあります。言い換えれば，Ａ,Ｂと併せてＣ
を有効に機能させることで，より大きな成果が期待できることが分かってきました。したがって，
今後は，下記のＡ,Ｂ２つからカリキュラムを考えていくこととします。

Ａ　学習素材を中核に学習内容・活動を構成するカリキュラム

　地域にある学習素材をその特徴から「人・もの・こと」をカリキュラムの核にして開発する手法
です。学校内外の物的人的資源を積極的に
活用し，学校の強みを生かしてカリキュラ
ム開発していきます。学習素材の教育的価
値を探り出し，学習目的，学習内容を明確
化し，各教科，総合的な学習の時間の目標
及び内容との関連を図りつつ，内容配列を
行っていきます。
　校区にある具体的な事物を対象とします
ので，自ずと体験的な活動が主体となり，
主として総合的な学習の時間が対象となる
場合が多いようです。その場合，一つの学
年に留めず，全校を対象にすることで，学
校としての特色を生み出すことになります。
　保護者を含め地域に住む人々を巻き込む
ことで，非常にダイナミックな活動となることが多く，地域の活性化に一役かう場合も多々あります。

Ｂ　「目指す子ども像」「はぐくみたい力」を明確にしたカリキュラム

　学校の子どもの実態から課題を明確にし，焦点化した形で子どもに培いたい力を柱とし，その達
成に向けて取り組むカリキュラムです。
　「目指す子ども像」「はぐくみたい力」を構造的に整理し，その達成に有効に働くように各教科・
道徳，特別活動，総合的な学習の時間の有機的な関連を形成・構築し，内容の配列を工夫していき
ます。上越カリキュラムでは，特に「学力向上を目指すカリキュラム」と「今日的な課題に正対す
るカリキュラム」の二つに大別し，モデル化することを試みました。その多くは，生活科や総合的
な学習の時間が中核に，教科の関連を図る実践となっています。これは，換言すれば，生活科・総
合的な学習を軸にすることが，自校化の早道であることを意味しています。カリキュラム開発を自
校化する上で，柔軟な取り扱いがポイントになることの証しでもあります。

人……地域の偉人の功績，生き方
　　「川上善兵衛，上杉謙信，杉みき子」など
もの…自然の事物，歴史的な建物・史跡 
　　「雪，森，川，がんぎ，寺，春日山城」など
こと…産業や文化・社会事象など
　　「米づくり，地域の特産，祭り」など
＊「人，もの，こと」の厳密な区分が難しいものも
あります。子どもの学びの深化により，複数の事象
を複合させて扱う場合が多いようです。
　要は，何に焦点を当てて教材化し，それを組み合
わせてカリキュラムを構成するかです。各校のオリ
ジナリティーが発揮されるカリキュラムです。
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モデルを自校化するために

　ここでおさえておきたいのは，カリキュラムのタイプとして示したＡ，Ｂは，それぞれが独立す
るものではないということです。どちらも，一つの学校のカリキュラムを見つめる方向を変えてい
るに過ぎません。
　例えば，Ａの「雪」や「川」を対象にして追究活動を繰り返していけば，当然Ｂの「環境教育」
にかかわる課題解決に迫る展開が自然に生まれます。逆に「環境教育」を中核にすれば，「川」や「海」
の浄化やゴミ問題としての「リサイクル産業」などを素材として扱うことも考えられます。Ｂのな
かの「学力の向上～」も「今日的な課題～」も相互補完的な関係であり，同様です。
　要は，どの角度からカリキュラムを見直し，どの切り込み口からカリキュラムを構成するか，そ
して両者のバランスをどのようにとっていくことが，自校の特色づくりに結びつくかを考えなくて
はなりません。二つのアプローチは，実際には相互に関連しあいながら，豊かに一つのカリキュラ
ムを形作っていきます。その過程においては，子どもの事実に基づいた評価や改善・工夫が不可欠
です。
　また，一つの特色づくりに基づいて教育活動を展開していくことで，意識しなくても新たな価値
を生み出したり，別な特色へと深化したりすることも分かってきています。
　例えば，環境教育やキャリア教育を突き進めていく過程において，様々な体験や地域の方々との
出会いは，子どもたちにとって大きな道徳的な価値を生み出します。言い換えれば，「『環境教育』
や『キャリア教育』は道徳教育のカリキュラムづくり」に通ずるということです。
　これらは，子どもたちの実態と，共通のベクトルを有した教師の確かな見取りとの摺り合わせに
よって生み出されます。教師の柔軟なバランス感覚と教師集団の協働性の発揮によって，ダイナミッ
クにカリキュラムを編成していく，まさに「学校が主体となり，子どもと共に生成するカリキュラ
ム」の具現といえます。
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「夢づくり学校提案」に見る各校の実態

　では，実際にどのようなカリキュ
ラムができるでしょうか？
　右表は，平成20年度の市内小・
中学校から寄せられた「夢づくり学
校提案」事業計画書から，中核となっ
ているキーワードを取り出したもの
です。
　ご覧のように多岐にわたっていま
す。傾向としていえることは，多く
の学校で，地域を学びの場として大
切にしていることです。地域にある
素材や環境を生かしながら，特色あ
る学校づくりを進めようとする意志
がうかがえます。
　こうした学校課題とカリキュラム
が一致したときに，それは学校職員
の意志が一つの共通のベクトルとな
り，生き生きとした学校づくりを実現します。学校間で，カリキュラムづくりに関する情報が共有
されることで，さらに共鳴・共振を呼び，カリキュラム開発が活性化していくことを期待しています。

モデルプランの示し方について

　次章以降に，前述のＡ,Ｂ２つのタイプから12のモデルを用意しました。これらは，上越市の学
校教育目標にある「地域に根ざした信頼される特色ある学校づくり」の実践の方向を受けたもので
す。各学校が示した課題に正対し，具体的なカリキュラムづくりの手順や方法を前出の３つの指針
をもとに構成して示しています。
　具体的なモデルの示し方ですが，基本的には，先に提示したＳ１～Ｓ３の指針によります。
　「Ｓ１　学校課題の把握と解決に向けた戦略へのアプローチ」については，学校の実態や地域性
に即した独自性の高いものになります。学校規模や，小・中の別によっても，扱いが違ってきます。
したがって，本誌では，「カリキュラムづくりのポイント」として，カリキュラム編成の手順も含め，
その概要を提案するに留めました。
　各学校が設定した学校課題をもとにカリキュラムを構成していく際に，ヒントとして使いやすい
ように，編成手順が分かるように一般化を試みました。それだけでは，具体的にイメージしにくい
ため，それぞれのカリキュラムで期待される活動を例として盛り込みました。これらのモデルをも
とに，ぜひ自校の特色あるカリキュラムを開発していただきたいと考えています。
　ここで留意して頂きたいのは，モデルの冠にある「○○教育」とは，あくまで学校課題を特徴的
に示したものであるということです。前提として，地域の特性や子どもの実態から導き出した職員
共通の認識があり，「○○教育」はあくまで特色づくりの視点であり，キーワードに過ぎません。
自校の実態や取組の評価によって幅のある可変的なものであることが，カリキュラムマネジメント
の根本にあることを忘れてはいけないのです。

２ 特色あるカリキュラムモデルプラン

キーワード 計 小 中
地　域 ふるさとにかかわること 19 16 3

学力向上
自ら考え，自ら学ぶ力 2 2 0
学ぶ意欲と確かな学力 8 7 1
思考力・判断力・表現力 3 3 1

今日的課題

豊かな心・思いやり 15 8 6
かかわり合い 7 5 2
体力・健康 5 3 2
環境教育 2 1 1
キャリア教育 5 1 4
国際理解教育 1 1 0
人権同和教育 2 1 1
情報教育 1 1 0
特別支援 3 2 1

　 その他 3 3 0
　 合　計　 76 54 22

（夢づくり学校提案事業　各校のキーワード）
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学習素材を中核に学習内容・活動を構成するカリキュラムモデル 

郷土の偉人に学ぶ　上杉謙信が生きたふるさと

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　郷土に生きた「人」を学ぶことのよさ

　上越市の学校教育目標では「ふるさとを愛し，学ぶ力，豊かな心，健やかな体をもって自立と共
生ができる子どもを育てる」ことを掲げられています。また，新学習指導要領では，教育の理念と
して新たに，「伝統と文化を尊重する」，「我が国と郷土を愛する」ことを踏まえた教育活動の充実
が求められています。郷土に生きた「人」について学ぶ活動をカリキュラムに位置つけることで，
次のような成果が期待できます。

　上越には，たくさんの偉人がいます。子どもがその偉人
や地域を学習対象とし，今を生きる地域の人々とふれ合う
活動を進め，その人の生き方や考え方について探る活動を
カリキュラムに位置つけていきます。郷土を学ぶことを通
して，ふるさと上越に愛着を感じ，ふるさと上越のよさを
実感し，「上越をよりよくしたい」「上越で生きていきたい」
と願う子どもを育てていきたいと考えています。

■　カリキュラム編成の手順

１　地域の教育資源や学習素材を発掘・収集・検証することで教育的価値を見いだす
　各学校において，地域の教育資源や学習素材を教育活動に活用するためには，教職員自らが地域
を歩き，地域住民とふれ合うことで発掘・収集していくことが大切です。その中から，子どもの実
態や地域社会の要望などを考慮し，教育的価値を見いだすことで，特色あるカリキュラムを編成し
ていきます。
　Ｋ小学校では，「上杉謙信」にかかわる学習素材を発掘しています。上杉謙信の居城であり，今
も観光客でにぎわう春日山城趾，上杉謙信が幼いころ修行した春日山林泉寺，上杉謙信を祀った謙
信公祭など，職員が積極的に地域に出かけ，地域の人々とふれ合うことで，子どもの学習に生かせ
る学習素材を収集します。それを持ち寄り，ワークショップを開いて検証することで，カリキュラ
ムにどのように位置つけていくか考えました。
　そして実際に単元を構想し，子どもと共に実践することで，学習素材そのものの可能性や他教科
等との関連，そしてカリキュラム自体についても評価をしています。

２　地域の学習素材を核としたグランドデザインやカリキュラム，大単元を構想する
　地域の学習素材を教育課程の核に据え，グランドデザインを構想します。そのグランドデザイン

【上越市の偉人】
・戦国武将「第一義」　上杉謙信
・日本のワインの父　川上善兵衛
・日本のスキー伝道師　レルヒ少佐
・日本画家　小林古径
・郵便の父　前島　密
・日本のアンデルセン　小川未明
 など

・その人の生き方や考え方を探ることで，自分を見つめ，これからの自分の生き方や在り方を考
えることができる。

・その人を探るために地域の人々とふれ合い，かかわり合うことで，地域に生きる人々の思いや
願いを知り，人とかかわり合うよさを実感し，地域に貢献しようとする。
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から各学年の発達段階に応じ，地域の学習素材が生きてはたらく教科・領域等で大単元を構想し，
それを中軸にした各学年のカリキュラム表を構築していきます。
　総合的な学習の時間は子どもが各学校の地域を対象とし，年間を通して息の長い活動を構想する
ことで，地域に出かけ，地域を歩き，諸感覚を通して様々な気付き，思いや願いをもつことができ
ます。地域の「人・もの・こと」とふれ合うことで，地域のよさを実感することができます。また，
道徳の時間で郷土愛，自然や崇高なものとのかかわり，自分の生き方などを関連付けていくことで，
子どもにとって自分事としてとらえることができます。したがって，地域の学習素材を生かせる総
合的な学習の時間を教育課程の核に据えることで，各教科・領域等と関連させやすく，ダイナミッ
クな活動を展開しやすいと考えます。
　Ｋ小学校の６年生では以下のような大単元を構想しました。

　子どもにとって，各教科，道徳の時間，総合的な学習の時間，特別活動…といった枠組みはあり
ません。子どもの中にいくつもある「意欲」「探究心」「思いや願い」の線をどのように束ねていく
か，関連付けられるようにしていくかがカリキュラムづくりの大切な部分であると考えます。子ど
もにとって「地域」ほど身近なものはありません。いつでもその場所に行くことができ，自分の思
うように活動することができます。その地域を有効活用したカリキュラムづくりが学校にとって一
番自然な形であると考えます。

３　「地域を学ぶ」「地域で学ぶ」ことについて共通理解を図ることで，知識の習得や理解を目指す
とともに，資質・能力をはぐくむカリキュラムを構想する

　郷土を学習素材として取り上げて学習を進めようとするとき，その地域の特色について必要最低
限の知識を習得する必要があります。子どもが地域を対象にして追求活動を進めていくとき，「地
域を学ぶ」ことによって，得た知識と関連付けたり活用したりすることで追求活動が深まります。
また，「もっと知りたい」「もっと調べたい」という追求意欲をもつ姿が期待できます。
　その後，「地域を学ぶ」ことで，子どもは地域という学びのステージに立ちます。追求活動を進
めながら地域の人々とふれ合い，地域に愛着をもち，自分も地域に生きる一人の人間としての自覚
をもち始めます。子どもはこれらの一連の学びを通して，学び方やものの考え方，人とのかかわり
方や自分の生き方を考えていきます。これが「地域で学ぶ」姿であると考えます。このとき，「地
域を学ぶ」「地域で学ぶ」ことが螺旋状に絡み合うことから，単に知識の習得を目指すだけではなく，
どのような資質・能力をはぐくみたいかというねらいを定めることが重要です。そのためには，息
の長い活動を保障し，長いスパンの中で子どもの変容や成長を評価していくことが大切です。これ
らのことを教職員間で共通理解を図ることで，各学年の子どもの発達特性に合わせたダイナミック
なカリキュラムを構想できるようになります。

社会科「上杉謙信学習」

総合的な学習の時間「みちを歩む」「上杉謙信について知ろう」

国語科：討論会「春日山を国宝にするか否か」

道徳「上杉謙信の生き方について考えよう」

「第一義」に生き，今でも地域の誇りである上杉謙信
の生き方について考え，自分の生き方について考える

地域の道を繰り返し歩き，「謙信公通り」の
道はどうしてできたのか，加賀街道の松の木
はなぜ大切に保存されているのかなど聞き取
り調査を行うことで，有力な情報を得るとと
もに，地域の人々の温かさや地域の人が春日
山を愛する気持ちにふれる。

上杉謙信が幼いころ，毘沙門天から学んだ「宝在心」から生まれた家
訓16か条，武田信玄との川中島での戦などについて学ぶ
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム（小学校６年生での実践）

◆始めにカリキュラムの中核とする教科・領域等をカリキュラム表の中心に位置づけます。次
に，はぐくみたい資質・能力や学習内容を考慮し，関連させる教科・領域等をその周りに位
置づけます。そして関連させる単元を色付けし，指導時期や子どもの学びを見通し，大単元
として構想していきます。

◆Ｋ小学校の６年生は総合的な学習の時間を中核に据えました。様々な道を歩くことで，地域
を知り，道に対する思いや願いを書きためていきます。また，様々な人々と出会うことで，「人
の道」についても考えていきます。社会では，戦国時代初期を学習した後，「上杉謙信学習」
を実施し，上杉謙信の生涯や上杉謙信が貫いた「第一義」について学習します。総合的な学
習の時間における学びをもとにして，国語で自分の考えたことを伝え合う学習活動を関連さ
せていきます。これらの学習をもとに，地域の人や様々な職業の人々と出会い，その人の生
き方を知ったうえで，道徳の時間に自分の生き方について考える活動を展開していきます。
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■　カリキュラムの実際

１　地域の教育資源や学習素材をもとに，カリキュラムを構想する
　⑴　総合的な学習の時間をカリキュラムの中核に位置つける
　地域という学習素材を中核にカリキュラムを構成するための一番の近道は，
総合的な学習の時間をカリキュラムの中核に据えることだと考えます。各学
年の子どもの実態や発達段階に応じて，地域と密接にかかわる活動を構想で
きるからです。

　⑵　総合的な学習の時間はどの学年も同じ対象や場所からスタートする
　Ｋ小学校では，どの学年も「春日山」を総合的な学習の時間のスタートと
しています。３年生の「地域探検」，４年生の「愛鳥活動」，５年生の「米作り」，
６年生の「みちを歩む」は春日山から，または春日山を目指して春日山の麓
に広がる地域を自分の足で歩き，諸感覚を通して自分の課題を見付けていき
ます。そして地域の人から学んだり，地域の人と共に活動したりする活動を
保障しています。活動の内容は違っていたとしても，常に春日山は子どもに
とっての学びの起点であり，学びのステージなのです。
　このように，総合的な学習の時間をカリキュラムの中核に位置つけ，数年
にわたって繰り返し「地域を学ぶ」「地域で学ぶ」ことで，地域と密接にか
かわり，地域を愛する子どもになっていきます。

　⑶　育てたい力，はぐくみたい資質・能力を明確にする
　活動内容が学年によって違っていたり，子どもの追求テーマが個によって
違っていたりしたとしても，はぐくみたい資質・能力が明確であれば，教師
は的確に子どもの学びを見取り，評価し，支援していくことができます。ま
た，子どもが必要な知識を習得する場については，子どもの実態に合わせて
設定していきます。
　Ｋ小学校では，はぐくみたい資質・能力を次の４つに定めています。

　年間活動計画を構想するとき，各学年の発達段階や活動に合った，はぐく
みたい資質・能力を設定し，評価できるようにしています。
　また，各教科・領域等との関連を大切にした横断的な大単元を構想すると
き，各教科・領域等の独自の評価項目を設定するとともに，はぐくみたい資
質・能力についても評価規準を設定します。このことで，「地域を学ぶ」「地
域で学ぶ」ことの両立を図っていきます。

２　子どもの発達特性と各領域・教科等との関連を図った大単元の実践
　～６年生の実践　郷土の偉人に学ぶ～
　⑴　「地域を学ぶ」
　６年生は，総合的な時間の時間の活動テーマは違っていても，繰り返し地
域とかかわることで，多様な切り口から地域について学びを深めてきました。
また，６年生という発達特性から，ある程度専門的な知識を習得・活用でき
る力を身に付けてきていると考えられます。

◆総合的な学習の時間
をカリキュラムの中
核に

□総合的な学習の時間
のスタートや学びの
ステージはどの学年
も同じ場所や対象か
ら

◆活動内容ばかりでは
なくはぐくみたい資
質・能力から活動を
構想する

□大単元では，横断的
なねらい（はぐくみ
たい資質・能力）を
設定する

◆まずは「地域を学ぶ」
ことで，「もっと知
りたい・調べたい」
という意欲をもつ

・課題を見付ける力　　　　・追究する力
・表現する力　　　　　　　・振り返る力
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　Ｋ小学校では，地域の代表的な偉人である「上杉謙信」をテーマに学習を
進めました。社会科の歴史学習「戦国時代の３人の武将（織田信長，豊臣秀
吉，徳川家康）」の単元が終わった後，その時代に共に生きた地域の英雄「上
杉謙信」について学ぶ場を設定しました。上杉謙信の生涯の年表作り，上杉
謙信が心を寄せた「毘沙門天」，武田信玄との激戦「川中島での闘い」，そし
て信念である「第一義」。上杉謙信と春日山について学ぶことで，子どもは
上杉謙信についてもっと「詳しく知りたい」「調べてみたいな」という思い
をもちました。
　「地域を学ぶ」活動をせずに「郷土の偉人の生き方について知ろう」とい
きなり呼びかけても，子どもは何を足がかりに追究活動を進めたらよいか焦
点を絞れません。どの学年も学びのステージが同じことが，子どもの追究活
動の手掛かりや意欲を生み出します。

　⑵　「地域で学ぶ」
　地域について，その素地を習得した子どもは，自分の追究テーマを考えま
す。これまで繰り返し地域で学んできた子どもであれば，「そこへ行って詳
しく調べよう」「地域の人に聞いてみよう」という解決方法が浮かんできます。
　上杉謙信について調べているＫ小学校では，「謙信が小さいころ育った林
泉寺にいきたい」「林泉寺の住職さんなら有力な情報を教えてくれるかも」「謙
信公祭があるけれど，かかわっている人たちは謙信に対してどのような思い
をもっているのかな」というような解決方法が真っ先に上がります。そして，
実際に話を聞いたり，謙信が住んでいた場所に行ったりすることで，謙信の
生き方や地域に今もなお語り継がれる上杉謙信について心を寄せる姿が見ら
れました。
　追究活動の解決方法はややもすると，書籍やインターネットに頼りがちで
すが，これまで地域の「人・もの・こと」とかかわり，学びを積み上げてき
た子どもにとって，地域自体を活用することが最良の解決方法となるのです。

　⑶　自分たちの体験や経験が各教科・領域等での学びの必然を生む
　地域について多様にかかわり，学びを積み重ねてきた子どもは，やがて自分
を育ててくれた地域に対して，感謝の気持ちをもったり，親しみを感じたりし
てきます。地域を学び，地域で学んできた自分について自身の変容や成長を
振り返り，実感することで，地域に貢献したいという気持ちが生まれてきます。
　Ｋ小学校では，国語科の学習で「春日山を国宝にするか否か」というテー
マでディベートをしました。春日山が世界的にも有名になることから賛成意
見が多い中，「春日山に観光客が増えると自然環境が乱れて鳥が住めなくなる」
という反対意見が出ました。この意見をもとに，子どもの中で葛藤が始まり
ました。「観光客が捨てていったゴミは，私たちがボランティア活動をして拾う」
「春日山の地域のみんなが団結してボランティア活動をしようと呼びかけよう」
「春日山は有名になるのを望んではいないと思う」これらの意見は，まさに
総合的な学習の時間で学んできたことや道徳の時間で学んできたことが生か
され，そして自分の地域への愛着がにじみ出た発言ととらえることができます。
　子どもが自分の中にある知識や経験を引き出し，結び付けて考えたり，新
しい考えを生み出そうとしたりするとき，子どもの学びは一層深まっていき
ます。

◆「地域で学ぶ」では，
これまでの学び（知
識・資質・能力）が
存分に発揮・活用さ
れる活動を展開する

□地域の人とふれ合い，
かかわり合う機会を
設定する

◆各教科・領域と関連
させることで，自分
の学びに自信をもち，
学びが一層深まる
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◆ マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　保護者や地域との連携，協働

　学校は保護者及び地域住民と連携を深め，教育活動を進めていく必要があります。それぞれ本来
の教育機能を発揮し，全体的にバランスのとれた教育が行われることで，子どもは充実した生活を
送り，豊かな心をはぐくみながら安心して学習に取り組むことができます。
　そのためにも，教育活動の計画や実施の場面では，家庭や地域住民の積極的な協力を得ながら，
子どもにとって大切な学習の場である教育資源や学習環境を積極的に活用していくことが重要です。
地域社会で人の温かさを知り，地域に感謝の気持ちをもちながら育った子どもは，やがて地域に生
き，郷土のために貢献する人材になると考えます。
　地域学習が充実すると，子どもはその成果を保護者・地域に発信したいと考えます。それを保護
者・地域の人たちから認められることで，学習活動について達成感をもつとともに，自分の地域を
誇りにもちます。一方，地域にとっても，子どもが発したうねりが保護者を巻き込み，やがて地域
をも巻き込む大きな渦になっていくことで，地域活性化に向けての一つの起爆剤となり得ます。こ
のようにして，地域と学校が共に歩み寄り，互いに信頼し合い，支え合う関係がつくられます。
　Ｋ小学校では，郷土の偉人として「上杉謙信」を学習素材として取り上げ，謙信の生き方や春日
山について子どもが自ら学ぶカリキュラムを実施しています。春日山地区では，８月末に行われる
「謙信公祭」をメインとし，平成21年ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」で脚光を浴びている春日山城趾
や上杉謙信を観光資源として，地域を盛り上げようとしています。まさに，両者が互いを必要とし
ているのです。

■　子どもの学びを信じ，バランスを考えた活動の構想

　「人」を学習対象とし，子どもの心に迫る活動にするためには，子どもの思いや願いを大切にし
た活動を展開していく必要があります。教師が押し付けるのではなく，子どもの学びを信じ，息の
長い活動の中で，人の生き方や在り方について考える，地域を愛する気持ちが生まれてくるという
共通理解（指導観・子ども観）をもって臨まなくてはなりません。
　「地域を学ぶ」段階では，各教科等と関連させ，基本的な知識を習得できる活動構想が必要です。
そのうえで「地域で学ぶ」段階では，自分なりの問題解決を目指して，もち合わせた知識や学び方，
ものの考え方などを総動員して活動に当たることができるようにしていくことが大切です。
　そのためには，単なる知識習得を目指
すのではなく，その知識をどのように活
用しているか，人とかかわることで何を
得て，何と結び付けて考えているかなど，
ど，資質・能力についての評価を大切に
していく必要があります。
　このような評価を積み重ねていくこと
で，子どもにとっていつ知識が必要なの
か，どのような資質・能力が発揮された
とき，知識が一層身に付いたかなどが見
えてきます。
　両者のバランスを考えたカリキュラム
づくりが子どもの思いや願いを実現する
ための一番の近道であると考えます。
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学習素材を中核に学習内容・活動を構成するカリキュラムモデル 

「雪」のふるさと上越に学ぶカリキュラム

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における「雪」のふるさと上越に学ぶ活動の位置づけ

　上越市では学校教育の課題として「ふるさと上越を愛し，学ぶ力，豊かな心，健やかな体をもって，
自立と共生ができる子どもを育てる」ことを掲げています。新学習指導要領の改善点でもある「伝
統や文化の尊重」も踏まえつつ，自分の生まれた地域と触れ合い，かかわり合いながら，ふるさと
上越のよさやすばらしさを体得し，愛着がもてるようにしていくには「雪」は格好の学習素材とい
えます。　
　「雪」は上越に暮らす人々の冬の生活に深くかかわっています。したがって，子ども達は雪を通して人々
の営みに気付き，その息づかいを感じ取ることができます。
　上越市の学校教育として，「地域に根ざした信頼される特色ある学校・園づくり」には，以下の
実践の方向が掲げられています。

○地域や学校・園の実態を生かし，目指す子ども像やはぐくみたい力を明確にしたカリキュラム
開発

　また，「未来を拓く『生きる力』をはぐくむ小・中学校教育」の「夢・希望・未来をつなぐ教育の推進」
には，以下の実践の方向が挙げられています。

○環境への感受性と環境に配慮した態度を育てる。

　子どもたちが具体的に「雪」を観察し，体験し，共感的に理解できる地域に根ざした学習を大切
にし，その基礎に立って，しだいに視野を広げ，未来を開いていくたくましい思いやりのある子ど
もを育てたいと願っています。

■　カリキュラム編成の手順

１　学校の地域性や特色が生きる学習素材を見付けること
　地域や学校の実態を生かした特色ある学校づくりと強く結び付けた自然に学ぶカリキュラムは，
実は既にどの学校においても行っている生活科や総合的な学習の時間のカリキュラムの中にあるの
です。それを教職員組織がいかに意識して，指導計画に明確に位置づけていくかが課題となります。
　Ｙ小学校は，「もったいない」という言葉を合言葉に，各学年に応じた資源の節約等の実践を進
めていく中で，自分たちの学校の「雪冷房」に着目するようになりました。冬の「雪」を，夏に活
用する雪エネルギーのすごさに気付いたのです。
　雪を使ってのアイスクリーム作り，雪中保存食品の試食，温度差発電の実験等の活動が考えられ
てきました。また，全校で雪室を作り，その中に米やジャガイモなどの食材を保存し，６月に取り
出してその食材を給食で使って，その風味を楽しみました。
　雪冷房などの当校の特徴や地域の環境，生活を取り上げて，雪と共に生きている地域の環境やく
らしへのはたらきかけについて理解を深めさせていきたいと考えています。さらに，雪に対して少
しでも前向きにくらしていく気持ちを向上させ，雪のふるさとである地域への愛情をはぐくんでい
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きます。また，地球の環境にかかわる課題や，自分たちにできることを考えて実践していくことを
通して，自分の生き方を見つめる力を付けていきたいと考えました。
　
２　季節や行事などの適切な活動時期を生かすこと
　カリキュラムの作成においては，１年間の季節や行事の流れを生かすことが大切です。地域や校
内の行事等にあわせ，学習内容を結び付けたり，関連付けたりすることが大切です。
＜季節の変化を追う＞
　定期的にまわれるような季節発見コースを設定し，季節の変化を追っていきます。児童は散歩気
分でコースを回りながら，季節による木々の変化や雪の降り方（積もり方）や，人々の生活の変化
を発見します。
＜地域の行事を楽しむ＞
　上越地方には，冬に独自の行事があります。その行事を楽しむことを軸に活動が構想できます。
スノーフェスティバル，さいのかみ，鳥追いなど，児童は行事を楽しみながら全身で「冬（雪）」
を感じていきます。
＜校内の行事等で全校のみんなで楽しむ＞
　各学年で行う活動とともに，全校や，全校縦割り班の仲間で楽しむ活動を設定していきます。グ
ラウンドでの雪室作りや児童会の行事のスノーフェスティバル（雪上運動会）などを設定し，全校
で「冬（雪）」を感じていきます。
＜人の技にふれる＞
　庭木を守る冬囲いをしている方，雪で食品を保存する方法（「にお」）で，今でも自分の畑で収穫
した野菜を保存している方など，地域にはさまざまな技をもった人がいます。その人に出会い，技
にふれることにより，児童はますます地域に興味をもち，地域に生きる人たちのすばらしさに目を
向けていきます。

３　各教科等との関連を見通すこと
　年間指導計画の作成に当たっては，各教科等の内容を確認し，関連的な指導が可能な単元につい
ては，相乗効果が得られるよう実施時期や指導方法を調整していくことが大切になります。関連的
な指導は，Ｙ小学校では特に国語，社会，理科，生活科，総合的な学習の時間（エネルギー環境教
育）及び特別活動において大切にしていますが，横断的・総合的な学習を行う観点から総合的な学
習の時間との関連が多くなっています。

４　外部の教育資源の活用及び連携を図ること
　「雪」のカリキュラムを効果的に実践するには，保護者や地域の人，専門家などの様々な人々の協力，
社会教育施設・設備など，様々な教育資源を活用していくことが大切です。
　上越地域では雪エネルギーを導入している施設（安塚小学校，安塚中学校，雪のまちみらい館，
やすらぎ荘・ほのぼの荘，雪だるま物産館，ふれあい昆虫館 他）があります。児童はその施設で
の雪の利用の仕方や概要を知り，地域と雪との深いかかわりについて実感します。また，そこで働
く人とコミュニケーションをとることで，そこで働く人の苦労や工夫に気付くことができます。
　また，以下の外部講師の方から，「雪」に関する具体的なご指導をいただくことができます。
・ＮＰＯ雪だるま財団（「雪冷房施設の見学」「雪室作り」「雪エネルギーの活用」）
・上越科学館学芸員（「雪を知ろう」「酸性雪について」「雪を科学しよう」）
・地域の理科支援員（「雪を科学しよう」「アイスクリーム作り」
・地域の方（「にお（雪を使った簡易冷蔵庫）作り」）
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◆ Ｓ２　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（小学校３年生での実践）

◆「『雪』のふるさと上越」の学習の流れを「ふるさと学習（総合的な学習の時間）」と「教科」
との関連を図っています。関連した単元（活動）が分かりやすいようにカリキュラム表の「ふ
るさと学習」の上下に「国語」と「社会」の一覧を配置しました。

◆「ふるさと学習」を核にしながら，それぞれの学校の地域性や特色が生きる学習素材（「雪」）
を年間通して観察や体験できるように計画を立てています。
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■　カリキュラムの実際

１「雪」にかかわる年間スケジュールの作成
　地域の１年間の季節の移り変わりや行事の流れを生かすことが大切です。
地域や校内行事にあわせ，学習内容を結び付けたり，関連付けたりしていき
ます。また，保護者や地域の人，専門家などの様々な人々の協力，社会教育
施設・設備など，様々な教育資源を十分に活用していきます。
　「雪」がなければ実践ができないのではなく，「雪」のない時期において「雪」
がどう生かされているか，また，「雪」を通してこの地域の人々はどのよう
にくらしているか，その息づかいを感じ取らせていくことが大切になります。
年度当初に各学年で行う活動，学年部で行う活動，全校で行う活動について
調整をします。また，外部の教育資源を活用する活動については，計画的に
関係団体の方と連絡を取り合うことが必要です。

［「雪」にかかわる年間スケジュール］
　　　　＊は地域行事　　☆は校内行事　　◎は外部の教育資源活用

１，２年生 ３，４年生 ５，６年生
４～６
月

・春の自然観察
☆雪室開き（雪室で
保存した食材を給
食で味わおう）

☆雪室開き（雪室で
保存した食材を給
食で味わおう）

◎雪冷房施設の見学

☆雪室開き（雪室で
保存した食材を給
食で味わおう）

・清水，湧き水を調
べよう

９～12
月

・昔の雪遊び・冬の
支度，冬の工夫

・冬の暮らしや雪の
利用に関する聞き
取り調査

・地域の農業と水

１～２
月

◎「雪」を知ろう（上
越科学館の見学や
雪にかかわる実験
の観察）

☆雪室作り，食品保
存

・雪遊び
＊キャンドルロード
での雪燈篭作り

☆スノーフェスティ
バル（雪上運動会）

◎雪を使ってのアイ
スクリーム作り

・冬芽の観察

◎雪冷房のしくみに
つ い て（NPO雪
だるま財団の方か
ら雪エネルギーの
しくみや利用法に
ついて学ぶ）

◎「にお」作り
☆雪室作り，食品保
存

☆スノーフェスティ
バル（雪上運動会）

・動物の足跡を追い
かけよう，自然の
音を感じよう（ク
ロスカントリース
キー）

・雪国にかかわる物
語を読む

☆雪室作り，食品保
存

☆スノーフェスティ
バル（雪上運動会）

・雪の上でのかん
じき綱引きや斜面
すべり（圧力や摩
擦）・雪の下の植
物の様子の観察

◎雪を科学しよう
◎酸性雪について
・雪に守られている
植物を調べよう

雪室の見学

雪灯篭づくり

 におづくり

 雪室づくり
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２　外部の教育資源の活用及び連携を図った実践
◇「動物の足跡を追いかけよう」
　冬，雪の上ではよく動物の足跡が見られます。クロスカントリースキーを
使って雪原に出て，動物の足跡をたどりながら，雪国で生きる野生動物の行
動などを観察しましょう。
⑴　必要な道具　動物の足跡図，メジャー，わりばし，ビニル袋，ルーペ，
デジタルカメラ，クロスカントリースキー用具，記録カード，活動エリ
ア図

⑵　適した活動場所　雪原，林や森の中
⑶　主な学習活動
①活動計画を立てる……雪の上では，夏では見ることのできない動物の
足跡や食べ跡，糞などを発見しやすいことを話します。６人ぐらいの
グループごとに活動計画を作成します。

②主な活動例……林や森をグループで散策し，動物の足跡を見付けます。
動物の足跡に沿って追跡し足跡の種類，間隔，食べ跡などを調べます。

③調査方法例　
・デジタルカメラで足跡を記録する。
・足跡の大きさや形，指の数，歩幅，前足と後ろ足の区別を記録する。
・食べた跡，糞をした場所など，発見した場所や時刻を記録する。
・歩幅が変わったところ，複数の足跡があるところなど足跡の変化が
あったところで野生動物が何をしたのか想像し，カードに記録する。

◇「雪を科学しよう」
　雪は私たちにいくつもの姿を見せてくれます。様々な雪の姿を調べること
を通して，雪の不思議さを科学しながら，総合的に「雪」について調査した
ことをまとめていきます。
⑴　必要な道具　スコップ，温度計，デジタルカメラ，クロスカントリー
スキー用具，ルーペ，ビーカー，はかり，電卓，記録カード，活動エリ
ア図

⑵　適した活動場所　雪原など雪が自然に積もった場所
⑶　主な学習内容
①活動計画を立てる……雪は，降っているときや積もった後，どのよう
に変化するのか，調べる計画を６人ぐらいのグループごとに作成します。

②主な活動例……雪の穴を掘り，断面に現れた雪の層の様子を観察し，
カードに記録する。各層から雪を取り出し，その粒の大きさや結晶な
どを観察し，分類して記録する。雪の結晶の違いをルーペを使って観
察する。

③調査方法例
・デジタルカメラで雪の各層を記録する。
・各層から雪を取り出し，雪の結晶と雪の粒の大きさを記録する。
・降ってくる雪の結晶を記録するには，板に黒い布を巻き付け屋外で
十分冷やしてから降ってくる雪を直接板に載せ，ルーペ等で観察する。

（参考文献　「たのしいスキー・雪遊び事例集」　新潟県学校スキー研究会）

雪うさぎ

 
そり遊び

 雪迷路遊び

 
保存した食品
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　「ふるさと学習の記録」を大切にした評価・改善のサイクル

　Ｙ小学校では，毎学期学級（学年）ごとに「ふるさと学習の記録」を作成しています。「実践事項」
と「内容と反省（評価の仕方）」を時系列と写真で詳しく記述するとともに，この一連の活動にお
いて「身に付いてきた力」及び「次学期に関する考察と今後の見通し」についてまとめています。
その過程において，活動内容の変更を年間指導計画に朱書きしたり，エネルギー環境教育と教科等
との新たな関連（矢印）を明記したりしています。「来年度の『ふるさと学習』の年間指導計画を
考える際に参考になるように」という意識をもちながら記述することが，より学校の地域性や特色
が表れてくると思われます。
　「身に付いてきた力」は４つの観点により評価しています。年間指導計画は，①活動のねらい②
年間指導計画（表）③評価の観点で構成しています。前述の３年生の評価の観点は以下の通りです。
この評価の観点により評価していきながら，次学期や次年度の活動を改善していきます。
＜課題を設定する＞
・地域のよさに関心をもち，地域の自慢を見付けようとすることができる。
＜追求する力＞
・聞き取りや観察，体験活動をしながら地域のよさを見付け出すことができる。
＜伝える力＞
・調査した得られた情報から，自分の考えを分かりやすくまとめることができる。　
＜自己の生き方を見つめる力＞
・地域のよさを大切にしたいという願いをもち，自分にできることを考えることができる。
　また，年度末には実践内容や成果を「パンフレット」にまとめ，保護者や地域の方に配付して意
見や感想をいただき，活動の改善に結び付けています。

■　「雪への想い」を広げ，雪を再発見していく活動を大切に

　Ｙ小学校では「エネルギー環境教育推進委員会」を設置し，エネルギー環境教育を推進するとと
もに各学年の年間指導計画の調整や集約を行っています。また各学年のテーマに対して専門性を交
え複数の教師がチームを組んで協力して指導に当たることが必要です。担任だけでなく級外職員が
どこかの学年とＴＴを組み活動を進めています。
　「ふるさと学習」に取り組むとき，取り上げるテーマについて担任がすべて分かっていなければ
ならないということはありません。むしろ専門的なことは知らなくても，子どもといっしょに学び
ながら活動を進めていくという構えが大切になります。活動する中で生じてくる問題の解決策に困っ
たときなどは，専門家の方を訪ねて話を聞いてくるなど，どんどん地域の方々や専門家の皆さんに
協力していただきましょう。
　「雪のふるさと」である上越地域には，「雪を利用する」（雪冷房，雪室等）という考えもありますが，
「雪と親しむ」行事（校内スノーフェスティバル，キャンドルロード，アイスクリーム作り等）や，「雪
を想う」お話（昔話，杉みき子さんのお話等）がたくさんあります。まず，担当する教師が自分の
時間を有効に使いながら，地域の人々や保護者の方とのかかわりを深めていくことが大切です。児
童と共に教師も「上越の自然（雪）」から学ぶという姿勢をもちたいものです。そして，「雪国に住
む幸せ」を児童一人一人の心にしっかりとはぐくむとともに，「雪国に生まれてよかった」と思え
る児童を育てていきましょう。
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学習素材を中核に学習内容・活動を構成するカリキュラムモデル 

「米作り」から見る上越市に学ぶカリキュラム

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越における「米作り」活動の位置づけ

　子どもたちは，毎日のように米を食べています。日本人の歴史や食生活に深くかかわっている米は，
上越市の特産物でもあります。一歩郊外に踏み出せば，そこには，広大な田園や美しい棚田が広がっ
ています。身近な米について調べたり，自分たちの手で育てたりしていくことにより，上越におけ
る生産者や消費者の米に寄せる思いや願いに直接触れ，「米作り」の現状を見つめることができます。
そして，これからのふるさと上越の産業全体について思いを馳せることができる活動へと発展させ
ていくことができる可能性を秘めています。
　一方，新学習指導要領の改正点として，「伝統や文化の尊重」が挙げられています。また上越市
学校教育目標では，「ふるさと上越を愛し，学ぶ力，豊かな心，健やかな体をもって，自立と共生
ができる子どもを育てる」ことが掲げられています。自分の生まれ育った地域で様々な人と触れ合
い，かかわり合いながら，ふるさと上越のよさやすばらしさを感得し，愛着がもてるようにしてい
くには「米」は格好の学習素材といえます。
　たくさんの学校が米作りを総合的な学習の時間の中核に据え，地域の人々と直接触れ合いながら
追求を連続する活動を通して，ふるさと上越のよさを見つめ直す子どもを育ててほしいと願ってい
ます。

■　カリキュラム編成の手順

１　目的の明確化とカリキュラムへの位置づけ
　地域の特色を生かした栽培活動を取り入れたカリキュラムづくりは，生活科や総合的な学習の時
間を中心に，実は既に多くの学校でも取り組まれていることでしょう。「米作り」においても然りです。
学校田を所有していたり地域から借りたりして米作りに取り組む学校も多いはずです。しかし，そ
れらをもとに「ふるさと」に目を向けた展開はそう多くないようです。栽培活動を通して，子ども
たちに「どんな力を育てたいのか」，「体験活動を通して何を学ばせたいのか」を考えたときに，「ふ
るさとを見つめ直す」視点として位置づけることに大きな意義があります。
　また，栽培活動を進めていく上では，「時機」というものがとても重要になってきます。この「時
機」を失することによって，期待される教育的効果が半減されてしまうこともあります。そのため
にも，その地域に合った，その土地の時機に適した栽培方法を習得してきている地元の営農家や地
域の特産物の事情をよく知っている関連団体との連携が必要となってきます。これらのことを，教
職員自らが意識して活動を仕組み，カリキュラム表に位置づけていくことが大切です。
　Ｈ小学校では，全校を通して地域の特色である「農」「食」を中核にカリキュラムを組んでいます。
各学年の生活科・総合的な学習の時間に中核的な栽培体験の活動を仕組み，他教科と関連させなが
ら，取り組んでいます。
　これらの活動を支えるには，専門家の知識や知恵が必要不可欠となります。そこで，４月当初，
地元の営農家の協力を得，各担任と打ち合わせをする機会を設け，年間の活動の計画を立てました。
また，Ｈ小学校として，地域の地産地消グループや関連団体にも協力を呼びかけ，生活科や総合的
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な学習の時間の内容
を説明する会を開き，
地域の特色ある情報
を得たり，協力体制
を確保したりするこ
とができました。
　その中で，アイガ
モ農法による有機無
農薬栽培を行ってい
る地元の専業農家の
協力を得ることにな
りました。右の「米
作り」活動の構想は，
地元の営農家と打ち
合わせを行い，担任
が年間の栽培活動の
流れに合わせて総合
的な学習の時間の活
動を構想したもので
す。

２　特別活動との関連を図ったカリキュラムの作成
　生活科や総合的な学習の時間においては，活動の拡散や集約によって追究の連続が図られます。
特別活動における学校行事等は，拡散した活動を結合・集約し，発信・表現する活動として位置づ
けることができます。地域や学校行事等に合わせ，学習内容を結び付けたり振り返りの場を設けた
りして，子どもの意識が連続するように展開することが大切です。さらには，学校だけではなく，
保護者や地域を巻き込んだ活動を展開することによって，ダイナミックな活動を構想することがで
きます。
　Ｈ小学校では，米作りに合わせて年間の教育期を下記のようにⅠ期～Ⅴ期の５つに分けています。
各期の学校行事に，それぞれ意味をもたせ，米作りにかかわった学習や体験活動を据えて各学年の
学習や活動が結合・集約しています。

教育期 主な行事 主なねらい

Ⅰ期（４月～５月） 田植え
全校合宿の主食の確保を目指して，田起こし～苗植
えの一連の活動をする。

Ⅱ期（６月～７月）
学校泊による
全校宿泊体験活動

昨年度の栽培した米を用いて，自給自足体験をする。

Ⅲ期（９月～10月） 文化祭
生活科，総合的な学習の時間の学びをまとめ，地域
へ発信する。

Ⅳ期（11月～12月） 収穫感謝祭
収穫物を持ち寄り，指導いただいた地域の方々に感
謝の気持ちをもつとともに，発信する。

Ⅴ期（１月～３月） 卒業式
今年度栽培した米を用いた卒業のお祝い給食を通じ
て，１年間のまとめとする。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム（小学校５年生での実践）

◆総合的な学習の時間である「どんぐり活動」を中核に据え，特別活動における学校行事等に
向け，各教科・領域において，関連を図りながら活動を結合・集約していくように活動を構
想していきます。

◆知，徳，体のバランスを考えながら，関連する教科等に矢印を引き，色分けをして視覚的に
とらえやすくしていきます。

◆色分けした教科の単元に吹き出しを付け，生活科や総合的な学習の時間との関連付けの理由
を書き込みます。

◆実践を通して，効果があったことや改善点等を吹き出しの種類を変えて書き込み，次の活動
の構想を練ります。
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■　カリキュラムの実際

１　全校宿泊体験活動に向けての米作り
　Ｈ小学校の５年生は，次年度の全校宿泊体験活動の主食確保をきっかけに
米作りに取り組んでいます。「全校のみんなにおいしいお米を食べてもらいたい」
という願いが伝統的に受け継がれているのです。
　本年度は，アイガモ農法による有機・無農薬栽培に取り組んでいる地域の
専業農家への取材活動を機に「安心・安全なお米作りをしたい」という強い
思いをもつようになりました。その思いから，学級での話し合い活動で，５
年生23名全員が協力して，無農薬・無化学肥料栽培に挑戦することになり
ました。
　学校のグランド横で稲作をしている農家の方にお願いをして，水田の一部
３アール分をお借りすることになりました。
　
２　地域の専業農家の協力を得て
　⑴　田おこしも手作業で
　「みんなで協力して」という５年生のこだわりから，田おこしから手作業
で行うことにしました。地元の専業農家の方から指導を受け，わずか３アー
ルではありましたが，手作業での田おこしの大変さを体感することができま
した。「いつまでやるの？」「終わるまで！」担任とのやりとりでこんな声も
聞かれましたが，すべての作業が終わった後に「やったあ，やっと終わった
あ」「自分たちの手で最後までできたね」という子どもたちの声があちらこ
ちらからからあがってきました。「みんなで協力して最後までやり抜いた」
という達成感と充実感が，「代かきや田植えへも手作業で」という意欲の向
上につながったのでした。
　⑵　雑草対策は…，害虫対策は…
「雑草対策は，ペレット（米ぬかを固めたもの）をまくといいそうだよ」
「ドジョウを放すといいそうだよ」「アイガモを放すといいって」
　安心・安全なお米を作るにはどうしたらよいかを地域の専業農家の方や家
の人から情報を収集し，毎日のようにどろんこだらけになりながら実践する
５年生の姿がありました。ところが，一つ大きな問題が発生しました。子ど
もたちが調べてきた雑草対策を行うには，常に田に水を張っておかなければ
ならないのです。借りた田は，地主さんと地続き，しかも，地主さんは，有
機・無化学栽培をやっているわけではありません。当然，時期になれば田か
ら水を抜かなければなりません。困った子どもたちは，「波板作戦」を調べ
上げてきました。地主さんの了解を得て，水が漏れないように自分たちの田
んぼの周りに波板を打ったのです。単に波板を打つといっても簡単にはいき
ませんでした。強風が吹いた翌日には，波板が倒れてしまっていたのです。
「どうしたら風が吹いても倒れないようにすることができるのだろうか」「波
板を挟み込むように杭を打つといいんだって」「もっと深く波板を打ち込ん
だ方がいいんだって」とすぐに解決策を調べてきました。
　アイガモ農法にチャレンジするころには，ペレット等の取組が功を奏し，
田にほとんど雑草がない状態でした。「アイガモは，雑草を食べるだけではなく，
田の土をかき回したり，フンが肥料になったりして稲にいいんだって」とい
うことを調べ上げていた子どもたちは，アイガモの世話を一生懸命に行って

スコップを使って
田おこし

ペレットまき

しっかりと打たれた
波板

かわいいアイガモが
到着
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いました。
　アイガモも引き上げ，実りの秋を迎える頃，田の様子を見に行った子ども
たちが，「大変だあ。イナゴが大発生している。このままじゃ，稲がみんな
食べられちゃうよ」と，教室に駆け込んできました。今まで無農薬に挑戦し
てきた子どもたちは，「イナゴ捕獲大作戦」を考え出しました。また，祖父
母の時代には，捕まえたイナゴを佃煮にして食べていたことを調べ，イナゴ
の佃煮作りにも挑戦しました。さらに，イナゴの佃煮は，昔の人にとっては
貴重なタンパク源であることを知り，命を無駄にしない昔の人の知恵に驚い
ていました。
　子どもたちは問題が発生するたびにみんなで話し合い，解決策を考えたり，
地域の専業農家の方やお家の人から情報を収集したりしながら，一つ一つ問
題を解決していきました。

３　文化祭，収穫感謝祭に向けて
　稲の収穫の時期になり，穂の様子，実の入り方を見た子どもたちは，次年
度の宿泊体験活動の主食を確保できたことに安堵するだけに止まらず，さら
に「おいしいお米」をとこだわりをもち，稲の乾燥方法をはさかけで行うこ
とにしました。後日，脱穀したお米を地元のＪＡに依頼して行った等級検査
では，コシヒカリ１等Ａランクをいただくことができました。「安全・安心
なお米を作るために」「おいしいお米を作るために」自分たちにできることは，
みんなで協力して何でもチャレンジしてきた成果の表れの一つとなりました。
それと同時に，５年生の子どもたちにとって，胸を張って誇れる「こだわり
のお米」となったのです。
　この「こだわりのお米」を作り上げた体験が，文化祭で販売するお米の価
格を決めるとき，「23人みんなで協力したんだから，230円」という発言に
つながっていきました。また，収穫感謝祭では，「お世話になった方々に，
自分たちが育てたおいしいお米で『究極のおにぎり』を作って食べていただ
きたい」という強い願いにつながり，感謝の気持ちを伝えることができました。

４　米サミットに向けて
　米サミットに向けて，近隣の小学校の取組と自分たちの取組を比較する機
会を設けました。他校の発表を聞いているうちに，子どもたちは「広い田ん
ぼでは，機械化も必要ではないか？　農薬も必要なのではないか？」という
疑問をもつようになりました。そこで，自分たちが住んでいる地域の農家の
現状について詳しく調べることになりました。ある子どもが家の人に農薬の
ことについてたずねてみると，「人はかぜをひいたとき薬を飲むだろ。稲も
同じなんだよ。稲も病気になったとき薬が必要なんだよ。農薬は，稲の薬な
んだよ」という答えが返ってきたのです。自分たちの取組に絶対的な自信を
もっていた子どもたちでありましたが，この言葉を聞き，その心が揺らぎ出
したのです。さらに，北陸農政局の方を講師として迎え，上越の米作りの現
状について学習しました。そこでは，米の消費の落ち込みや国の減反政策，
後継者問題等々，機械や農薬を使わざる得ない現実を知らされたのでした。
自分たちが考えていたように，簡単には，無農薬，有機栽培ができないこと
を知らされたのです。そして，自分たちが体験したことを振り返りながら，
これからの上越の米作りについて真剣に考えるようになったのでした。

イナゴ捕獲大作戦

実りの喜びを
かみしめながら

おいしいお米は
いらんかね

お家の方と一緒に
究極のおにぎり作り

ぼくたちは手作業だっ
たけど，機械で田おこ

しをすると…
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　学校としての協働体制づくり

　生活科や総合的な学習の時間において，ダイナミックな活動を構想するとき，保護者や祖父母，
地域の方や関連団体等の協力は不可欠です。保護者や祖父母への協力の呼びかけは，担任が直接か
かわることができますが，地域の方や関連団体等になると新規で開拓する難しさがあります。そこ
で必要になってくるのが，学校として地域や関連団体等に協力を呼びかけ，協働体制を構築する機
会と場の設定です。Ｈ小学校では，年度当初から計画して，「教育ファーム」や社会福祉協議会・
区の老人クラブとの協働体制を組むなどの取組を進めました。こうした動きは，一学年の取組に留
まらず，全校的なものへと発展していきました。各学年の要望を教務が受け，教頭を窓口に地域の
方や関連団体と折衝する協働体制ができあがったのです。栽培活動のまとめとして位置づけた収穫
祭では，５年生は，地域の専業農家から指導を受けて育てたおいしいお米で「究極のおにぎり」を
保護者と共に考え出してにぎりました。６年生は，地域のそば打ち名人と一緒に手打ちそばを作り，
１年生は，区の老人クラブと一緒に育てたサツマイモを地域の方から分けていただいた籾殻で焼き
芋を，２年生は，地域の地産地消グループの方から教えていただいた白菜と大根の漬け物を，３年
生は，区の豆腐作り名人と一緒に作った豆腐を豚汁の具材として提供しました。また，オープニン
グイベントでは，４年生が作ったもち米で餅つき大会を行いました。保護者はもちろん大勢の地域
の方々が駆け付け，息を合わせて餅をつく姿に，子どもたちは感嘆の声を上げていました。まさに，
学校と保護者や祖父母，地域や関連団体と協働して創り上げた収穫感謝祭になりました。

■　「米作り」から見えるふるさと上越

　子どもたちは「米作り」を通して，地域の人々と直接触れ，地域に住む人々の「米」に対する思
いや願いを直接肌で感じ取ることができます。そして「米作り」を通して，子どもたちは地域のよ
さを改めて実感します。そして地域に住む人々の温かい人情に触れます。そして，その地域にはぐ
くまれた伝統・文化に誇りをもつようになります。こうした思いに裏打ちされた種々の取組は，そ
のまま学校の特色づくりに結びつくのです。
　Ｈ小学校の子どもたちが指導を受けた地元の専業農家は，アイガモ農法による有機無農薬栽培を
行っています。その指導のおかげで，子どもたちは，「安心・安全でおいしいお米を作り上げた」
という自信をもつことができました。しかし，近隣の学校と米作りに関する情報交換会を行ったと
き，農薬や機械化の良さも知ることができました。３アールの田んぼを，力を合わせて手作業だけ
でやってきたことが本当に正しかったのだろうかと疑問をもつようになりました。そして子どもた
ちにとって，地域の農業の現状を見つめるきっかけとなりました。
　こうした新たな課題は，子どもたちだけではなく，私たち大人にとっても，たくさんの視点を与
えてくれます。「確かに手作業で米作りをすると，お米を作る楽しさを肌で感じることができて楽しい。
でも，広い田んぼなら，機械の力も必要なのでは？」「農薬を使わないで栽培すれば，確かに安心・
安全なお米ができる。でも，その分収穫が減ってしまう。営農の立場からいえば，それは必要なこ
とではないか。」こうした課題は，そのままこれからの上越市の農家の課題でもあります。
　こうした学びを経た子どもたちは，今後の上越市の在り方について，様々な角度から考える視野
を広げたことでしょう。「米作り」から見えるふるさと上越とは，将来の上越を支える子どもづく
りにも結びついています。
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◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における言語力の位置づけ

　上越市では，生活科や総合的な学習の時間への先駆的な取組と並行して，学びをもとに交流・発
信する活動が盛んに行われています。それに伴い，子どもたちは，相手や目的に応じた「話すこと，
聞くこと」の知識や技能を身に付けてきていると言えます。
　しかし，上越市の「全国学力・学習状況調査」（平成19・20年度）の結果から，次のことが指摘
されています。
・基礎的な知識は概ね定着しているが，論理的な思考や「情報の取り出し，利用・熟考」として
の読解力などが十分とはいえない。

・国語科では，「目的に応じて必要な情報を取り出して整理し，分かったことや考えを明確にし
て書くことができる力を高めること」にやや落ち込みが見られる。

　この状況を踏まえ，上越市では，学校教育の目標として，「確かな学力の向上を図り，学び続け
る基礎を培う」学習指導を掲げ，そのために全教育活動で言語活動を充実させながら，言語を活用
する能力を培い，指導方法や指導体制，学習活動を改善・充実していくことを「実践の方向」とし
て示しています。
　また，新学習指導要領では，総則　第４「指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」として，

と謳っています。この言語活動を支える言語力育成の中核を担う教科として，国語科の改定のポイ
ントに注目すると，

が挙げられています。
　今後は，言語を活用する能力である言語力を思考力，判断力，表現力等を支えるものととらえ，
その開発を図ったカリキュラムの作成をさらに進めていく必要があります。

■　カリキュラム編成の手順

１　言語力育成の必要性を全職員が共有する
　言語の役割は，思考力，判断力，表現力等の知的活動の基盤であること及び他者や社会と関わる
上での感性・情緒の基盤であることです。
　このような言語の役割の認識のもと，自校の教育活動や子どもの学力実態から言語活動に関する
課題が浮かんできたら，それを支える言語力をはぐくむ必要性について全職員で確認する場をもち
ます。全職員共通理解のもとで，学習活動はもちろんのこと，子どもの日常生活における言語環境
の整備に取り組む体制づくりを行います。

　各教科等の指導に当たっては，児童の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・
基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に対する関心や理解を深
め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，児童の言語活動を充実すること。

生活や学習に必要な能力を身に付けるため，記録，報告，解説，推薦などの言語活動を充実すること

目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<学力形成> 

言語活動を通して，学びを深め，　　　
　　　　言語力をはぐくむカリキュラム



3-38

２　言語力育成の場を検討する
　語彙量やその使い方に関する知識・技能の豊かさが，
思考力，判断力，表現力等の育成，及び他者や社会
との関与を支えます。この言語活動を支える言語力
を育成する場の中核となるのが国語科です。
　ただし，国語の教科書に載っている教材だけでは，
子どもに言語について学ぶ目的意識が芽生えにくい
ことがあります。
　そこで，国語科と他教科等との関連を図り，横断
的単元を構想する必要があります。子どもに感動を
もたらす体験活動に基づいて，言語活動の充実を目
指した単元を構想することにより，表現欲求が高まり，
言語の活用を生じさせる学習過程を構成することが
必要です。

３　各教科における言語活動の充実を図る
　各教科等では，国語科で培われた言語力を活用した言語活動を取り入れることにより，学習をよ
り深めることができます。一例を挙げてみましょう。

国語科 各教科等 言語活用場面
インタビュー・メモ 社 会

総合的な学習
施設見学，地域探検等で，知りたいことを聞き取る。

手紙文 見学，インタビューの依頼状や礼状を書く。
説　明 算 　 数 自分の解決の仕方を友達に説明する。

話合い

理 　 科
仮説を立て観察・実験し，その結果に基づいてグループで考察し，
文章にまとめ，発表する。

体 育 ゲームの作戦について図示したり動きを伴って確認したりする。

学 級 活 動
学級の問題として取り上げたことについて，グループでまたは全
体で意見交流をし，より良い方向を出す。

文意の読み取り 音 　 楽 歌詞の解釈を通して演奏表現に生かす。

文章表現
図 　 工

自分の作品の見どころや，友達や画家の作品を鑑賞した感想を文
章で表す。

家 庭 科
布製品や料理の作り方を，順序に気を付けて表し，その通りに活
動する。

新聞作り
社 会

学習したこと，調べたことを新聞形式でまとめ，掲示により公表
する。

総合的な学習 調べたこと，知らせたいことを発信する形式の一つとして活用する。

　以上の各教科・領域内での言語活動のほかに，学校生活全般の様々な場面での言語活動の場を設
定します。日常化を図ることにより，言語環境の整備を進めます。

４　各学年の年間指導計画の作成・見直しを行う
　言語活動を重視した指導の充実を学校の中心課題に据えて年間指導計画を作成する場合，その中
核をなす国語科の学習内容を確認し，各教科・領域の学習活動と関連を図ける単元を設定し，年間
カリキュラム表に示します。
　作成後は，それにのっとって指導を進めます。そして，定期的に児童・生徒の言語環境の点検を
行い，必要に応じて年間指導計画の見直し・改善を行います。
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◆ 学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム（小学校５年生での実践）

◆児童・生徒の言語力の課題を洗い出し，目指す姿に迫るために有効だと思われる国語科単元
を選択します。

◆選択した国語科単元の学習を進めるに当たり，横断的に扱うことで双方の目標を達成できる
教科・領域の単元や題材を選択します。

◆日常化を図るには，各教科・領域以外に有効な教育活動があるので，日課表や週予定，学期
ごとのサイクル等に位置づけます。
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■　カリキュラムの実際

　各教科・領域における言語活用の充実のために，そのもととなる言語力育
成の中核となるのは国語科です。
　Ｋ小学校では，国語科の学力検査等から以下のような課題を見いだしました。

　そこで，国語科を中心とし，言語活動の場を保証して言語力向上を図るた
めに，次のような取組を始めました。
 
 
 
 
○国語科と他教科・領域との横断的単元構想の工夫
　各教科・領域では，観察や実験，鑑賞，制作，探検，見学等の体験活動か
ら学びや感動が生まれます。それを絵や文等に表す機会は多々あります。児
童・生徒は，豊かな体験活動により「伝えたい」という思いをもちます。そ
れを文章に表現する活動と国語科の学習内容とを関連付けることにより，子
どもが言葉や文章表現にこだわり，学びや感動を表す機会とします。

○言語に関する基礎的な知識・技能の確実な習得の場の設定
　前述の学力課題の解決に向けた学習を進めるに当たり，習得されているべ
き基礎的な知識・技能があります。その習得状況を見取り，必要に応じて取
り出し指導をすることにより，学習活動を効果的に進めることができます。
例えば，資料に基づき自分の考えをもつ学習において，資料から必要な情報
を取り出す過程があります。課題に照らして有用な情報にのみ線を引くとい
う技能が生きる場面です。これは，小学校１年生２学期に学ぶ技能です。こ
のような簡単なことでも，その有用性と習得したことの自覚により，活用す
る意欲が増し，活用力がはぐくまれます。
　Ｋ小学校では，言語活動を支える基礎的・基本的な知識及び技能の習得を
図った上で，一部の主要な単元に入るという単元構想を採り入れています。
この習得を図る時間を「ミニ単元」とし，一校時をあてます。

・資料と自分の考えを結び付けて考える経験が不十分である。
・根拠に基づいて自分の考えを述べることへの抵抗感がある。
・自分の思いや考えを伝えるのに効果的な文章表現に関する知識・技能が
不足している。

○国語科と他教科・領域との横断的単元構想の工夫
○言語に関する基礎的な知識・技能の確実な習得の場の設定
○子どもの言語活動を促す資料の選択と提示の工夫

《実践例》
　左の写真は，５年生図工科「それは海からやってきた!?」と国語科「思
いを言葉で伝えよう　～私の流木ストーリー～」を横断的に扱った単元の
図工作品です。
　材料を求めて海岸に行ったときから制作過程，完成に至るまでの「流木
日記」に綴った思いと，教師が準備したある作家の作品解説書をもとに，
自分の作品の解説書を書く学習です。
　制作活動ではぐくんできた作品への思いがベースになり，それを見る人
に理解してもらうために言葉や表現を吟味して解説書を作るまで思いをつ
なげるところに価値があります。

（前略）その時間は，
流木を種に落ちて
いる物をひたすら拾
い続けた。この木の
ぼうたちは，どうな
るのだろうと手を止
め思った。きっとい
いのが作れると思っ
た。

学校課題の把握，共通
理解

取組の方針決定！

思いのこもった
図工作品

＜それは海から　　
　　　やってきた!?＞
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○子どもの言語活動を促す資料の選択と提示の工夫
　子どもが思考・判断する際には，その根拠となる資料が必要です。また，
効果的な表現技法等は，それらを含む資料から知識を増やし活用できるよう
になります。教師がどの資料が有効かを吟味し提示することが，児童・生徒
にとって大きな支援となります。

《実践例》
　小学校１年生２学期に「じどう車くらべ」という説明文教材があります。
自動車の仕事と仕組みを書いた段落構成を知り，書かれている内容を確実
に読み取ることが目的です
　教科書教材での学習の後，自分で選んだ自動車の図鑑を作る流れです。
教師はこの学習に向け，子どもの実態に合わせて市立図書館から借りた乗
り物図鑑を参考に資料を自作しました。子どもは，赤と青の色鉛筆で仕事
と仕組みを色分けしながら読み取り，線を引いていました。
　各教科・領域では，文章だけではなく表やグラフ，写真，絵等が資料と
して示されることが多々あります。初めてこれらの見方や書き方，読み取
り方を学習する際，確実な理解とその自覚を促すことが大切です。それに
より，様々な形で提示される資料を思考・判断の材料とし，その内容を言
葉に表すことでより理解が深まります。

《実践例》
２年生では，生活科の地域探検での見学・インタビューメモから必要な言
葉や文を抜き出し，簡単な文章構成の作文を書きました。
　手順；①見学メモから，見て知ったこと，聞いて分かったこと，感想を

色分けした付箋に必要な短文を書き出す。
　　　　②文章構成の枠を示したシートに貼る。
　　　　③各メモ群で書きたい順に番号を書く。
　　　　④必要に応じて言葉を補いながら原稿用紙に書く。
　段落の意識がめばえてきたばかりの低学年です。必要な言葉や文節，短
文を書き取り，順序を考え，段落を意識しながら200字程度で４段落構成
の見学作文を書き上げることができました。
　この学習でおさえた知識・技能は，付箋への情報の取り出し，文末表現
（常体→敬体，～だそうです　等），段落の３つがありました。やや難しい
かと思われましたが，スモールステップで理解を確認しながら進めたので，
ほぼ全員が課題を達成することができました。このような学習の機会を十
分にもつことで，知識・技能が定着し，活用できるようになるでしょう。

○言語活動の日常化
　言語は，知的活動の基盤であると同時に，コミュニケーションや感性・情
緒の基盤としての役割をもつものです。言語力の育成は，国語科はもとより，
各教科・領域の目標や内容をよりよく実現させるためであることを確認しま
す。また，相手の表情等を見ながら対話や発表をするなど，日常の生活場面
で有効に活用する場を設定します。言語活動により，豊かな人間関係がはぐ
くまれることを望みます。全職員が，このような言語の重要性を確認し，「目
指す子どもの姿」に向けて全校体制で言語活動の日常化に取り組むことによ
り，大きな効果を上げることができます。

付箋を使って
情報の整理

シートから
原稿用紙へ

必要な情報の取出し用
の教師自作資料



3-42

◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　子どもの学ぶ姿を通して，カリキュラムを評価・改善する

①　授業研究による子どもの学びを評価
　子どもの言語力の育成は，全教育活動を通じて言語環境を整えることにより促進します。その中
でも国語科は，言語力育成の中核を担う教科として生活や学習に必要な能力を身に付けるための言
語活動の充実を図る場として重要です。
　Ｋ小学校では，言語活動の中でも「書くこと」の力の育成を目指して校内研修に取り組んでいま
す。指導案検討や協議会では，以下の２点について子どもの学びについて話し合います。

　協議会で，子どもの目的意識や手だての有効性が確認できれば，それは全職員の財産として共有
します。もし，その有効性が確認できなければ，単元構想や指導の手だてに問題があると見なして
改善点や代案を考え，次の実践に生かします。
②　各教科・領域を横断する単元構想の見直し
　言語力育成を目指して国語科と各教科・領域とを横断する単元構想の利点は，次の２点です。
　
　
　
　学期末には，体験活動の実施状況と言語力育成の成果について評価します。その評価に基づいて
次学期の計画を練り直します。

■　日常の言語活動を充実させるために

　言語力の育成を学校の課題として掲げたら，言語環境の整備を図ります。教職員は，授業で身に
付けた基礎的・基本的な知識・技能を日常の学習や生活の場面にいかに生かすか考えます。例えば，「朝
のスピーチは，メモをもとに話す」「時間と字数を決めて，テーマにあった文を書く」「資料に線を
引きながら読む」「短文で考えを書く」などを日常の学習や活動に取り入れます。このような取組は，
学年や学年部，全校等で共通理解のもとで行うことが大切です。職員と子どもが共通目標に向けて
進むことで，効果を上げることができます。
　言語活動の日常化を図ったら，学期に１～２回，その実施方法や成果を見直し，改善します。
　言語環境の整備や言語力の活用場面づくりに，外部機関を利用することも有効です。以下は，そ
の例です。

　私たちは，言語が，思考・判断・表現等を支えるものであり，豊かな人間関係を築くものである
ことを認識することが大切です。日常の言語環境を大切にし，子どもの言語感覚を高めることを心
がけます。

上越市教育プラザ内　教科書センター；（複数の教科書出版社発行の教科書があります。）
　　　開場時間帯；午前９：30～午後４：30
　　　手続き；利用するときは，あらかじめ連絡をする。
上越市民図書館（高田図書館，直江津図書館）
　　　貸出業務；貸出冊数１団体100冊，貸出期間は１ヶ月。
　　　手続き；団体用図書貸出カードを使用。学校担当者が本を選ぶ。
地方紙新聞；文字からの情報活用，読者欄への投稿の機会の利用

○体験活動との関連を図ることにより，言語を学ぶ目的意識をもって取り組んでいたか。
○「書くこと」につながる基礎的・基本的な知識及び技能を身に付ける手だては，有効か。

○言語を学ぶ意欲の高揚
○習得した言語の基礎的な知識・技能の活用の促進
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<学力形成> 

階層モデルをもとにした授業づくりを通して，　
　　「思考力・判断力」をはぐくむカリキュラム

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における思考力・判断力の位置づけ

　市全体の学力傾向としては，基礎的な知識・理解はおおむね定着していますが，論理的な思考力
や「情報の取り出し・利用・熟考」としての読解力などは十分といえません。
　それを受けて，上越市では，学校教育目標「Ⅱ未来を開く『生きる力』をはぐくむ小・中学校教
育」の中で，「１学ぶ意欲と確かな学力の育成」のための実践の方向として，次のように思考力・
判断力の育成の必要性を述べています。

　子どもたちが「習得」した知識・技能を，実際に授業で思考力・判断力・表現力を高めながら
「活用」したり，「総合的な学習の時間」などでの教科横断的な「探究」活動に発展させたりする
ことで，確かな学力の向上を図り，学び続ける基礎を培うことが必要です。

　新学習指導要領の中でも，「基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得」，「思考力・判断力・表
現力等の育成」「学習意欲の向上や学習習慣の確立」を図り，「確かな学力」に支えられた「生きる
力」を育成することが重視されています。また，新潟県は，以前から確かな学力の向上のために，
基礎学力（Ａ学力）や基礎・基本（Ｂ学力）を包括する「自ら学び自ら考える力（Ｃ学力）」を育
成することに取り組んできました。
　PISAや全国学力調査などから，考える力や活用する力の低下が指摘されている現在，思考力・判断力・
表現力等を高める学習指導の在り方を明らかにして取り組んでいくことは，今後の重要な課題です。

■　カリキュラム編成の手順

１　思考力・判断力を構造的に把握する
　思考力・判断力の定義とそのはぐくむ方法を明確にすることは容易なことではありません。教育
界が長い間抱えてきた課題です。かといって，「思考力・判断力とは？」と論じていても，前に進
むことはできません。だからこそ，各校で思考力・判断力を定義し，実践することが肝要と考えます。
　Ｏ小学校では，これまでの実践研究から，思考力を「自己と学習対象がもつ文化世界（本質）と
の関係をつくっていく力」と定義づけました。一般的に思考力というと，「論理的に考える」「筋道
立てて説明する」「テキストを読み解く」という言葉に代表されるように，狭義の知的な作用のみ
に限定されている感があります。しかしながら，思考力は，諸感覚を働かせて対象とかかわる体験
や活動を通してはぐくまれ，活動に没頭する姿や体験したことを生かして工夫する姿において表出
します。思考力の中から子どもの「情・意」が除かれることはあり得ないと考えます。
　よって，Ｏ小学校が定義する思考力は，感性・身体性を伴う「知・情・意」を包括した，新学習
指導要領でも重要視されている思考力・判断力等を広義に解釈したものです。子どもが，思考力を
発揮して本質に迫るとき，揺れ動いたり，悩んだり，驚いたりといった生き生きと躍動感あふれる
姿が表れます。この思考力こそ，生きる力を支える確かな学力であり，子ども一人一人が実感する
真の学力であると考え，実践を進めています。
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２　実践のモデルを構築する
　このモデルは，Ｏ小学校が指針と
している「思考力をはぐくむための
階層モデル」です。生活科・総合的
な学習の時間において，子どもが学
習対象に対して探究しながら学ぶ姿
から明らかにしたものです。
　思考力がはぐくまれる過程は，学
習履歴等の違いによってスパンは異
なりますが，「自分の考えをもつ→
多面的に問い直す→再構成し明確に
する」という道筋をたどりながら，
階層的に高まっていくことがわかり
ました。このモデルは，習得した知
識・技能を活用していく探究型の学

習過程を意味しています。また，各教科・領域においては，年間レベル・単元レベル・授業レベル
での子どもの学習過程にも相当します。よって，日々の授業づくりや評価・改善，年間カリキュラ
ムの評価・改善の指針としても機能しています。

３　構想と展開のポイントを明らかにする
　思考力をはぐくむ授業の構想のポイントとして，思考の第一階層では「触れる・浸る・慣れ親し
む」，思考の第二階層では「多様な経験」や「試行・模倣」，「比較・検討」，思考の第三階層では「取
捨・選択」や「応用・活用」，「生活化・実践化」を掲げています。
　思考力をはぐくむ授業の展開のポイントとして，言語活動，体験的活動，学習環境のデザインの
３つから整理しています。言語活動では，対話を重視します。対話には，他者との対話と自己との
対話の二つがあります。一つは，学ぶ主体同士の交流の中で，互いの考えの違いをもとに話し合う
他者対話（話す・聞く活動）。もう一つは，内なる自分と向き合い，吟味しながら納得いく考えを
形成していくための自己内対話（書く活動）です。対話を手だてとして効果的に位置づける際は，
「いつ，どこで，何を（内容），どのように（方法）対話をするのか，を明確にする必要があります。
体験的活動（見る・聴く・味わう・嗅ぐ・触れる・作る・描く・動く・演じる・表す等）は，生活
科・総合的な学習の時間のみならず，全教科・領域において多く取り入れます。体験的活動におい
て，子どもは諸感覚をはたらかせて対象とかかわり，実感的にとらえることができます。そして，
体験的活動を通して考えたことを話し合い，書くことによって理解が深まり，本質に迫ることがで
きます。また，学習環境のデザインとして，学習環境，教材・教具，ゲストティーチャー，補助教
材，学習プリント，ＩＣＴ，板書，発問などの工夫をします。
　Ｏ小学校では，思考力をはぐくむ階層モデルと構想と展開のポイントを生かし，思考力をはぐく
む授業実践を積み重ねています。

４　生活科・総合的な学習の時間を中核に据えて教科横断的に思考力をはぐくむ
　Ｏ小学校の生活科・総合的な学習の時間は，年間を通じたテーマを設定し，直接体験をベースに
した自己と対象の関係を重視した活動を行っています。言い換えれば，年間レベルで思考力をはぐ
くむ階層モデルに則した構想・展開が可能になります。そこで，Ｏ小学校では，縦軸（６カ年）と
横軸（各教科・領域）のつながりが深い生活科・総合的な学習の時間をカリキュラムの中核に据え
ています。そして，各教科・領域において思考力をはぐくむ階層モデルに基づいた授業を構想・展
開することにより，教科横断的に，全教育活動を通して思考力をはぐくむことができます。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム（小学校３年生での実践）

◆Ｏ小学校では，教科横断的なカリキュラムを次の手順で構想しています。
⑴　生活科・総合的な学習の時間をカリキュラムの中核に据える
・生活科・総合的な学習の時間を他教科・領域の学習内容と関連を図り，その体験を生かす。
・生活科・総合的な学習の時間で経験した学び方を他教科・領域の学習に活用する。
⑵　各教科・領域における思考力をはぐくむ単元を開発する
・各教科や領域の特性を踏まえ，その単元の本質に迫る特有の思考力を明確にする。
・年間を見通して重点単元を定め，思考力をはぐくむ階層モデルに則した単元を開発する。
⑶　すべての教育活動に目を向ける
・学級経営案で示した方針を単元レベルで具体化するよう，生活科・総合的な学習の時間を中
核に据え，各教科・領域の重点単元を示した年間指導計画（カリキュラム表）を作成する。

・教師の問題意識や担当教科・領域を中心に個性的なカリキュラムを実践する。
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■　カリキュラムの実際（３年生）

総合的な学習の時間「高田の自慢を見付けよう！　伝えよう！」
　授業者は，まず，活動の特性を「子どもは，対象と継続的にかかわる中で，
多様な見方・考え方ができるようになり，自己の生き方を問い続けることが
できる」としました。また，子どもに身に付けさせたい知識・技能として，
「歴史的・伝統的，地域の生活に役立つ文化的な人・もの・こと」を掲げま
した。そして，「一人一人の感性や感覚を通して，これらの知識・技能を習
得・活用しながら自分の暮らす高田に対する思いや願いを深めていきたい」
という授業者自身の問題意識を明らかにします。これらの要素を組み合わせ，
「高田の町への思いを深めていく（高田の町への愛着・郷土愛）」という本単
元を貫く本質を描き出しました。この本質に迫るべく，「自分の考えをもち，
多面的に問い直しながら，再構成する」という探究型の思考のモデルを指針
に単元構想を図ります。
＜思考の第一階層：探検を繰り返して，「高田の自慢」を見付ける＞
　思考の第一階層では，社会科と関連させ，まずは，ひたすら町内をめぐる
探検活動を行いました。そして，各地で感じた気付きを，言語活動（話す・
聞く活動，書く活動）によって，自慢とその理由として蓄積しました。
＜思考の第二階層：「自慢」を観点に調査活動を繰り返し，「自慢」の見方・
考え方を広げる＞
　思考の第二階層では，意図的に場所を選び，調査・比較・検討しました。
また，これまでの自分の見方・考え方を整理し，問い直すために，「自慢発
表会」や「高田の自慢新聞」などの表現活動を行いました。そうすることで
「自慢」の意味づけを「人・もの・こと」の「もの」だけでなく，「人・こと」
にも広げたのです。
＜思考の第三階層：他者に「高田の自慢」を伝える活動を通して，「自慢」
の見方・考え方を吟味し，高田についての思いを深める＞
　思考の第三階層では，音楽科と関連させ，高田の自慢をミュージカルに表
しました。ミュージカルづくりは，自慢の見方・考え方を意味づけ，吟味し
ながら表現するというよさがありました。そして，発表会という形で他校と
の交流の機会をもちました。他地域との比較を通して，改めて高田の自慢を
問い直したのでした。
　活動の最後に，１年間調べてきた高田の町について考え，一人一人が，高
田ならではの自慢を，町の「人・もの・こと」から振り返りました。
「わたしは，探検に行くたびにたくさんの発見をして，新しいことをたくさ
ん知りました。高田には，にぎやかなところ，楽しいところ，きれいなとこ
ろ，落ち着くところ，昔のものなど，いろいろな雰囲気の場所がありました。
そんな高田が好きになりました。探検で人と会って話をして，高田の人って
優しいな，がんばるなということが初めて分かりました。そして笑顔で働く
人がいっぱいでした。わたしも笑顔になれました。それから，お店とか自分
の働くところをがんばって守っていることも知りました。もっともっと工夫
をして，自慢がいっぱいの町にしたいです。（後略）」
　子どもたちは，高田の町を実際に見て，聞いて，調べて，体験する中で町
のよさを様々な視点から語ることができるようになりました。そして，高田
の町を好きだと感じるようになった自分の変容に気付くことができたのです。

各教科・領域の特性
＋

子どもが獲得すべき
知識・理解

＋
授業者の問題意識

↓
単元の本質

↓
単元構想

地域探検を繰り返し，
「自慢」を見付ける

お店の人との出会いか
ら「人」という自慢に
気付く

自分の考えを「自慢新
聞」に表す

詩や台詞に表すことで
自慢を問い直し，明確
にする
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理科「こん虫のからだを調べよう」
　思考の第一階層では，自分で調べてみたい生き物を選び，体のつくりを観
察し，チョウの仲間といえるかどうか，自分の考えをもちました。
　思考の第二階層では，友達の作った模型と自分の模型，実物をそれぞれ比
較しながら体のつくりに対する気付きを深めていきました。そして模型を作
りかえるという行為で，自分の生き物に対する見方を深めていきました。次
に，グループ内で自分たちの調べた生き物がチョウの仲間といえるかどうか
の話し合いを行いました。比較の視点と課題を確認することで，「昆虫」と
いう言葉は知っているものの，その認識は曖昧なものだということに気付き
始めました。そして話し合う中で，チョウの仲間と考えられる生き物の共通
点を整理し，昆虫の定義を明確にしていきました。
　思考の第三階層では，他の生き物が昆虫かどうかの判別を行ったり，人の
体との共通点を考えたりすることで，昆虫の体に対する考えを明確にします。
まず，これまで扱ってこなかった生き物を例に挙げ，昆虫といえるかどうか
を話し合いました。子どもは昆虫の定義を使って簡単に判定していきました。
次に，昆虫と人との体の共通点や差異点についても話し合いを行いました。
「昆虫の羽は動くために使うので，人間にとっては足と同じだ」「昆虫にはに
おいを嗅ぐ鼻がない代わりに触角があるんだよ」など，子どもは，器官の存
在や形状だけでなく，その機能にまで目をむけて昆虫と人の体のつくりを比
較していったといえます。これまでの活動で，生き物の体のつくりに対する
気付きを積み重ね，昆虫という生き物に対する考えを深めた姿です。

国語科「分かりやすく書こう」
　思考の第一階層で，子どもは，無理な要求をする架空の「Ｏ小学校の子ど
もを大事にする会」の人に反論する作文を書きました。子どもは，多くの分
量を書けば相手に自分の考えが伝わると考え，思いついたことを次々に書い
ていました。ただし，文章構成を意識している子どもはほとんどいませんで
した。
　思考の第二階層では，二つの作文を読み比べる活動をしました。はじめに
示した作文は，段落をつくらずに思いついたことを次々と書いたものです。
次に示した作文は，内容は同じですが，段落をつくり，文章構成を考えて書
いたものです。二つのうちのどちらを「Ｏ小学校の子どもを大事にする会」
の人に届けたらよいかと問うと，全員が後に提示したものを選びました。そ
して，二つの作文のどちらが分かりやすいかを対比しながら検討することで，
分かりやすく書くためのポイントに気付くことができました。子どもは，「前
回書いた作文のままでは全然だめだ」「書き直したいな」とつぶやきました。
そして，前に書いた作文を見直し，意欲的に直し始めました。子どもが書き
直した作文の量は，前回書いたものよりも少なくなりましたが，文章構成を
意識し，段落や接続語を効果的に使った内容になりました。子どもは，分か
りやすく書くためのポイントに気付き，自分の文章を評価することができた
のです。
　思考の第三階層では，分かりやすく書くためのポイントを意識しながら新
たな題材「朝市のよさを伝えよう」で書き，それを読み合うことにより，分
かりやすく書くための表現を確かめました。
　　　

生き物の体のつくりを
詳しく観察して粘土で
表す

粘土で作った模型を比
較し，話し合う

調べた生き物の共通点
を整理する

二つの作文を読み比べ，
検討する

気付いたポイントをも
とに書き直す
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　授業研究によるカリキュラム評価・改善のサイクル

　Ｏ小学校は，思考力をはぐくむ階層モデルの階層ごとに子どもの思考する姿を描きます。そして，
次の階層への指導・支援に生かすために，単元全体を貫く「評価の観点」を設定するとともに，階
層ごとの評価基準を明確にして評価しています。とかく思考力とは見えない学力であり，評価する
ことは困難であると言われます。しかし，子どもが対象との関係をつくっていく姿を具体的な子ど
もの姿で示すことにより，思考力を評価することは可能になります。
　右表はＯ小学校の平成
20年度の研究計画の一部
です。授業者は，思考力を
はぐくむ階層モデルに基づ
き授業を構想し，公開しま
す。次に，他の職員と共に，
子どもの表出（表情，つぶ
やき，動きなど）や言語活
動により表現したもの（話
し合いの様子，ノートや
シートの記述など）などを
手掛かりに，いかに思考力
がはぐくまれたのか評価し，
検討します。さらには，い
かに生活科・総合的な学習
の時間と他教科・領域との関連がなされたのか，などを検討していきます。そして，その後の活動
や単元開発の構想を練ります。
　思考力・判断力に関するスキルなどを中核に評価・改善することで完結している研究も少なくあ
りません。しかし，子どもがいかに思考したのか，いかに思考できるようになったのか，といった
子どもの学びを大切にしているＯ小学校では，授業研究そのものをカリキュラムの評価・改善の中
核にしています。

■　協働性を大切にした組織の在り方

　思考力をはぐくむカリキュラムの実践及び評価・改善において大事なことは，教師自身が問題意
識をもち，各教科・領域の特性，単元の本質，子どもが思考力を発揮している姿をいかに描き出せ
るかです。しかしながら，このことは容易ではありません。そのため，Ｏ小学校では，教師の個性
（個人性）だけでなく，協働性（集団性）をも重視して，カリキュラムづくりに取り組んでいます。
　研究授業では，個人の提案→授業者と研究推進部による検討→授業者と学年部研究部による検討
→授業者と研究推進部による最終検討という流れで，「みんなで授業をつくる」スタイルを貫いて
います。特に，思考力をはぐくむ重点単元については，事前検討を行い，公開授業後，事後検討会
を行います。授業者は，事前・事後レポートを，参観者は参観レポートを書きます。さらには，月
数回の全体研修会を実施し，研究便りを発行し，研究の共通理解を図っていきます。
　これらの方法を通して，各教科・領域における思考力の特性，思考力をはぐくむ有効な手だて，
評価の在り方（内容と方法）などの研究内容及び課題の共有化を図り，思考力をはぐくむカリキュ
ラムをつくっています。

月
公開授業等

全体研修会 研究推進部
低学年部 中学年部 高学年部

４月 ・日程検討 ・日程検討 ・日程検討 ・研究の概要の共
通理解

・研究概要構築
・研究日程検討

５月 ・２年道徳 ・５年図工 ・５年理科 ・総合的な学習構
想検討会

・各研究部の研究
方法構築

６月 ・１年生活 ・３年国語 ・６年社会 ・部会検討 ・実践から見えた
もの集積・検討

７月 ・１年国語
・４年総合
的な学習

・３年保健

・６年総合
的な学習

・５年社会
・部会検討 ・実践から見えた

もの集積・検討

８月 ・実践レポート作成
・カリキュラムの評価・改善

・総合的な学習実
践検討会

・実践レポート検
討

・研究全体の更新
点等の検討

９月 ・公開授業
構想検討

・公開授業
構想検討

・公開授業
構想検討

・公開授業指導案
検討

・指導者を迎えて
の拡大研推（指
導案検討）
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<学力形成> 

教科や総合的な学習を関連させて　　　
　　表現力をはぐくむカリキュラム

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　「表現力」育成の重要性

　今，学校で学んでいる子どもたちが社会で活躍する時代は，今以上に様々な価値観をもつ人たち
と共生・協働の時代になることが予想されます。そんな時代には，自分の思いや考えを的確に相手
に伝える，相手の思いや考えを正確に理解することがとても重要になります。
　上越市では，上越市学校教育目標　第二章　未来を拓く「生きる力」をはぐくむ小・中学校教育
の１　学ぶ意欲と確かな学力の育成・実践の方向で，次のように述べています。

　子どもたちが「習得」した知識・技能を，実際に授業で思考力・判断力・表現力を高めながら
「活動」したり，「総合的な学習の時間」などで教科横断的な「探究」活動に発展させたりするこ
とで，確かな学力の向上を図り,学び続ける基礎を培うことが必要です。

　子どもたちの表現力をはぐくむことを重視したカリキュラムを編成するためには，この内容を自
校化し，年間を通して各教科等での実践を計画的・継続的に進めることが大切です。
　新学習指導要領でも思考力・判断力・表現力をはぐくむことが重視されています。これは，学力
の重要な要素として，「知識・技能」「学習意欲」「思考力・判断力・表現力」を受けているからです。
したがって，各教科では学習意欲を高めることを念頭に置き，知識・技能の習得とこれらを活用す
る思考力・判断力・表現力等を相互に関連付けながら伸ばしていくようにします。また，総合的な
学習では，様々な情報を整理・統合しながら，教科等の学びと関連付け，思考力・判断力・表現力
をはぐくむ活動を仕組んでいきます。

■　カリキュラム編成の手順

１　教科等の指導計画を共有する
　習得した知識・技能を活用する際の表現力等の先行研究には様々なものがあります。先行研究を
学び，表現力の定義やはぐくむ手だてを明らかにすることはもちろん大切ですが，まずは先行研究
に学びつつ，表現力をはぐくむために自校で何できるのかに焦点をあてることが必要と考えます。
　Ａ中学校では，表現力をはぐくむために,「相手に伝えたいことをもつこと」「学んだことをもと
にして，自分の考えを整理すること」「相手に的確に，効果的に伝えること」「伝わったかどうか振
返ること」に主眼を置き，単元開発を試みています。表現力は表現の技法と考えられがちですが，
表現したい思いと表現したい内容があることがとても大切です。表現することは学習意欲や学んだ
ことを活用することと連動します。このことを念頭に置き，指導計画の作成に当ります。

　　各教科の部員で毎時間の授業の留意点や重点を置いて指導する単元・題材の共有
　　（各教科の取組を全職員で理解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

　　総合的な学習で表現する場の設定と総合的な学習と各教科等や学校行事との関連付け
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２　各教科で表現力をはぐくむ
　教科担任は教科の研修を積み新学習指導要領の趣旨やそれぞれの教科の目標や内容等を十分理解
した上で，表現力をはぐくむために自教科の授業で何ができるのかを考え，実践することが大切で
す。各教科で表現力をはぐくむ際，次のような取組が可能です。

○相手に伝えたいことをもつこと ○課題提示の工夫
○「見付ける」「気付く」場の設定
○感動体験の利用　　　　　　　　　　　など

○学んだことをもとにして
　自分の考えを整理すること

○課題と既習と事項との関連を明確にする工夫
○分かったことを意識化する場の設定　　など

○相手に的確に，効果的に伝えること ○教科独自の表現方法の習得と利用
○作文，レポート等の作成
○発表・表現活動の重視　　　　　　　　など

○伝わったかどうか振り返ること ○評価の視点の共有　　　　　　　　　　など

　教科部内での検討は，教材観や生徒観を深めるよい研修です。教科主任が中心となり，共通実践
を提案し検討します。そして，各教科の取組を全職員で共有します。他の教科の取組には意見しに
くい面がありますが，意見を交わすことにより自教科にも使える考え方や方法を学ぶことができます。
　また，生徒のどんな点を伸ばしたいのか，実態から考えることもできます。
　Ａ中学校の今年度の研修テーマは「聴き手を意識した伝え合う力の育成」です。上の表の「相手
に的確に，効果的に伝えること」に重点を置いて取組を進めています。このテーマ設定の理由は，
各種アンケートや日々の授業の様子から，生徒は自分の考えを表現するときに相手意識の乏しいこ
とが分かったためです。全職員が共通したテーマをもち，それに迫る取組を行うことで，より表現
力がはぐくまれます。全職員が教科毎に独自の取組をしながらも，「生徒がどんなことができるよ
うになってほしいのか」など具体的なイメージをもって共通実践に取り組むことで，大きな成果が
期待できます。

３　総合的な学習の時間との関連を図りながら各教科の年間指導計画の作成・見直しを行う
　多くの中学校では，学年部職員が中心となり総合的な学習の計画・実践・振り返りに取り組んで
います。総合的な学習は，各教科の学びを生かしたり，自らの在り方・生き方を考えたりする活動
です。そこには，考えたことや伝えたいことをまとめ，表現する活動が不可欠です。まさに，表現
力を全職員ではぐくむためには，最適な学習活動と言えます。総合的な学習で表現力をはぐくむた
めに，プレゼンテーションする場，レポートを書く場，意見交換をする場などを計画的・継続的に
取り入れます。
　総合的な学習の時間の年間計画ができたら，各教科，道徳，学級活動，学校行事との関連を検討
します。検討内容は，総合的な学習の活動と各教科の学習内容や道徳，学級活動，学校行事の内容
の関連を図ることとそれぞれの実施時期です。
　総合的な学習を学年部で実施する場合は，道徳や学活との関連は図りやすくなります。反面，教
科担任制である中学校では，総合的な学習と各教科との関連は図り難い面が出てきます。これまで
の実践例をみると，総合担当者が教科部員に具体的な教科の関連を提案した方がうまくいくようです。
まずは，時数の少ない教材や題材で十分ですので，例えば，人権劇では国語担当者に「抑揚をつけ

た音読」の場を設けるような要望をだしたり，教科主任会に人権
劇の内容や時期を提案したりして，双方の関連を図りましょう。

総合的な学習の活動の修正

↓　　　　　　　　↑

各教科等の内容・時期の修正



3-51

◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（中学校３年生での実践）

◆総合的な学習と各教科等の学習を関連付けています。総合的な学習を核にしながら，関連が
深い各教科や道徳や学活などを矢印で示しています。

◆概要については，「カリキュラムの実際　２　総合的な学習の時間での取組」をご覧ください。
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■　カリキュラムの実際

１　各教科での取組
　⑴　目指す生徒像，目指す教師の姿等の共有
　表現力をはぐくむために，中学校では教科の壁を越え，全職員が共通した
ものを目指して共通の実践をすることが重要です。
　そこでＡ中学校では，教科の枠を越えて目指す生徒の姿として，次の内容
の共通理解を図っています。

○自分が伝えたい内容を明確にし，的確な言葉で伝えている。
○相手の伝えたいことやその思いを聴き取っている。
○個が集団の中で生かされ，所属感や満足感を味わっている。

　そして，この内容を支えるために，目指す教師の姿として，全職員が共通
して次の内容に留意し日々の授業実践を行っています。

○生徒が自信をもって伝えることができるように個を支援している。
○聴き手が話し手に注目するように学習過程を構成している。
○評価の物差しを多様化しながら望ましい集団の方向付けをしている。

　また，これまでの表現力をはぐくむ授業実践から，授業改善の視点として
次の５点を挙げることができます。

１　学びがいのある，意欲を高めるような課題を提示している。
２　課題解決に向けて主体的に取り組む学習活動を工夫している。
３　学んだ内容を活用できるような課題設定や学習活動を工夫している。
４　学び合い，響き合い，高め合う活動形態を工夫している。
５　自他の学習活動を振返り，次の学習活動に生きる評価の方法を工夫し
ている。

　ここまで共通理解を深めたら，各教科の取組など具体的なイメージができ
ます。
　⑵　各教科独自の取組
　各教科部では，授業改善の視点に基づき，年間指導計画に具体的な課題，
重視すべき学習活動，生徒の自他評価の場面を位置づけます。また，教科部
員で共通して支援を継続する留意点や表現力をはぐくむために特に重点を置
いて支援する単元・題材を検討します。そして，定期的に教科部会を開き，
授業の進め方の検討や実践をしての意見交換，評価方法の工夫を図ります。
　Ａ中学校の英語科では，毎週，教科部会を開き，表現力を育成するように，
授業で扱う課題や活動，評価方法を部員で検討し，授業者によって取組に大
きな差が出ないようにして共通実践を図っています。
　教科や学校規模によっては，各中学校に１名しか該当教科の職員がいない
場合があります。このようなときは，教科群をつくり，互いに授業参観，意
見交換をすることで実践を積み重ねます。
　Ｂ中学校では各教科１名ずつの職員しかいないため，３つの教科群（国英
音美，数理保体，社・理・技家）をつくり，教科群毎に指導案検討，授業公
開，授業検討会を進めています。また，定期的に教科群部会をもち，それぞ
れの実践を振り返ります。

目指す生徒像
＋

目指す教師像
↓

共通した　　
　　授業実践

授業風景
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２　総合的な学習の時間での取組
　総合的な学習は，表現力をはぐくみやすい学習活動です。生徒の興味・関
心に応じて伝えたい内容を見いだす場，効果的かつ的確に伝える方法を学ぶ
場，実際に伝える場，活動を振返る場を位置づけます。また，教科等の関連
を図り表現力をはぐくむには，総合的な学習担当者が積極的に教科部員や道
徳・学活担当者に関連する内容や時期を具体的に提案します。
　Ａ中学校の総合的な学習は，学年部
が計画・実践を行います。概略は，右
のようになります。
　それぞれの学習では，伝えたいとい
う気持ちの醸成を図り，最終段階で，
相手を意識し表現する活動を設けます。
加えて，活動の過程で，相手を意識し
て，自分の思いを表現することを繰り返し行います。目的に向かい相手を意
識し自らの思いなどを繰り返し表現することを通し，表現力をはぐくみます。
　３年生は，人権問題を学び，学んだことから仲間に伝えたいこと決め，グ
ループをつくり「劇」という手法で仲間に伝えます。活動の流れは下の表の
ようになります。総合的な学習担当者は，活動を計画・実践する過程で，関
連しそうな教科に内容と時期の関連を提案し，総合的な学習と教科等の指導
計画を修正します。各教科との関連の概要は視覚的カリキュラムを参考にし
てください。

【人権問題について考える】
・社会科，道徳の授業，講演などで人権問題を学ぶ。
・人権問題を調べる，各自が調べた人権問題を学級で共有する。
【演劇を学ぶ】
・発声，演技，衣装や道具，効果音を学ぶ。
・ロールプレーを行う。
【人権劇をつくって発表する】
・学級で２つの劇団をつくり，さまざまな人権問題から，劇団の伝えたい
ことや考えてほしいことを決める。

・テーマのそったシナリオ，衣装や小道具などを作り，演技練習を行う。
・人権劇を発表し，振り返る。

３　良好な人間関係づくり
　表現力をはぐくむ素地は，学級や学年内の生徒同士，学年を越えた生徒同
士の良好な人間関係です。生徒同士の良好な人間関係を構築するために，学
級・学年でのいじめ防止学習プログラムを自校化した取組や異年齢集団の活
動が有効です。
　Ａ中学校では，良好な人間関係づくりのため，道徳や学級活動の時間と生
徒会行事とを関連付けて様々な活動を行います。全生徒が「ありがとうメッ
セージ」を書き，その内容を放送で紹介したり掲示したりしています。異年
齢集団での清掃や保護者を巻き込んだ町内毎の生徒奉仕活動を行っています。
Ｑ-Ｕテストを年２回実施，分析し学級担任と教科担任が連携して子どもの
支援を行っています。

人権劇

●演劇タイトル
　そんなの関係ないん
じゃない？
●伝えたいこと・考え
てほしいこと

「障がいがある人」も
「障がいがない人」も
そんなのは関係なくみ
んな同じなんだってこ
とが伝わってくれたら
うれしいです。

　ありがとう

　　　　メッセージ

図書委員へ
「読書週間の企画や運
営，とても素晴しかっ
たです。おかげでたく
さんの本にふれること
ができ，とても感謝し
ています。これからも
この企画を続けてくだ
さい。」

１
年

○Ａ中パンフレットづくり
○地元情報誌づくり

２
年

○職場体験
○修学旅行調査活動

３
年

○就学旅行記づくり
○人権劇発表会



3-54

◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　授業研究によるカリキュラム評価・改善のサイクル

１　視点を明確にした授業公開・検討会を行う
　カリキュラムの中核をなすのは授業です。授業評価・改善がカリキュラム評価・改善に直結します。
　Ａ中学校では教科の授業研究を推進しています。教科部員，学年部職員，教科の枠を越えた４人
～５人の小グループの授業公開・検討会を，次のように実施しています。
　○授業者は指導案に表現力をはぐくむための本時の工夫を視点として明記する。
　○参観者はこの視点を中心に授業を参観し，検討会では意見交換を行う。
　○意見交換を通して課題や改善点がある程度明確になれば，その時点で指導計画を修正する。
　○修正を蓄積し，来年度の指導計画の改善に役立てる。
　総合的な学習では，例えば，人権劇参観者に生徒が伝えたいことが伝わったかどうかのアンケー
トを実施するなど各学年で活動の振り返りを行います。学年部で仕組んだ活動の成果と他教科等の
関連を検討します。実践を終えての反省，特に，教科でこんな学習がほしかったという具体的な内
容や時期が明確になれば，必ず指導計画を修正し，来年度に引き継ぎます。

２　生徒と授業者で評価の視点をそろえる
　授業は生徒と授業者が共につくるものです。生徒と授業者が同じ視点で授業を振り返ることは，
表現力をはぐくむ授業改善には欠かせません。
　Ａ中学校では学期末に生徒に授業アンケートをとります。アンケート項目は表現力をはぐくむこ
とに関する内容です。この結果に基づき授業者は自分の授業を振り返り，次学期への改善策を考え
ます。そして，全職員が小グループで自分
の授業改善策を提案し，グループ内で意見
交換をします。
　生徒も授業者の取組と自分の授業への取
組を振り返ります。右のような評価カード
を用意します。
　生徒と授業者が共に表現力をはぐくむこ
とを意識した授業ができるように努めます。

■　職員研修や学校評価・教員評価・各種調査結果の活用

　「生徒の実態を踏まえ，表現力をはぐくむために何の研修が必要なのか」を企画委員会，研究推
進委員会，教科主任会などで話し合い，校内研修を実施します。年度当初の研修計画は，実践を積
み重ねると修正が必要になってくることがあります。そんなときは躊躇せず，計画を変更します。
　教科部会，教科主任会，学年部会を定期的に行い表現力の現状把握と改善策の検討に努めます。
全国学力調査，定期考査などの結果がでたら分析をかけ，そのテストでの成果と課題を把握し，改
善策を該当教科で検討します。そしてその結果を全職員で共有することが大切です。
　また，仕事の効率化や職員の意欲向上のために，学力向上の取組と学校評価や教員評価を連動さ
せる工夫を図ることも大切です。
　Ａ中学校では，学校評価の保護者アンケートに表現力にかかわる内容を入れたり，教員評価シー
トの学習指導の評価項目には表現力をはぐくむことにかかわる項目を入れたりしています。
　このように生徒の表現力の把握に努め，部会・研修を通し，手だて，評価方法，研修のもち方な
どを修正し，表現力をはぐくむカリキュラムを改善していきます。

＜先生の授業の進め方について＞
生徒が意見や考え方を伝え合う
場面を授業でつくっている ４ ３ ２ １

＜あなたの授業の受け方について＞
自分の考え方を伝えたり，相手
の意見を聞いたりしている ４ ３ ２ １
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

環境への理解を深め，より良い環境づくりを　　
　進めようとする子どもを育成するカリキュラム

～「環境教育」を視点として～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　環境教育実践の方向性の位置づけ

　私は，総合的な学習の環境についての勉強は，始めの頃は「環境問題や地球温暖化と言うものは
世界規模の話で，私達だけがやったって現状が変わるわけがない。」と思っていました。でも，仲間
と共に勉強してきた結果，「そのようなことを思う人がいるから問題が悪化すること」や「みんなで
対策をすれば大きな変化が生まれること」，「温暖化とその原因とのつながりについてわかったこと」
も新しい発見でした。このように勉強することによって，「いろいろなつながりを発見することは楽しい」
ということもわかりました。今回のことを通じて，つまらないと思っていた勉強がプラスのものに変
わりました。そして，生きていくことも，仲間と過ごすことも勉強だと思いました。Ｎ中学校Ｈさん

　上越市では，学校教育の目標の４番目に「夢・希望・未来をつなぐ教育の推進」を掲げています。
環境教育はその筆頭におかれ，環境への感受性と環境に配慮した態度を育てることを目標に位置づ
けています。そして，「実践の方向」を次のように示しています。

・各教科・領域での環境教育の位置づけを明確にする。
・環境問題への理解の促進と具体的な活動の実践を充実する。　

　環境教育を学校課題の中核に据えてカリキュラムを編成するためには，この重点を自校化し，年
間を通して具体的な取組を計画的・継続的に進めていく必要があります。

■　カリキュラム編成の手順

１　地域素材の洗い出しから単元として編成するまでの手順
　子どもたちの身近な環境を考えることなく，地球的規模の環境問題を考えることは，机上の空論
で学習が終了してしまう可能性もあります。そこで大切なのは，地域の環境学習素材の発掘です。
地域の自然や施設の現状を知り，学校が目指す環境教育の目標に合った地域素材を選択していきま
す。地域素材が決まったら，各教科・領域での単元として編成していきます。そのための手順は例
えば次の通りです。

・目指す子ども像・はぐくみたい力の明確化
・地域資料等からの地域素材の情報収集
・資料からの情報を参考にしての現地調査や地域の関係機関や人材からの情報収集
・学校が目指す環境教育の目標や生徒の実態を考慮しての地域素材の決定
・担当者による全体計画案の作成と運営委員会への提示
・研究推進委員会等による具体的な実践的課題の設定
・各教科・領域での環境教育の位置づけや関連が分かるような年間指導計画の作成

　このように学校や地域の実態に即した地域素材を決定し，環境保全や省エネルギー等の活動を実
践しながら，全職員の環境教育の推進に対する参画意識を培っていきます。
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２　３つの視点から環境学習を構築する
　文部科学省は「環境保全の意欲の増進及び環境教育の推進に関する基本的な方針」の中で，学校
における環境教育を進める上では，「人と環境とのかかわりに関するものと，環境に関連する人と
人とのかかわりに関するもの，この両方を学ぶことで，持続可能な社会に向けての道筋を把握する
ことができる。」と述べています。また，環境教育により，恵み豊かな環境の大切さやいのちを尊
ぶ心をはぐくむことが期待されています。では，この３つの視点でどのように具体的な活動を設定
していけばよいのか，２つの上越市の地域素材例で説明します。 
　⑴　上越市の地域素材例１「鮭に学ぶ」
　上越市には，鮭が遡上する川が幾つかあります。この「鮭」を教材にして多くの学校で環境教
育が進められています。
①　人と環境とのかかわりに関するもの
　Ｃ中学校では，地元の川で捕獲した鮭の燻製づくりを行い，地元の食文化について学習して
います。地元の食材の確保は健全な環境があって初めて実現します。Ｔ小学校では，鮭の学習
を通して海と川と森のつながりを知り，川や森の保全活動へと発展させています。この２つの
学校では，内水面漁業協同組合の方々や地域・保護者の方々と連携して学習を進めています。
② 環境に関連する人と人とのかかわりに関するもの
　鮭漁にたずさわる漁師さんの人口が減少し，さらに高齢化してきている現状を調査し，食文
化を守る上での問題点についても考えます。また，地元で捕れた魚がほとんど地域外の業者に
購入され，地元には他地域で捕れた魚が高値で入ってきているという矛盾についても考えます。
③ 豊かな環境や命の大切さを学ぶこと
　鮭の採卵受精から，受精卵の飼育・観察，稚魚の飼育・観察，稚魚放流までの一連の流れを
体験することで，命の大切さを学習します。そして，理科の発生の単元や道徳教育で行う命の
大切さの授業と関連付けます。

　⑵　上越市の地域素材例２「電力について考える」
　　私たちの生活に欠かせない「電力」をテーマにして，環境教育を進めます。

①　人と環境とのかかわりに関するもの
　火力発電所や水力発電所は，山を削り，海を埋め立ててつくられます。このように，私たち
の生活に必要な発電所を建設するために，自然環境に大きな影響を与えてしまう場合がありま
す。このような背景を理解しながら，電力消費と環境保全について考えます。
②　環境に関連する人と人とのかかわりに関するもの
　日本の電力の６割をまかなっている火力発電所からは，多くの二酸化炭素が排出され，地球
温暖化の原因となっています。また，石油や石炭などの化石燃料の枯渇が心配されています。
このような背景を理解しながら，私たちの生活の在り方について考え，日常生活の中で，一人
一人が実践できる節電などの具体的な活動に保護者や地域と共に取り組みます。
③　豊かな環境や命の大切さを学ぶこと
　水力発電所のダム建設によって，川の水量が減り，魚が住みにくい川になってしまうことが
あります。このような現実をとらえて，命の大切さについて学習します。

＜その他上越市の地域素材例＞　
・海岸に打ち上げられるゴミの問題　　　　　・水生生物による川の水質調査
・松の葉の気孔をつかった大気汚染調べ　　　・蛍の飼育
・外来生物の分布調べ　　　　　　　　　　　・森の生きものを調べてみよう
・湿地帯の生きものを調べてみよう　　　　　・新エネルギーの活用
・地域にある自動販売機の消費電力調べ　　　・雪室づくり
・黄砂はどれだけ上越市に飛んできているか　・野鳥観察
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（中学校２年生での実践）

◆総合的な学習を核にして，各教科と連携しながら，環境問題の背景を伝えられるようにカリ
キュラムを編成しています。

◆道徳や学級活動では，日常の中で環境保全や省エネ活動への意識が高まるようにカリキュラ
ムを編成しています。

◆育樹活動等の環境保全活動と総合的な学習や各教科との連携を図れるようにカリキュラムを
編成しています。

◆２学年末に実施する修学旅行のテーマを「環境」として，総合的な学習や各教科との連携を
図れるようにカリキュラムを編成しています。
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■　カリキュラムの実際

１　全校体制での環境教育
⑴　学校スローガン：「モッタイナイで地域を緑に」
　学校全体で環境教育に取り組むことで，子どもの環境への意識をより一
層高めていきます。N中学校では「モッタイナイ＊１で地域を緑に」という
全校スローガンを設定し，生徒，教職員，地域が一丸となって地域の環境
を生かした環境活動を推進しています。人と環境とのかかわりについて考
える「森づくり」と「森青ケ池づくり」，環境に関する人と人とのかかわ
りに関する「新エネルギー教育」と「省エネの取組」の４つに，学校全体
として取り組んでいます。（図１）

　⑵　人と環境とのかかわりに関するもの
①　「森づくり」から自然を大切にする心を育てる　
　地球温暖化防止，災害防止，生物多様性・地域固有の生態系保全など，
森林の役割の大きさが見直されてきています。N中学校では，「潜在自
然植生理論＊２」に基づいて希望の森づくり（写真１・２）が行われてい
ます。
②　「池づくり」から生物の多様性の重要性を学ぶ
　生物の多様性を守ることの重要性を子ども達に伝える必要があります。
Ｎ中学校では，学校のプールに産卵していたモリアオガエル＊３を保護す
るために，プール脇の空地に穴を掘り，近くの湧水を取り入れて池（ビ
オトープ）（写真３）がつくられています。

　⑶　環境に関連する人と人とのかかわりに関するもの
①　新エネルギーから科学のすばらしさを知る
　N中学校では，新エネルギーの例として，上越市から太陽光パネルを
借用し，授業で使用するパソコンの電源として活用しています。これに
より，生徒は新エネルギーへの興味・関心を高め，科学のすばらしさを
実感しています。
②　自ら考え実践する省エネルギーの取組
　Ｎ中学校の生徒は，省エネルギーの必要性を総合的な学習や外部講師
を招いて開催した省エネルギー教室等の授業の中で学び，「節電」や「節
水」「給食を残さない」等の実践を日常生活の中で進めています。

＊１「モッタイナイ」：
ケニアの女性活動家ワ
ンガリ・マータイ氏は，
日本の「もったいない」
という言葉に感動し，
この言葉を世界に紹介
している。

＊２「潜在自然植生」：
ある土地から一切の人
間の影響を取り除いた
ときに想定される，そ
の土地がその時点で支
え得る最も発達した植
生のこと。横浜国立大
学名誉教授宮脇昭氏が
提唱。

写真２　希望の森

＊３「モリアオガエ
ル」：新潟県の準絶滅
危惧種に指定されてい
る貴重なカエル。

写真３　森青ケ池

図１　環境教育における４つの取組

写真１　宮脇　昭氏講演会
「本物の森を未来に！」
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２　総合的な学習での環境教育
⑴　これからのエネルギーを考える活動
　Ｎ中学校では，総合的な学習で，様々な発電の方法と長所と短所につい
て調べ学習を進めた後，これからのエネルギーについて班や学級で討議を
深めています。エネルギーピラミッドをグループで作ることで，活発な討
議を促しています。また，ＩＣＴを活用し，他グループの活動の様子を情
報交換し，議論がグループ内からクラスへとスムーズに移行していく工夫
をしています。
⑵　CM制作
　生徒たちは，環境やエネルギーの現状や問題点を学習し，日常の中で省
エネ活動を進めています。しかし，総合的な学習で得た知識と日々の省エ
ネ活動がなかなか結び付きません。家庭や地域でも省エネ活動を自主的に
進める生徒を育成するには，環境やエネルギーの現状や問題点と省エネ活
動を積極的に結び付け，活動の意義や目的を十分に理解させておく必要が
あります。この課題を解決するために，Ｎ中学校ではCMを制作＊５し，様々
な人に「自分たちが実践している省エネ活動とその目的」を伝える活動を行っ
ています。CM制作は，複合的な知識や技能を必要とするため，教科学習（理
科・美術・技術・国語等）との関連を意識して指導しています。

３　特別活動との連携
　環境教育では，日常的な実践力が求められています。そのために，生徒会
の委員会活動と連携させていきます。Ｎ中学校では，生徒会室前に省エネナ
ビ＊６を設置して，毎日結果を生徒会だよりや昼の放送で報告しています。ボ
ランティア委員会では，アルミカンのリサイクルに取り組んでいます。（写真４）
生活委員会では，全校のスイッチに省エネラベルを貼って，省エネを呼び掛
けています。給食委員会では，ビニールのゴミ袋の使用を止め，生徒が古紙
を使って作ったゴミ入れを採用しています。また，残食を少なくするために，
給食の残量調査を実施しています。購買委員会では，給食室から出る廃油を
使って廃油石けんを製作しています。図書委員会では，古本を回収して本の
リユースを進めています。

４　保護者や外部機関との連携
　環境教育を進めいていく上で，保護者や外部機関との連携はとても重要です。
Ｎ中学校では，家庭での省エネの取組を進めるために，国際芸術技術協力機
構ArTechのKids'ISO14000プログラムに取り組んでいます。また，「森づくり」
の活動を，ＰＴＡウイークエンド事業として実施し，多くの保護者と共に育
樹活動が行われています。また，くわどり市民の森や国際生態学センターか
ら講師を招いて，講演会や体験活動を実施しています。（写真５）そして，「に
いがた緑の百年物語推進委員会」からは，活動援助金を受けて，環境教育の
活動資金としています。「新エネルギーや省エネルギーの学習」では，㈶省
エネルギーセンターや上越市環境情報センター，上越市環境企画課，雪だる
ま財団から講師の派遣や教材の提供を受けています。

＊４「CMを制作」：
Microsoft(R)
Windowsムービーメー
カーで制作。

節水のCM絵コンテ

＊５「省エネナビ」：
現在の消費電力量や電
気料金，二酸化炭素排
出量を知らせてくれる
機器。

写真４　アルミカンの
リサイクル

写真５　くわどり市民
の森のスタッフによる
講習
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　学校評価によりカリキュラムを評価・改善する

１　学校評価
　環境教育の取組についても，学校評価とともに評価し，改善していくことが大切です。Ｎ中学校
では，以下のように評価・改善を行っています。
⑴ 学校のグランドデザインに環境教育の目標と評価方法を明示（PD）
⑵ 各分掌で保護者・生徒からの学校評価を分析（Ｃ）
⑶ 各分掌で分析結果によって目標の見直しと今後の対策を検討（Ａ）

２　実践の状況を数値化して評価
　環境への感受性や態度は，実践化された行動を数値にして評価することができます。例えば，学
校から排出されるゴミの減量やリサイクルされた缶・紙などの量なども目安となります。N中学校
では，学校に設置した省エネナビの電気量の推移をグラフ化することで，省エネの取組の効果を調
べています。また，生徒会の委員会では，学級の省エネの取組状況をグラフ化して掲示しています。

３　環境学習に対する生徒や保護者の感想文やアンケートによる評価
　環境学習に関連した授業や講演会，行事等の後に感想文やアンケートを実施し，それにより評価
をすることができます。また，国語の意見文から環境に関連した内容のものを取り上げて評価する
こともできます。

■　日々の地道な取組を継続・発展させていくことが大切に

　世界各地の「異常気象」や「水不足」，「森林破壊」，「生物の絶滅」等のニュースが連日報道され
ています。日本では，あまり実感が伴わない問題だけに，我々の危機意識は薄いですが，人類の生
存にかかわる重要な問題です。危機意識をしっかりもっておく必要があります。Ｎ中学校では，こ
の実践によって，生徒の環境への意識が着実に高まっています。このような現状を次の世代に伝え
る環境教育の責任は大きく，今後も地道な取組を継続・発展させていくことが大切です。

■　環境教育を推進する上で連携を図ることのできる上越市の関係機関

　環境教育を推進していく上で，地域の関係機関との連携が大変有効です。以下に上越市の関係機
関を紹介します。

・環境情報センター（〒943-0821　上越市土橋1914-3　市民プラザ 2F　TEL：025-527-3616）
・上越市環境企画課（〒943-8601　上越市木田1-1-3　TEL：025-526-5111（内線1733））
・NPO法人エコネット上越（〒943-0823　上越市高土町1-9-7　TEL：025-526-8466）
・上越市地球環境学校（〒949-1742　上越市大字中ノ俣4652-2　TEL：025-541-2310）　
・上越教育大学エネルギー環境研究会（〒943-8512　上越市山屋敷町１　TEL：025-521-3418）
・上越市くわどり市民の森（〒949-1737　上越市西谷内地内　TEL：090-5775-1208）
・大潟水と森公園（〒949-3103　上越市大潟区潟町1381　TEL：025-534-6190 ）
・安塚雪だるま財団（〒942-0411上越市安塚区安塚722-3　 TEL：025-592-3988）
・大池いこいの森ビジターセンター（〒942-0216上越市頸城区日根津116-1TEL：025-530-3160）
・上越地域振興局農林振興部林業振興課（〒943-8551上越市本城町5-6　TEL：025-526-9464）
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

自分の将来に夢をもち， 　　　　　　　　　　　　　　
　主体的に活動する子どもの育成を目指すカリキュラム

～「キャリア教育」を視点として～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市におけるキャリア教育の位置づけ

　上越市では，学校教育の目標の４番目に「夢・希望・未来をつなぐ教育の推進」を掲げています。
キャリア教育では，『自分の将来と生き方を考える力，望ましい勤労観・職業観をはぐくむこと』
が目標に位置づけられています。
　「実践の方向」を次のように示しています。

　自らの進路を選択，決定できる能力，しっかりとした勤労観や職業観を身に付け，将来，社会
人，職業人として自立できる態度や能力をはぐくむ必要があります。
　そのためには，キャリア教育の視点からの教育活動を見直し，保護者や地域と連携した勤労や
職業にふれる体験活動を充実していくことが重要です。

　キャリア教育を教育課程の中核に据えてカリキュラムを編成するためには，この重点の自校化を
図り，年間を通して具体的な取組を計画的・発展的に進めていく必要があります。
　キャリア教育では，「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」の４
つの能力領域における８つの能力・態度の育成を目指し，活動に取り組む姿勢として，役割に対す
る「勤労観」を土台とし，その上に職業に対する「職業観」が位置する二層構造を考えます。
　また，具体的な取組として，上越市では以下の４点を考慮する必要があります。

・小・中学校が連携して推進します。
・家庭・地域と連携して推進します。
・実際に社会や生活とかかわるリアルな学びを大切にします。
・キャリア・カウンセリングの考え方を大切にします。

　以上の取組により，社会の形成者として必要な資質としての「生きる力」「学ぶ力」「働く力」を
キャリア教育ではぐくみます。

■　カリキュラム編成の手順

１　キャリア教育の意義や位置づけを全職員が共有する
　キャリア教育の意義や位置づけなどの基礎的な理論を全職員で研修し，共通理解のもとに，自校
の教育目標を達成するため，あるいは学校課題の解決のために，キャリア教育の必要性，重要性を
全職員で理解し，取り組んでいくことが大切です。

２　キャリア教育の視点で教育内容を見直し，全体計画を作成する
　キャリア教育は，学校の教育活動全体を通じて行うものであり，特別活動での「学業と進路」に
かかわる内容はもとより，総合的な学習の時間，道徳及び各教科において，生徒の発達段階を考慮
して適切な指導を行うようにします。
　そのためには，教科，領域，総合的な学習の時間での学習活動をキャリア教育の視点で見直し，
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児童・生徒の発達段階ごとに育成する能力や態度を明確にし，それぞれ活動の関連を図りながら体
系化することが大切です。
　３ページにあるのは，キャリア教育にかかわる年間指導計画の例です。学校行事や総合的な学習
の時間における活動を中心として，道徳や特別活動との連携を図り，各教科においてもそれぞれの
単元の特徴を生かしたキャリア教育を推進しています。
　このように組織的に学校として対応しながら，全職員の
キャリア教育の推進に対する参画意識を培っていきます。

３　グランドデザインにキャリア教育を位置づける
　キャリア教育は，教育課程全体で行います。自校のグラ
ンドデザインにキャリア教育を位置づけ，学習指導，生徒
指導，進路指導との関係を明確にし，有機的な校内組織の
構築を図るようにします（図１）。
　また，キャリア教育では，体験的な活動が重要です。地
域，保護者との連携や小・中学校の連携を考慮し，進学や
進級への不安や進路への不安を低減できるように工夫する
ことが大切です。

４　キャリア教育を実践し，４つの能力領域，８つの能力・態度を育てる
　キャリア教育では，勤労観・職業観をはぐくむため，
学習プログラムの枠組みの例が国立教育政策研究所か
ら示されています。その枠組み例を参考に，育てたい
資質・能力を明確にし，授業に取り組みましょう。ま
た，清掃指導や給食指導，学校行事等すべての教育活
動のねらいや目的をキャリア教育の視点でとらえ，キャ
リア教育を実践しましょう。

５　キャリア教育の視点で評価し，児童・生徒の変容を把握する
　授業や活動の成果をキャリア教育の視点でしっかり評価しましょう。キャリア教育のカリキュラ
ムを評価するためには，計画段階，実践段階，全体評価段階のそれぞれの段階において評価を行う
ことが大切です。カリキュラムの計画段階にお
いての「診断的評価」，カリキュラム実践過程
での「形成的評価」，そして，１年間のカリキュ
ラム全体を通して評価し，次の計画につなげる
ための「総括的評価」をPDSサイクルとして行っ
ていくことが重要です（図２）。
　さらに，これらの評価の具体的な方法として，
それぞれの評価活動において，記述式アンケー
トやワークシート，ポートフォリオの記述を元
に行う「質的評価」と生徒，職員，保護者など
の選択式アンケートの集計などの数値による「量
的評価」を併用し，生徒の変容を的確にとらえ，
キャリア教育のカリキュラムの有効性をきちん
と評価していくことが大切です。 図２　キャリア教育と３つの評価

Plan
計画

診断的評価

Do
実践

形成的評価

See
評価

総括的評価

量的評価
質的評価

図１　教育課程におけるキャリア教育の位置づけ

４つの能力領域 ８つの能力・態度

人間関係形成能力 自他の理解能力
コミュニケーション能力

情 報 活 用 能 力 情報収集・探索能力
職業理解能力

将 来 設 計 能 力 役割把握・認識能力
計画実行能力

意 思 決 定 能 力 選択能力
課題解決能力

表１　４つの能力領域，８つの能力・態度
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◆　学習内の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（中学校２年生での実践）

◆キャリア教育は，学校行事，総合的な学習の時間，特別活動，道徳を連携した統合的なカリ
キュラムを中核として行います。

◆教科では，教科のねらいを達成するために，キャリア教育の４つの能力領域の定着を意識し
た学習方法，学習活動や学ぶ目的や意義を考慮した学習内容を工夫します。
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■　カリキュラムの実際

１　学級活動とキャリア教育
　特別活動の目標は，「望ましい集団活動を通して，心身の調和の取れた発
達と個性の伸長を図り，集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を
築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，人間としての生き方
についての自覚を深め，自己を生かす能力を養う」です。これは，キャリア
教育の４能力領域における主に「人間関係形成能力」「意思決定能力」にか
かわるものと考えます。特に，中学校の学級活動では，「学業と進路」の内
容があり，進路学習が行われています。それらをキャリア教育の視点で，各
教科，道徳及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図るとともに，家
庭や地域の人々と連携した活動を展開することで，より一層効果的にキャリ
ア教育の中核である進路指導が充実すると考えます。

２　総合的な学習の時間とキャリア教育
　総合的な学習の時間の目標は，「横断的・総合的な学習や探究的な学習を
通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよ
く問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を
身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度
を育て，自己の生き方を考えることができるようにする」です。これはキャ
リア教育の４能力領域における主に，「意思決定能力」「情報活用能力」「将
来設計能力」かかわるものと考えます。総合的な学習の時間の学習活動の全
体目標を「地域とのかかわりを通して，自ら学び，自ら考え，主体的により
よい自己の生き方を考える。」とし，３年間の探究活動を系統的，発展的に
構成することで，効率的にキャリア教育の４能力領域８能力・態度がはぐく
まれ，生徒の発達段階に応じたキャリア発達が促されると考えます。　

３　道徳の時間とキャリア教育
　道徳教育の目標は，「学校の教育活動全体を通じて，道徳的な心情，判断力，
実践意欲と態度などの道徳性を養うこととする。」です。内容では，「１主と
して自分自身に関すること。」「２主として他の人のかかわりに関すること。」「３
主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること。」「４主として集団と
のかかわりに関すること。」と道徳的価値観をはぐくむものです。これは，キャ
リア教育の勤労観・職業観とたくさんの共通性あります。道徳の時間のねら
いを４能力領域で見直し，関連を意識して実践していくことで，道徳的価値
観を身に付けるとともに，勤労観・職業観がはぐくまれます。また，特別活
動や総合的な学習の時間における体験活動を道徳の授業に生かすことで，学
習活動との関連を図ることができます。

４　教科とキャリア教育
　各教科では，学習のねらいをキャリア教育の４能力領域の視点で見直すと
ともに，日常生活や社会，職業とのかかわりを考え，単元や題材の必要性や
重要性を認識し，生徒に付けたい力を明確にした授業を行います。すなわち，
学習のねらいを達成するために，学習活動にキャリア教育の４つの能力領域
の８つの能力・態度の育成にかかわる活動を意識的に取り入れ，生徒のキャ

◆学活と進路学習
ア　学ぶことと働くこ
との意義の理解　

イ　自主的な学習態度
の形成と学校図書館
の利用

ウ　進路適性の吟味と
進路情報の活用

エ　望ましい勤労観・
職業観の形成

オ　主体的な進路の選
択と将来設計

◆３年間の系統的，発
展的カリキュラムの
推進

□１学年

□２学年

□３学年

◆道徳教育と
　キャリア教育

職業調べ
職業講話
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他地域に学ぶ

地
域
に
学
ぶ

地域学習
地域貢献ボランティア
職業レディネステスト
上級学校調査
卒業生に学ぶ会
高校説明会
高校訪問
進路説明会
未来への提言

地
域
を
考
え
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道徳教育

４つの内容

道徳的価値観

勤労観・職業観

４能力領域

キャリア教育

未来を開く主体性の
ある日本人
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◆教科との連携

○講師出前授業
○職場訪問授業
○職業教材開発

◆「地域の学校」

◆ＰＴＡ活動で
　付けたい力
○人間関係形成能力
様々な人とコミュニ
ケーションを図り，
協力，共同して取り
組む力

○情報活用能力
体験を通して得たこ
とを学校生活に生か
そうとする力

○将来設計能力
目標を立て，その達
成に向けて計画的に
努力する力

○意思決定能力
活動に積極的に取り
組み，主体的に解決
していこうとする力

リア発達を促し，学習の内容を学習と生
活，学習と社会，職業と関連させることで，
「学ぶこと」と「生きること」，「働くこと」
のかかわりを理解させ，それぞれの大切
さを生徒が実感できる授業を展開します。
　このように，教科の学習を通して，学
習と生活や学習と社会，職業との関連を
理解させるため，職業人の講師を招いての講師出前授業や生徒が職場に訪問
し学習する職場訪問授業を行います。仕事のプロの知識や技能を学ぶだけで
なく，その人の職業観や仕事に打ち込む姿に接することで，教科の学習の必
要性，重要性を学び，学ぶ目的，学ぶ意義を実感するとともに学習への意欲
の向上を図ります。

５　地域とキャリア教育
　キャリア教育を推進するには，地域とかかわる学習活動が不可欠です。中
でも，５日間の職場体験学習「キャリア・
スタート・ウィーク」は，地域の協力な
くしては行えません。「キャリア・スター
ト・ウィーク」は，キャリア教育の中核
であり，生徒に「学ぶこと」「働くこと」「生
きること」を理解させるための重要な活
動です。その他には，「職場訪問」「職業
人インタビュー」「高校訪問」「大学訪問」「ボランティア体験」など，学校
では経験できない体験活動を地域と連携し，生徒の発達段階に応じて行いま
す。このように，キャリア教育は「地域の子どもは地域で育てる」という理
念のもとに活動を行うことが大切です。
　また，学区の小学校と協力し，キャリアの視点で見直した学習プログラム
を作成し，４能力領域における小・中の連携を図るとともに，「小学生体験授業」
「リトルティーチャー授業」「子どもフォーラム」など，小・中が連携した活
動を工夫することによって，進学への不安を減少し，それぞれ発達段階にお
いてのキャリア教育を充実させることができます。

６　ＰＴＡ活動とキャリア教育
　これまでも行われているＰＴＡ活動を
キャリア教育の視点で見直すことで，学
校教育との関連が明確になり，活動の意
義が再認識され，活動内容の工夫につな
がります。また，保護者がキャリア教育
を理解することで，学校の教育活動への
理解が深まり，学校と保護者との連携がより一層高まると考えます。
　具体的には，「親子校地整備作業」や「冬囲い作業」を通して，保護者の
責任感のあるきびきびとした仕事を生徒が見ながら，一緒に活動することで，
仕事に対する姿勢や学校に対する思いを実感することができます。ＰＴＡ活
動を通して，働くことの意義を学ぶとともに，愛校心や地域の学校としての
意識を高めることができます。

家
庭

学
校

地
域

各　

教　

科

道
徳
・
特
活
・
総
合
的
な
学
習

連携
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　カリキュラムの推進と組織

　キャリア教育を推進するには，学校，保
護者および地域の組織の改善および充実，
そして連携が大切です。校内外において，
様々な団体や組織のそれぞれの活動をキャ
リア教育の視点で見直すことで，組織の活
動のねらいや目的が明確となり，活動の意
義も深まると考えます。また，それぞれの
活動をキャリア教育の視点で結び付けるこ
とで，それぞれ単独で行われていた活動の
目指す生徒像や付けたい力を一致させ，互
いに相乗効果を上げることができると考え
ます。
　そこで，キャリア教育のカリキュラムを
推進するに当たっては，主に学校内の教育活動における計画，実践，評価を行う「キャリア教育推
進部」，保護者との協力によって体験的活動を行う「PTA組織」，そして，地域との協力，連携によっ
て学校づくりや生徒の育成を支援する「校外の組織・団体」の３つに分類します。これらの組織の
活動を学校企画委員会において企画し連絡や調整，活動内容の検討等を行います（図３）。

■　カリキュラム推進と教育環境

　キャリア教育を中心としたカリキュラムを推進す
るに当たっては，教育環境の整備と充実が必要です。
教育環境を「人的環境」，「物的環境」，「施設環境」「設
備環境」の４つに分類しました。「人的環境」とは，
体験的活動や授業における講師等の人材であり，「物
的環境」とは，必要な道具や機器等，活動における
必要な機材です。「施設環境」とは，職場体験での
受け入れ事業所や図書館，博物館等の校外学習の施
設であり，「設備環境」は，学校の設備，施設等の
学校内の教育設備です。
　これらを地域住民，保護者，行政や企業，学校が
共通な認識，理解のもと，協力して整備していくこ
とで，より充実した体験活動を実施することができ，
キャリア教育を中核としたカリキュラムのねらいを達成できると考えます（図４）。
　以上のような様々な組織や団体が有機的に機能するためには，それぞれがキャリア教育への具体
的な理解が必要不可欠です。学校における教職員への校内研修はもちろんですが，保護者や地域に
対して，保護者会や職場体験説明会，ＰＴＡだより，学校だよりなどを通して活動のねらいや目的
を紹介し，学校の取組を知ってもらうようにしましょう。

図３　キャリア教育と３つの組織

図４　キャリア教育と４つの教育環境
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

地球的視野に立ち，主体的に行動するための　
　　　　　　資質・能力を高めるカリキュラム

～「国際理解教育」を視点として～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における国際理解教育の位置づけ

　上越市では，学校教育の目標の４番目に「夢・希望・未来をつなぐ教育の推進」を掲げています。
ここでは，「実践の方向」の一つに国際理解教育を挙げ，子どもたちに異文化を理解し，共生でき
る資質・能力を育てることをねらいとしています。積極的に異文化を理解し，交流を図ろうとする
態度を育て，主体的に行動できる能力を育成するための「実践の方向」を次のように示しています。

・異なる文化や多様な価値観を理解し，認め合える資質・能力をはぐくむための場を意図的に設
定する。

・教育活動全体でコミュニケーション能力を高めるための活動を充実する。

　この国際理解教育の「実践の方向」を踏まえ，子どもたちに，これからますます国際化が進む社
会において地球的視野に立ち，主体的に行動するために必要な資質・能力の基礎を育成することが
重要です。これまでの国際理解教育は，他の国の異文化を理解する教育や，単に体験したり交流活
動を行ったりすることに留まることが多かったようです。しかし，これからの国際理解教育は，理
解だけでなく，主体性や発信力も重視していかなくてはなりません。

①　自分とは異なる文化や価値観をもつ人々を受容し，「つながる」ことのできる力
 ＝受容・共生の能力
②　自らの国の伝統・文化に根ざした自己の確立＝郷土や自己を愛する心
③　自ら発信し行動することのできる力＝コミュニケーション能力

　これらの資質・能力をはぐくむことにより，子どもたちは，出会う多様な文化や考えをもつ人々
と互いに心を通い合わせ，理解し合い，共に協力してより良い社会を築き，生きていくことができ
ると考えます。

■　カリキュラム編成の手順

１　全体計画・年間指導計画の作成・見直しを行う
　各学校で国際理解教育に取り組むためには，まず，国際理解教育の目的やはぐくみたい資質・能
力等について全職員が共通理解を図ることが必要です。その上で，自校の子どもたちの実態や取り
巻く環境等を踏まえ，全職員が組織的・計画的に国際理解教育の取組を進めることが大切です。

・国際理解教育についての十分な理解
・子どもたちの実態の明確化と重点を置いたはぐくみたい資質・能力の決定
・研究推進委員会を中心とした全体計画案の作成
・研究推進委員会による具体的な実践的課題の設定
・各学年の年間指導計画の作成と研究推進委員会による取りまとめ

　このように組織的に学校として対応しながら，全職員の国際理解教育の推進に対する参画意識を
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高めていきます。３ページにあるのは，Ｈ小学校の国際理解教育にかかわるカリキュラムです。多
様な人とかかわり合う活動を通して目指す資質・能力をはぐくむことが重要であると考え，生活科
や総合的な学習の時間を中核に据え，「ふるさとを見つめ，国際感覚を豊かにする子どもの育成」
を研究主題とし，目指す３つの資質・能力の育成に取り組んでいます。

２　発達段階や関連学習を考慮し，国際理解教育の学習を構築する
　市内Ｉ区にある小・中学校では，国際理解教育ではぐくみたい３つの資質・能力を共通して下記
のように細分化してとらえています。これらを子どもたちの発達段階や学校を取り巻く環境等を考
慮し，全教育活動を通じて計画的にはぐくむことを目指します。
＜受容・共生の能力の育成＞

　【他者理解】　 　多様な人々の考え方を理解し，その良さを大切にできる力
　【異文化理解】 　異なる地域や国の文化を理解し，異文化を尊重する態度
　【協　　力】　 　個々の考え方や能力を生かしながら助け合って生活できる力

＜郷土や自己を愛する心の育成＞

　【自文化理解】 　自分の地域や国の文化を理解し，尊重する態度
　【自己開発】　 　自分らしさや自分のよさを認め，自己の伸長を図る力

＜コミュニケーション能力の育成＞

　【受信（聞く）】　相手意識をもって話を聞く力
　【発信（話す）】　相手意識をもって自分の意見を伝える力
　【交流（かかわり合う）】
　　　　　　　　 相手意識をもって聞いたり，話したりしながらよりよい考えを導き出す力

　国際理解教育は，全教育活動を通して取り組みます。国際理解教育を進める上で，無理に新しい
活動を生み出す必要はありません。これまでの自校の様々な教育活動を国際理解教育の視点から整
理し直すことが必要です。各活動が国際理解教育ではぐくみたい３つの資質・能力のいずれにかか
わるものであるかを明確にし，意識して実践することが大切です。

３　全体研修の場で年間の見通しをもつ
　取組を進めるに当たり，教職員全員が共通理解を図り，国際理解教育ついて同じイメージをもた
なくてはなりません。個々が抱くイメージに差異があっては，目指す子どもの姿，はぐくみたい資
質・能力等にぶれが生じることになります。

◇目指す資質・能力や具体的な取組等国際理解教育についての研修
→先進校の取組等に学び，全職員が目指す子どもたちの姿についての具体的なイメージをも
ち，取組を進めます。

◇国際理解教育の３つの資質・能力の育成の視点からの自校の教育活動の見直し
→自校のこれまで取り組んできた教育活動や各教科の内容を国際理解教育の３つの資質・能
力の視点から見直し，関連するものを抽出し整理します。

◇自校の子どもたちの実態や取り巻く教育資源等の把握
→はぐくみたい３つの資質・能力にかかわり，自校の子どもたちの実態や国際理解教育を進
める上で活用できる物的・人的教育資源等を確認・把握します。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム（小学校３年生での実践）

◆国際理解教育の学習では，低学年においては生活科，中・高学年では総合的な学習の時間を
中核として多様な人とかかわり合いながら，全教育活動を通じて３つの資質・能力の育成に
取り組みます。
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■　カリキュラムの実際

１　全教育活動を通した取組（国際理解教育のベースとなる部分）
　⑴　受容・共生の能力の育成　
　国際理解教育を通じて身近な世界から発展させ，異文化を理解し尊重して
いくなど広い視野をもたせます。子どもたちがこれから出会う異なる文化や
考え方をもつ人々に対して，それを認め，受け入れ，そして力を合わせて共
に生きていこうとする態度をはぐくみます。

◇低学年では，家族や友達のような身近な他者とのかかわりを大切にし，
受容・共生の能力をはぐくみます。

◇中学年では，かかわりの範囲を広げ，自分の住む地域住民等とのかかわ
りを通して受容・共生の能力を高めます。

◇高学年では，障害のある人や外国人等とのかかわりを通して，様々な立
場や考えをもった人々がいることを知り，互いに協力してよりよい社会
を築こうとする受容・共生の能力を高めます。

　⑵　郷土や自己を愛する心の育成
　郷土や日本の生活習慣，文化，伝統，自然環境，歴史を学習したり，地域
の人たちとふれ合ったりする活動を通して，郷土のよさや特色等に気付き，
郷土に愛着をもたせます。同時に，これらの活動を通して自己を見つめ，自
分の長所に気付き，より高めようとする力をはぐくみます。

◇異文化を理解するためには，まず比較対象となる自分の住む地域社会や
日本についての自文化理解を深めることが大切です。

◇郷土について調べる活動を通して様々な人々とかかわります。そこから
その人の考えや技術等のすばらしさを学び，自分自身をより高めていこ
うとする心をはぐくみます。

　⑶　コミュニケーション能力育成　
　多様な人とふれ合い，かかわり合う中で，互いに意思を通い合わせようと
する相互活動を行い，自分の考えを自分なりの方法ではっきり表現できる力
をはぐくみます。

◇子どもたちのコミュニケーション能力の実態を把握し，コミュニケーショ
ンスキル習得学習に取り組みます。場面や状況に応じた適切な会話を通
して，自分の思いや願いを伝えたり，相手の考えを正しく聞き取ったり
する力をはぐくみます。

２　はぐくみたい資質・能力に応じた学習活動の展開
　⑴　受容・共生の能力をはぐくむ学習活動　
　子どもたちに受容・共生の能力をはぐくむには，多様な人と継続的に，繰
り返しかかわり合う学習活動を行うことが重要です。単発的な交流では，本
当の意味でのお互いの理解，交流が図られたとはいえません。学校での異学
年の子ども同士，家族や地域住民，保育園児やお年寄り等の身近な他者，老
人介護施設のお年寄り，特別支援学校の子どもたち，外国人等々，多様な人
たちとの継続的なかかわりを通して，相手を理解し思いやる心，共に力を合

受容・共生の能力の
育成

○他者理解
○異文化理解
○協　力

郷土や自己を愛する
心の育成

○自文化理解
○自己開発

コミュニケーション
能力の育成

○受信（聞く）
○発信（話す）
○交流（かかわり合
う）
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わせて生きていこうとする態度をはぐくみます
　Ｈ小学校では，年間を通して縦割り班を生かした活動を進めています。春
には各班で歩くコースを決め，チェックポイントでその場所(郷土)等に関す
る問題を協力して解いて回るフィールドワークを取り入れた遠足を実施する
など，異学年間のかかわりを深めています。また，近くにある老人介護施設
や保育園，市内にある養護学校を定期的に訪問し，交流を通して受容・共生
の能力の育成に取り組んでいます。さらに，毎年日本を含めいろいろな国の
人がブースを開き，自国の遊びやプレゼンテーション等を通して文化を紹介
する「ワールドフェスティバル」を開催するなど，ＡＬＴを含めた外国人と
のかかわりを通して異文化理解にも取り組んでいます。
　⑵　郷土や自己を愛する心をはぐくむ学習活動
　異文化を理解するためには，まず身近な地域や文化についての理解，すな
わち自文化理解が大切です。郷土の史跡・名所，様々な技能をもつ人たちや
郷土が生んだ偉人，自然環境等を調べる活動を通して，子どもたちに郷土の
特色等に気付き，愛する心をはぐくみます。
　３年の総合的な学習の時間では，自校の校歌の歌詞にある「美しい町」「歴
史に薫る町」「教育の町」等の言葉に着目し，自分の住む郷土の自然や人等
について調べる学習を進めています。その活動を通して郷土のよさや美しさ
等についての理解を深め，それを守り育てて行こうとする心をはぐくんでい
ます。
　また，これらの学習活動の過程において出会う様々な人々とかかわる中から，
その考え方や生き方，残した偉大な功績等にふれ，学習活動を通して自分自
身を見つめ直し，自己を高めていこうとする気持ちをはぐくんでいます。
　⑶　コミュニケーション能力をはぐくむ学習活動
　国際理解教育ではぐくみたい３つの資質・能力の中で，コミュニケーショ
ン能力は多様な人々とかかわるための重要な基盤となります。互いの思いや
考えを伝え合い，理解し合うためにはこの能力が不可欠です。そこで，計画

的にコミュニケーションスキ
ル習得学習に取り組みます。
　左図はＨ小学校のコミュニ
ケーション能力育成モデルで
す。これを核として，子ども
たちにはぐくみたいコミュニ
ケーションスキルの育成に取
り組んでいます。
　国語科を中心に，基本的な
コミュニケーションスキルの
習得に取り組みます。そして，
生活科や総合的な学習の時間
等で，習得したスキルの応用
力の育成に努めます。全教育
活動を通してコミュニケー
ション能力をはぐくんでいく
ことが大切です。
   

○異学年とかかわり合
い，協力して郷土を
学ぶ全校縦割り班遠
足

○外国の文化を学ぶ
ワールドフェスティ
バル

○郷土についての理解
を深める調査活動

○コミュニケーション
能力の育成を目指し
た話し合い活動

・役割分担を決めての
話し合い学習

・話し合いの基本パター
ンの学習
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がどの程度はぐくまれているか，そのための取組や指
導のあり方が適切であったか等について，常に評価・
改善に努めることが重要です。
　国際理解教育の取組を進めるＨ小学校では，左のよ
うなコミュニケーションスキル育成表を作成し，子ど
もたちにはぐくみたいコミュニケーションスキルを明
確にしています。この育成表では「受信（聞くこと），「発
信（話すこと）」，「交流（かわり合うこと）」の３つの
観点から，各学年ではぐくみたい力を具体な子どもの
姿として表しています。さらに各学年・学級ごとにコ
ミュニケーション能力見取り表を作成し，個々の子ど
もたちに目指すコミュニケーション能力がどの程度は
ぐくまれているかを常にチェックし，成果や課題を把

握して，次の改善へとつなげています。このように，常に目指す子どもの姿で取組を評価し，改善
に取り組むことが大切です。

■　共同性・協同性・協働性を大切にした組織づくり

　国際理解教育を通して子どもたちに目指す資質・能力をはぐくむ
ためには，共同性・協同性・協働性が大切です。国際理解教育を進
める上で，学校内だけの活動では十分な成果を上げることはできま
せん。子どもたちは，地域，住民や外国人等年齢も性別も，そして
国籍も異なる多様な人々とのかかわりからたくさんのことを学びま
す。そのかかわりをより充実したものにするためには，各関係機関
との連携・協力が不可欠です。市内には上越国際交流協会（ＪＯＩ
Ｎ）や上越教育大学を始めとするたくさんの団体・組織があります。それらと連携を密にして，目
指す資質・能力をはぐくむために，学校と関係機関とが共同性と協同性を発揮することが重要です。
　学校内においても職員一人一人の英知を結集し，全員が同じ方向を向いて取組を進めることが大
切です。前述のように国際理解教育は，低学年では生活科，中・高学年では総合的な学習の時間を
中核として，各教科，道徳，特別活動等学校における全教育活動を通して行われます。それぞれの
教員が専門性を意識し，強い当事者意識をもって国際理解教育を担うことが重要です。そして，一
人一人が力を発揮するとともに，互いに連携し，協働性を発揮して自校の国際理解教育を推進する
ことが必要です。

◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　授業実践によるカリキュラム評価・改善のサイクル

　目指す資質・能力をはぐくむためには，その手立ての有効性を
評価したり，はぐくんできた資質・能力を子どもの姿で確認した
りしなければなりません。また年間を見通し，目指す資質・能力

国際理解教育支援ネットワーク
○上越国際交流協会（JOIN）　　http://www.valley.ne.jp/~join/
○上越教育大学　　　http://www.juen.ac.jp/
○上越地域学校教育支援センター（JSiRC）　　http://www.jsirc.jp/

地域・住民

ＪＯＩＮ

他の関係機関

上越教育大学

学　校
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

人とかかわる体験活動を通して，　　　　　　
　　　思いやりの心をはぐくむカリキュラム

～「道徳教育」を視点として～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における道徳教育の位置づけ

　子どもたちの現状として，規範意識の希薄化，人間関係を築く力の不十分さ等が指摘されていま
す。また，自分に自信がもてないといった自己肯定感や自己有用感の低さは，「自立し，共生する」
ための基盤の弱さにつながっていきます。これらを踏まえて上越市では，学校教育の目標の２番目
に「思いやりに満ちた豊かな心の育成」を掲げています。道徳教育はその筆頭におかれ，よりよく
生きる実践力をはぐくむことが目標に位置づけられています。そして，「実践の方向」を次のよう
に示しています。

・道徳の時間を要として，全教育活動を通して，道徳性を培い，自己の生き方についての考えを
深め，道徳的実践力をはぐくむ。

・「宿泊体験活動」や「職場体験活動」等の豊かな体験活動を工夫し，活用するとともに，指導
体制や指導方法，教材開発等の視点から道徳の時間の改善・充実を図る。

　道徳教育を学校課題の中核に据えてカリキュラムを編成するためには，この方向から自校化し，
年間を通して具体的な取組を計画的・継続的に進めていく必要があります。

■　カリキュラム編成の手順

１　道徳教育における重点目標の設定
　カリキュラムを編成する際，校長の方針の下，道徳教育の推進を主に担当する教師（道徳教育推
進教師）が中心となり，全教師が協力して子どもや学校の実態，保護者の願い等を把握し，学校全
体における道徳教育の重点目標を決めることが必要です。子どもたちの実態を把握するために，ヒュー
マンテスト（道徳性テスト）やＱ-Ｕ学級満足度テストなどを実施することもよいでしょう。また，
子どもたちに身に付けさせたい道徳性のアンケートを保護者に実施することもよいと思います。
　市内Ｕ小学校では，子どもたちの課題を全職員で検討したところ，進んで話したり行動したりす
ることができない子が多いこと，相手への思いやりに欠ける言動が見られることなどが，挙げられ
ました。そこで，一人一人の子どもが自信をもって行動できるようになること，他人への思いやり
の心をさらにはぐくむ必要があることを確認しました。そのため，道徳教育を通して，下の表のよ
うな子どもの姿を育てていきたいと考えました。さらに，目指す子どもの姿を焦点化するため，今
年度は特に人とかかわる体験活動を重視しながら，相手を思いやる心をはぐくむことを重点目標と
しました。

心の育ち 道徳的心情 道徳的判断 道徳的実践意欲と態度

自分を見つめる心
よい行いの喜びを感じ
る。

自分の行動を律する。
よりよく生きようとす
る気持ちをもつ。

相手を思いやる心 相手のよさを感じる。
相手の立場に立って考
える。

一緒になってやろうと
する気持ちをもつ。
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２　発達段階を考慮した目指す子どもの姿の明確化
  小学校の６年間で子どもが道徳的価値の自覚を深め，自分のものとして身に付け発展させていく
ためには，子どもたちの発達段階や実態に合った指導をしていくことが大切です。そこで，各学年
で目指す子どもの姿を明確化する必要があります。Ｕ小学校では，子どもたちに思いやりの心をは
ぐくむために，目指す子どもの姿を次のように設定しました。
【１・２年】身近にいる幼い人や高齢者等との触れ合いの中で，相手のことを考え，優しく接し，

具体的に親切な行為ができるようになる。
【３・４年】相手の現在の状況，困っていることなどを想像することによって，相手のことを考え，

親切な行為を自ら進んで行うことができるようになる。
【５・６年】多様な他者と触れ合い，助け合う機会を増やすとともに，その体験を生かし，思いや

りの心をもつことの大切さについて深く考え，行動できるようになる。

３　年間指導計画の作成
　道徳の時間の年間指導計画の作成に当たっては，道徳教育の全体計画に基づき，各教科，外国語
活動，総合的な学習の時間及び特別活動との関連を考慮する必要があります。各教科等における指
導の目標，内容や教材が，道徳の時間の指導のねらい，主題，資料とのかかわりが見られ，関連を
図ることにより効果を高めることが期待できる場合は，指導時期を配慮するなどして，指導の工夫
を図ることが大切です。また，各教科等の目標や内容には，子どもの道徳性の育成に関係の深い事
柄が含まれています。各教科等においては道徳的価値を踏まえた指導によって，子どもの道徳性を
はぐくんでいきましょう。

教科等 道徳教育にかかわる側面 含まれている道徳的価値

国　語 伝え合う力，思考力や想像力及び言語感覚を養う。 道徳的心情や道徳的判断力を養う基本
になる。

社　会 地域の発展に尽くした先人の働き，我が国の国
土と歴史に対する理解と愛情を育てる。

伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を
愛することにつながる。

算　数 見通しをもち，筋道を立てて考え，表現する能
力を育てる。

道徳的判断力や工夫して生活や学習す
る態度の育成にも資する。

理　科 栽培や飼育などの体験活動を通して自然を愛す
る心情,科学的な見方や考え方を養う。

生命尊重,真理を大切にする態度の育
成につながる。

生　活 身近な人々，社会及び自然とかかわる活動や，
体験をする。

生活上必要な習慣を身に付け,自立へ
の基礎を養う。

音　楽 音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育て
るとともに，豊かな情操を養う。

美しいものや崇高なものを尊重する心
につながる。

図画工
作

つくりだす喜びを味わうようにするとともに，
豊かな情操を養う。

美しいものや崇高なものを尊重する心
につながる。

家　庭 日常生活に必要な基礎的な知識や技能を身に付
け，生活をよりよくしようとする態度を育てる。

生活習慣の大切さを知り，自分の生活
を見直すことにつながる。

体　育 集団でゲームなどの運動をする。 きまりを守る，協力するなどの態度を
養う。

外国語
活動

外国語を通じて，言語や文化について体験的に
理解を深める。

日本人としての自覚をもって世界の
人々と親善に努めることにつながる。

総合的
な学習
の時間

自ら課題を見付け，自ら学び，主体的に判断し，
よりよく問題を解決する資質や能力を育成する。

自己の生き方を考えたり,自己の目標
を実現したり,他者と協調したりする
態度の育成につながる。

特別活
動

学級や学校生活における望ましい集団活動や体
験的な活動を実施する。

日常生活における道徳的実践の指導を
する重要な機会となる。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（小学校２年生での実践）

◆道徳の時間は，各学年とも思いやり・親切（2-2）に関する指導を学期に２時間以上設定し
ています。

◆道徳の時間を核にしながら，特に関連が深い教科学習・生活科，総合的な学習の時間・学校
行事などとの関連性を矢印で示しています。
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■　カリキュラムの実際

１　全教育活動での取組（道徳教育のベースとなる部分）
　⑴　認め合い，励まし合い，共に高まろうとする学級づくり
　学級づくりは道徳教育のベースです。日常的な生活の場面で，あいさつな
どの基本的な生活習慣，礼儀等の生活上のきまり，人間としてしてはならな
いことなどを身に付けたり，教師と子ども及び子ども相互の人間関係を深め
たりすることが大切です。例えば，帰りの時間に，うれしかったことの発表
を取り入れたり，教師自身もうれしかったことや願いなどを語ったりするこ
とも，学級内に温かな心の通い合いを生み出すとともに，道徳的価値の耕し
につながっていきます。
　さまざまな活動を通して，子ども相互の交流を深め，節度をもち，伸び伸
びと生活する中で，認め合い，励まし合い，学び合う場と機会を積極的に設
けていきましょう。また，職員研修では情報交換を行い，互いの学級づくり
のよさを学ぶ場としていきましょう。
　⑵　人間関係づくりの継続的な取組
　友達や保護者，地域の人とかかわる場を設定し，様々な人と好ましい人間
関係を築こうとする心情や態度をはぐくんでいきましょう。

◇構成的グループエンカウンター（SGE）やソーシャルスキルトレーニン
グ（SST）等を計画的に実施し，学級内の温かい雰囲気づくりに努めます。

◇縦割り班で様々な活動を行ったり，行事等の体験活動を充実させたりし
て，　相手のことを考え，協力して活動する態度を育てます。

　＜縦割り遠足・縦割り給食・縦割り遊び・集団宿泊活動など＞
◇行事や学習活動で，学習ボランティア（保護者，地域の人など）とかか
わる機会を積極的に設定し，基本的な礼儀や対人関係のマナー等を身に
付けさせることに取り組みます。

　＜米や野菜の栽培活動，水泳や陸上練習，調理実習，夕日コンサートなど＞

２　道徳の時間の授業づくり
　⑴　子どもの心に響く道徳の時間の授業づくり
　道徳の時間の学習指導を構想する際には，学級の実態，子どもの発達段階，
指導の内容や意図，資料の特質，他の教育活動との関連などに応じて柔軟な
発想をすることが大切です。例えば，次のような学習指導を構想することが
できます。

○子どもの実態に即した読み物資料等の提示方法を検討
○体験の生かし方の工夫
　体験活動で感じたことや考えたことを道徳の時間の話合いに生かした
り，体験活動の内容と似た題材等を扱ったりすることによって，指導の
効果を高めたりすることが考えられます。

○家庭や地域社会との連携の工夫
　家庭や地域での話合いや取材を生かした学習，地域の人や保護者の参
加を得た学習など，連携を図った指導も考えられます。

○心のノートの活用

全校遠足

縦割り班での遊び

２年生の栽培活動

夕日コンサート

心のノートの活用例
・導入で用いる場合
　主題に対する興味・
関心を高める。

・展開で用いる場合
　中心資料を補助す
るものとして活用す
る。

・終末で用いる場合
　道徳的価値につい
てまとめたり，考え
を整理したりするこ
との手助けとなる。
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　⑵　教材の開発と資料収集
　道徳の時間に使用する教材は，子どもが道徳的価値の自覚を深めていくた
めの手掛かりとして，大きな意味をもっています。道徳の時間の資料となる
教材を選択したり開発したりして，その効果的な活用に努めることが大切で
す。Ｕ小学校では，子どもの興味・関心や，体験活動との関連等を考慮して，
よりふさわしい教材を選択するため，数社の副読本から教材を選択できるよ
うにしています。また，学級の実態や子どもの興味・関心を考慮して，自作
資料の作成や資料の改作にも積極的に取り組んでいます。
　また主資料だけでなく,補助資料（例えば,場面絵や写真資料,ワークシート）
も資料開発ととらえ,それらをひとまとめにした教材ユニットを作成し,道徳
資料室等に保管しておくようにします。それらを共有化することによって,
さらなる授業の改善につなげていきます。

３　各教科等における道徳教育
　各教科等の目標や内容には，子どもの道徳性の育成にかかわりの深いもの
が多くあります。また，学習に取り組む姿勢や態度の育成を通しても，子ど
もの道徳性がはぐくまれます。それぞれの学習場面において，子どもが伸び
伸びとかつ真剣に学習に打ち込めるよう留意し，学級の雰囲気や人間関係に
思いやりがあり，自主的で協力的なものになるよう配慮することが大切です。
話合いの中で自分の考えをしっかりと発表すると同時に友達の意見に耳を傾
けること，各自で，あるいは協同で課題に最後まで取り組むことなどは，各
教科等の学習効果を高めるとともに，望ましい道徳性をはぐくんでいくこと
にもなります。
　以下に各教科等における道徳教育の例を示します。

①　簡単な調理の学習で家族の一員として，進んで役にたとうとする心を
はぐくむ。（家庭科・５年）

②　水泳で努力が実った自分に自信を深める。（体育科・４年）
③　学校たんけんの活動を通して，時と場に応じた礼儀や態度の大切さを
感じ取る。（生活科・１年）

④　力を合わせて教室や廊下の長さを測る。（算数科・３年）

４　保護者や地域社会との連携を図る取組
　家庭や地域社会との連携を充実していくには，多様な連携の在り方を考え，
学校及び家庭や地域の実態に合った方法を工夫していく必要があります。
　Ｕ小学校では学校通信や学年通信，インターネットのホームページ等で，
学校の道徳教育の方針や子どもの成長の様子がうかがわれる取組などを伝え，
共に考えたり子どもに働き掛けたりする呼び掛けを行っています。また，保
護者会や学校評議員会の折に，児童の様子や課題について話し合い，意見交
流を行う機会を設けています。さらに，道徳の時間の授業の公開を学校の年
間計画に位置づけ，学校における道徳教育への理解と協力を家庭や地域社会
から得る取組を行っています。
　保護者や地域の人々との共通理解を深め，相互の協力によって道徳教育の
充実を図っていきましょう。

魅力的な資料とは
・親近感がもてるもの
・感動性の豊かなもの
・子どもが自分の問題
としてとらえること
ができるもの

・主人公の迷い，弱さ，
葛藤などが浮き彫り
になっているもの，

　など

各教科等における道徳
教育充実のためのポイ
ント
①内容や教材に含まれ
ている道徳的内容を
通してはぐくむ。

②子どもの学習活動へ
の取組を援助するこ
とではぐくむ。

③学ぶ姿勢や態度を身
に付けていくことで
はぐくむ。

④友達と一緒に活動す
る楽しさや充実感を
感じられるようにす
ることではぐくむ。

６年生の学習場面
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　子どもの実態把握を通して,カリキュラムを評価・改善する

１　子どもの道徳性の評価
　子どもの道徳性を評価するためには，教師と子どもの心の触れ合いを通して，共感的に理解し，
評価する必要があります。評価する方法には，実際の生活場面における子どもの行動観察や会話に
よる方法，作文やシートなどの記述による方法等があります。考えたことや感じたことを関連する
心のノートのページに書き込むことも一つの方法です。なお，これらの記述に教師が受容的なコメ
ントを加えて返却することは，教師と子どもの心の触れ合いを深め，子どものよりよく生きる意欲
を喚起することにもつながります。子どもの道徳性については，その実態を多面的・継続的に把握
して，指導の改善に生かすよう努めましょう。

２　教育活動に関する評価
　カリキュラムの中核をなすのは，授業です。Ｕ小学校では，「体験活動と関連付けた思いやりの
心を培う道徳の時間の実践」を研究主題に掲げ，道徳の時間の授業を年２回以上公開することにし
ています。授業前の学習指導案の検討会や，
授業後の協議会を行い，主に右のようなこと
を中心に指導法の改善について話し合い，相
互に情報交換をしたり，学び合いをしたりす
る場としています。授業後の協議会では，「思
いやりの心をはぐくむために体験活動との関連のさせ方をどうしたらよいか」を中心に協議を行っ
ています。協議会で話し合われたことは，「研推だより」にまとめられ，次の授業実践に生かされ
ていきます。
　各学期末に道徳教育に関する評価アンケートを児童や保護者に実施し，学校の道徳教育の評価や
改善に生かしています。実践の成果や残された課題を振り返り，次学期，次年度のカリキュラムに
反映させていきましょう。

■　道徳教育・道徳の時間を充実させるために

　人間は本来，だれもがよりよく生きたいという願いをもっています。道徳教育は，人間が本来もっ
ているこのような願いやよりよい生き方を求め実践する人間の育成を目指し，その基盤となる道徳
性を養う教育活動です。道徳教育・道徳の時間を充実させて，子どもたちに「生きることのよさ」
や「生きることの楽しさ」等を感じ取らせたいものです。そのためには，まず教師自身が道徳教育・
道徳の時間にプラス志向をもち，手間ひまをかけて授業づくりを楽しもうとする姿勢が大切です。
また，教師同士で指導方法の違いを学び合い，道徳の時間の指導の質を高めていくことにより，学
校全体で進める道徳教育が一層充実する原動力となります。それらの活動の連続が，カリキュラム
の改善につながっていきます。
　よりよく生きたいという思いや願いに，大人と子どもの違いはありません。教師自身が一人一人
の子どもに温かく接し，共に考え，悩み，夢や感動を共有するという姿勢を大切にしながら，道徳
教育・道徳の時間の指導を充実させていきましょう。参考となるホームページを以下に紹介してお
きます。

①　道徳の時間と体験活動の関連のさせ方の工夫
②　体験活動を生かした資料選定の工夫
③　話合い活動，書く活動，説話等の工夫
④　心のノートの活用の仕方

道徳教育に関するリンク集　http://fi sh.miracle.ne.jp/adaken/link/dotoku.htm
道徳教育に関する情報発信（上越教育大学　林　泰成先生）http://home.interlink.or.jp/~yasunari/
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

全教育活動を通し，差別に気付き，　　　　　　
　差別を許さない子どもをはぐくむカリキュラム

～「同和教育」を視点としたカリキュラムモデル～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における同和教育の位置づけ

　上越市では，あらゆる差別解消のため，人権意識の啓発を進め，さまざまな機会や場面を通じて
の同和教育を推進してきました。
　子どもたちに人権尊重の精神を体得させるためには，「かかわる同和教育」を実践し，部落差別
問題をはじめとする人権問題を主体的に解決する力を育てる必要があります。そのためには，

・自校の全体計画・年間指導計画の見直しと小・中連携による９年間を見通した指導計画の作成・
実践に努める。

・「差別の存在に気付く」「差別に憤る」「差別の解消に取り組む」授業づくりを目指す校内研修
を推進する。

・教師自らが積極的に研修会へ参加し，人権感覚を磨き，差別や偏見を見逃さない集団の育成に
努める。

などのことが大切になってきます。
　同和教育を学校課題の中核に据えてカリキュラムを編成するためには，上記のことを自校化し，
年間を通して具体的な取組を計画的・継続的に進めていく必要があります。

■　カリキュラム編成の手順

１　全体計画・年間指導計画の作成・見直しを行う
　各学校において同和教育に取り組むには，まず，同和教育にかかわる概念や同和教育が目指すも
のについて明確にします。そして，職員がこれを十分に理解し，組織的・計画的に進めることが大
切です。そのための手順は例えば次のようになります。

・管理職及び担当者による全体計画案の作成と運営委員会への提示
・研究推進委員会による具体的な実践的課題の設定
・各学年の年間指導計画の作成と研究推進委員会によるとりまとめ
・職員会議での全職員の共通理解

　このように組織的に対応しながら，同和教育の推進に対する参画意識を全職員に培っていきます。
同和教育は単発的に行っても，決してうまくいきません。息の長い取組，全教育活動を通した取組
が必要です。
　３ページにあるのは，Ｈ小学校の同和教育にかかわる年間指導計画です。Ｈ小学校では教育活動
全般にわたり「人権（愛・いのち）尊重」の精神を基盤に据え，同和教育を中核とした教育課程の
改善と充実を図り，地域・保護者の信頼と願いに応える学校づくりに努めています。

２　発達段階や関連学習を考慮し，同和学習を構築する
　同和学習では，差別を自分の問題としてとらえ，それを実践的態度として生きた力に育て広げて
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いくための指導法の研究を継続・深化していく必要があります。
　Ｈ小学校では，子どもの発達段階に即して指導内容を三つの「期」に分け，一年生からの学習の
積み重ねにより，部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向けた学習を行っています。
　＜Ⅰ期（１，２年）＞　　　身の回りの差別問題を中心に
　＜Ⅱ期（３，４，５年）＞　身の回りの差別問題と社会で起きている差別問題を中心に
　＜Ⅲ期（６年）＞　　　　　部落差別問題を中心に
　また，内容の取り上げ方から同和学習を３つに分類しています。
＜生活同和学習＞１年～６年

　学級の子どもの生活実態をもとに，同和教育の深化に結び付けることが可能なものについて，
学校生活の中で起こりうる差別問題を取り上げる学習。

＜体験同和学習＞３年～６年

　総合的な学習の時間や各教科・道徳・特別活動の中での体験を通して認識を深めたことをもと
に，同和教育の深化に結び付けることが可能なものについて，それと直結した差別問題を取り上
げる学習。

＜部落差別問題学習＞６年

　部落差別問題について，社会科で関連学習として扱った内容の中で，発展的に同和教育の深化
に結び付けることが可能なものや，社会生活の中で起きている差別問題を取り上げる学習。

　これら三つの同和学習を支える学習として，各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間など
との関連学習があります。（次ページの年間指導計画をご覧ください）
　特に，部落差別問題学習においては社会科との関連指導がとても重要になります。部落差別問題
を扱った同和学習は，他の差別問題と違って，児童の生活に密着したものではありません。児童が
差別の不当性に憤るためには，知的理解が不可欠です。そのために，社会科で部落問題にかかわる
内容をふくらませて取り扱う必要があります。これがベースにないと，同和学習時に資料の読み取
りに終始し，その差別に対する被差別者の心情に迫ることができないのです。

３　職員研修の充実により，教師自身の人権感覚を養う
　同和教育を進めるに当たっては，感性と知的理解の両面から，職員研修の充実と強化を図ってい
かなければいけません。
　そのポイントは，教師自身が「人権感覚を豊かにすること」と「差別の要因やその歴史的背景に
ついて正しく理解すること」を通して意識改革を図ることにあります。
　実際の研修では，次のような内容が考えられます。

＜研修の具体的なねらいは＞
　厳しい差別の現実を知ることで教師自身が憤りを感じ，人権についての意識を高揚させるとと
もに，その現実に自分自身を照らし合わせて考えます。自分の教育観や世界観の中にその実態を
生み出す，または放置する部分がないかを検証し，自分自身を変革することを目指します。
＜研修の具体的な中身は＞
◇部落差別の起こりや広がり，解消を目指した闘いを講師や史実から学ぶ研修
◇現在も起きている差別の実態を，現地を訪ねたり，当事者からお話を聞いたりして学ぶ研修

　このような研修をカリキュラムの中に積極的に組み込んでいきましょう。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（小学校６年生での実践）

◆同和学習を余剰時数の中から各学年とも年間11時間設定しています。
◆同和学習を核にしながら，特に関連が深い教科学習・道徳・総合的な学習の時間・全校縦割
り班活動などとの関連性を矢印で示しています。

Ｈ
タ
イ
ム
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■　カリキュラムの実際

１　全教育活動での取組（同和教育のベースとなる部分）
　⑴　認め合い，支え合い，みがき合う学級づくりの推進　
　学級づくりは同和教育のベースです。そこでは，一人一人の問題をみんな
の問題としてとらえ，進んで解決していく力を高めるための手だてや学年・
学級としての高まりを目指す活動を工夫していく必要があります。その中で，
個別指導に力を入れ，一人一人の子どもたちの理解に努め，個に応じた心の
耕しを図っていくのです。そのために，「心のノート」「心のアンケート」「教
育相談」などを活用します。
　レポートよる「学級づくり交流会」などを年１回以上行い，情報交換しな
がら，お互いの学級づくりのよさを学び合っていくことも大切です。
　⑵　人間関係づくりの継続的な取組　
　異学年集団（縦割り班）による活動を通して，好ましい人間関係と正しい
人権感覚を育てます。

◇「友達ふれあい月間」（人権強調月間）を設定し，自分の心や相手の心
を見つめ直します。実際の活動例を以下に掲載します。
○縦割り班遠足・縦割り班集会・縦割り班での栽培活動・縦割り班での
給食・縦割り班での遊び・班内でのよい所発見カード交換　など

◇日常的な清掃活動や栽培活動などを縦割り班で行い，友達のことを考え
ながら協力して仕事をする態度を育てます。

２　同和学習の授業づくり
　⑴　『生きるシリーズ』を活用した授業づくり
　同和学習の基本は『生きるシリーズ』の活用です。発達段階や学習の履歴
などを考慮しながら，自学年・自学級に合った教材を選定しましょう。基本
的には道徳の時間を活用する例が多いですが，総合的な学習の時間を使って
大単元を構成することもできますし，６年生なら社会科の時間を活用するこ
ともできます。
　授業づくりのためのポイントを以下に示します。

○子どもの感性に訴える資料や題材を検討しましょう。
○「総合的な学習の時間」や他の教科・領域と関連した同和学習の在り方
を工夫しましょう。

○子どもが差別問題に正対し，感性に訴えることのできる授業であるかど
うか検討しましょう。
①子どもが差別に憤っているか，被差別者に共感しているか，生き方を
見直しているか

②知識・理解の習得のみで終わっていないか。
③子どもの発言に対する教師の支援が，認識を深める上で有効だったか。
④資料から離れ，差別問題を自分の問題としてとらえる展開だったか。
⑤部落差別への憤りをもち，人として自分はどう生きていくかに正対す
る展開だったか。

縦割り班遠足

栽培活動の様子

縦割り班給食

縦割り班での遊び

同和学習の様子（６年）
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　⑵　教材開発と資料収集を計画的に
　同和学習では意図的に資料収集を図ることが大切です。
　「学年専用の棚」や「個人毎のファイル」「ビデオラック」などを活用しな
がら，授業で使用したシートやカード，掲示物，ビデオ等の整理をしましょ
う。これらが，その学年を担当した職員の同和学習の授業づくりに役立つの
です。

３　職員の資質・指導力を高める取組
　差別の実態に学び，鋭い人権感覚を磨くため，年間を通した組織的，体験
的な職員研修を実施していかなければなりません。
　Ｈ小学校では次のような職員研修を行っています。

○新任職員に対する校内研修（４月１日実施）
○現地学習会（４月10日実施）
→現地に学び，差別の現実に学ぶことの重要性を確認しました。

○外部講師を招いての研修会
→同和教育の先達を招き，「かかわる同和教育」についてのお話を伺い
ました。

○県内外での現地学習
→本年度は東京での現地学習を行いました。ハンセン病問題やと場にお
ける差別問題について，直接語り部の方や解放同盟の支部役員からお
話を伺いました。また，屠場で実際の牛や豚の解体について研修しま
した。

○夏の現地学習会（白山会館）への自主的参加
→夏季休業中の現地研修会へ，自主的に参加しています。５回以上参加
する教師も大勢います。

○部落解放同盟新潟県連合会や新潟県同和教育研究協議会主催の研究集会，
県教委・市教委等主催の研修会への参加

４　保護者の理解と認識を高める取組
　Ｈ小学校では，「同和教育だより」を定期的に発行し保護者の同和教育へ
の理解を促しています。内容は実際の各学年の同和学習の流れや研修会の内
容など，多岐にわたります。
　また，保護者対象の授業参観や講演会などの充実を図っています。授業参
観などの機会を利用して，全学級が同和学習の授業を公開するなど，学校一
丸となった取組が大切です。
　今年Ｈ小学校では，保護者と子どもが一緒に同和教育について学ぶ「同和
教育学習会」を開きました。この会では部落解放同盟の県連委員長，長谷川
サナエさんから，現代における差別について学びました。
　文化祭では同和学習での学びを発表しました。５年生は，「ハンセン病問題」「新
潟水俣病問題」「食にかかわる問題（屠蓄に関する差別問題）」の３つについ
て，保護者や地域の方々を招いて発表したのです。発表会には新潟から専門
家も来校され，感想を述べていらっしゃいました。保護者からも多数の意見
や感想をいただくことができました。
　このように，保護者・地域を巻き込んだ同和教育を進めます。   

＜同和学習を参観した
保護者の感想＞
◇授業を参観すると親
も，看板や新聞記事に
目がいき，考えるよう
になります。毎年，そ
の繰り返しで親も少し
ずつ，一つずつ意識を
積んでいくのだと思い
ます。子どもは，差別
はいけないと分かって
いながらも，自分の心
の弱さも分かってお
り，これからいろんな
場面のなかで，授業で
教わったことを思い出
して進んでいってほし
いと思います。

国立ハンセン病資料館
語り部の平沢さんと

親子同和教育学習会
長谷川サナエさんが講師

文化祭開会式
５年生の見所発表
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　同和教育における実践的態度の育成

　「差別をしない，させない，許さない」という同和教育で培われた力が，日常生活の中でその態
度として具現化することが大切です。そのためには，同和学習はもちろんですが，各教科の学習や
道徳の時間，特別活動等の中で，日常的に児童の実態に合った指導を続けていかなければなりません。
　具体的には，次のような指導が有効ですが，各学校でそれぞれ工夫してみてください。

　このような具体的な手だての中から，自校や自学級に合うものを選び，継続的に実践していきま
しょう。

■　先進校に学びながら，同和教育を実践する

　上越市は同和教育の先進地です。様々な学校が同和教育に取り組んでいます。また，行政も一体
となった取組がすすめられています。これから同和教育を更に深めようという学校にとって，参考
になる実践，事例がたくさんあります。
　「無理をせず」「欲張らず」「できるところから」同和教育を始めましょう。

＜日常における指導の手だて＞
・学習・生活のルールの徹底
・心がつながるあいさつや仲間づくりのた
めのソーシャルスキルトレーニング

・ちくちく言葉とほかほか＆にこにこ言葉
・自分の行動や気持ちを振り返る連絡帳等
の活用とその時間の設定

・アサガオの栽培やウサギの飼育を通した
命をはぐくむ活動

・「友達のよさを見付けたカード」の交換
・グループエンカウンターによる仲間づく
り

・互いに協力し合うグループ学習の設定
・差別的な言動に対する指導
・一人一人の児童の話を聞く教育相談

Ⅰ期（１・２年）

＜日常における指導の手だて＞
・集団生活ルールの徹底
・Q-Uアンケートの実施
・温かい言動の具体的な例示と「友達との
かかわり方」のソーシャルスキルトレー
ニング

・「そうだねゲーム」で受容的態度の育成
・信頼関係を深める教育相談
・休み時間の人間関係の把握
・めあてについて振り返ることの継続
・友達や周りの人々のよさに気付く場や
　「みんなで遊ぶ日」の設定

Ⅱ期（３・４・５年）

＜日常における指導の手だて＞
・学級でのルールづくりと徹底
・心温まる言葉と冷める言葉
・「友達のいいところ発見カード」の交換
・グループエンカウンターによる仲間づく
り

・班学習等の互いに協力し合う場の設定
・「自分がされて嫌なことは，人にしない」
ことの指導の徹底

・差別を許さない・見逃さない学級づくり
・差別的な言動に対して意見文を書く活動
と，これからの在り方を考える話合いの
活動の設定

・一人一人の話を聞く教育相談の実施

Ⅲ期（６年）

＜同和教育を中核とした学校づくり・同和学習の授業づくりならこちらへ＞
○上越市立東本町小学校「愛・いのち　第２集」（同和学習の指導案集） ℡　523-2446　　
　※実際の授業を通して検討された指導案集です。82本の指導案が掲載されています。
＜行政の相談窓口はこちらへ＞
○同和行政事業は上越市総務課同和対策室へ ℡　526-5111　　
○学校同和教育事業は上越市教育委員会学校教育課へ ℡　545-9244　　
○社会同和教育事業は上越市教育委員会生涯学習推進課社会教育係へ ℡　545-9268　　
※白山会館での現地学習の窓口は生涯学習推進課社会教育係です。また，ここでは，人権・同和教育
関係資料の貸出も行っています。関連図書が235冊，関連ビデオが33本あります。
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目指す「子ども像」「はぐくみたい力」の育成を目指すカリキュラムモデル<今日的な課題> 

情報活用能力とＩＣＴ利活用を高めるカリキュラム
～「情報教育」を視点として～

◆　カリキュラムづくりのポイント

■　上越市における情報教育の位置づけ

「インターネットで『福祉士』について調べていたら，たくさんの興味深い情報が収集できて，
ますます興味をもつようになりました。そして，もっと調べてみたいと思うようになりました。
職場体験学習が待ち遠しいです」 Ｙ中学校　生徒Ａ
「職場体験のまとめを，電子情報ボードを使って発表しました。僕のレポートの『図書館のレファ
レンス・サービス』をクリックすると，職場体験を行った高田図書館のＷｅｂサイトにリンクして，
詳しい説明が出るようにしてあったので，説明がとてもうまくできました」 Ｙ中学校　生徒Ｂ

　上越市では，学校教育の目標の４番目に「夢・希望・未来をつなぐ教育の推進」を掲げています。
情報教育はその中で，環境教育，キャリア教育，国際理解教育と並ぶ４つの柱の一つとして，「情
報活用能力を育てること」を目標に位置づけられています。情報活用能力は，文部科学省によって，
以下の３観点と８要素に体系化されています。

　また，上越市では，情報教育にかかわる「実践の方向」を次のように示しています。

情報活用能力を育てる
　インターネットや情報機器を活用することで学ぶ意欲を喚起し，情報を主体的に活用する情報
活用能力を向上させるとともに情報モラルの向上を図る必要があります。
　そのためには，教職員がＩＣＴ活用指導力を発揮し，授業や教育活動を工夫するとともに，情
報モラルを身に付けさせる授業や家庭と連携した取組を充実していくことが重要です。

　情報教育を学校課題の中核に据えてカリキュラムを編成するときには，学習内容（情報活用能力
の３観点と８要素：以下，情報活用能力）を身に付けさせることと，学習手段として利活用するこ
と（各教科等の目標を達成する際に効果的に情報機器を活用すること※以下，ＩＣＴ利活用）の両
方を大切にして編成する必要があります。また，社会全体で急速な情報化が進んでいる状況を考え
ると，児童・生徒のみならず，保護者等周りの大人も含めて情報活用能力の向上を図ることが，「教
育の情報化」に対する理解と支えにつながり，ひいては社会全体の健全な発展につながると考えます。

○情報活用の実践力
・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用
・必要な情報の主体的な収集，判断，表現，処理，創造
・受け手の状況などを踏まえた発信・伝達能力
○情報の科学的な理解
・情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解
・情報を適切に扱ったり，自らの情報活用を評価・改善したりするための基礎的な理論や方法の理解
○情報社会に参画する態度
・社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解
・情報モラルの必要性や情報に対する責任
・望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度
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■　カリキュラム編成の手順

１　全体計画・指導計画の作成・見直しを行う
　各学校において，情報教育に取り組むには，各教科等の指導を担うすべての教員が，自らが指導
する教科・領域で「情報活用能力を育てること」を念頭において，効果的なＩＣＴ利活用を図りな
がら，日々の教育活動を進めていくことが必要です。そして，その中で効果的にＩＣＴを利活用し
ていきます。そのための手順は，例えば次のようになります。

・教育の情報化推進リーダー（推進委員会）を校務分掌に位置づけ，企画・立案を担当
・情報活用能力の育成とＩＣＴ利活用を両輪として，「教育の情報化」を推進していくことを全
職員で共通理解

・各教科等の「３年間の指導計画（中学校）」作成と教育の情報化推進委員会によるとりまとめ

　このように組織的に学校全体で対応しながら，全職員に情報教育の推進に対する参画意識を培っ
ていきます。３ページは，市内Ｙ中学校の情報教育にかかわる指導計画の一部です。Ｙ中学校では「教
育の情報化」を推進して情報教育を中核とした教育課程の改善と充実を図り，地域・保護者の信頼
と願いに応える学校づくりに努めています。
２　発達段階や関連学習を考慮して情報学習を積み重ねていくカリキュラムを構築する
　小学校段階では，情報活用の実践力を中心に情報学習を積み重ねつつ，学習内容によっては，情
報社会に参画する態度，さらには情報の科学的な理解の育成を図ることが望まれます。その際，情
報活用能力の３観点と８要素との対応を考慮しながら取り組むことが重要です。　
　中学校段階では，情報活用の実践力，情報の科学的な理解及び情報社会に参画する態度の育成が
包括的に扱われることが重要です。その際，情報の科学的な理解の充実を図ることが望ましく，教
科「技術・家庭（技術分野）」における「Ｄ情報に関する技術」（現行指導要領では「Ｂ情報とコン
ピュータ」）で扱うことができます。
　また，小・中学校を通して児童・生徒の発達段階や特性等を考慮し，道徳の内容との関連を踏ま
え，情報モラルに関する指導を積み重ねていくことが重要です。
３　職員研修の充実によって，教師自身のＩＣＴ利活用能力を養う
　Ｙ中学校では，「子どもたちの情報活用能力を育てること」を目的とした情報教育と，「効果的に
各教科等の目標を達成すること」を目的としたＩＣＴ利活用を両輪とした職員研修の充実を図って
います。情報活用能力の育成を目標としている教科「技術・家庭（技術分野）」の教員のみならず，
すべての教員が「各教科等における学習活動やＩＣＴ利活用が子どもたちの情報活用能力の育成に
どのように資するか」を理解できるように研修を進めることがポイントです。各教科等の指導計画
については，「情報教育に係る学習活動の具体的展開について－ICT時代の子どもたちのために，
すべての教科で情報教育を－」（文部科学省：別添２が小学校段階，別添３が中学・高校段階）が
参考になります。
　＜http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/08/06082512/001/003.htm＞

◇小学校３年生国語における「ローマ字指導」（現行学習指導要領では４年生）において，文字
に関する事項について学習することが，コンピュータ等の情報機器におけるキーボードの活用
能力へつながっていくこと。

◇中学校「技術・家庭（技術分野）」における「情報通信ネットワークの仕組み」でＩＰアドレ
スについて学習することが，インターネットに匿名性があると妄信し，ネットいじめをしてし
まいそうになる生徒の内面を変化させることへつながっていくこと。

　このように，各教科等と情報活用能力とのつながりを全職員で研修しましょう。
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◆　学習内容の構造化と体系化へのアプローチ

■　視覚的カリキュラム例（中学校３年生での実践）

◆技術・家庭（技術分野）では，教科の目標として情報活用能力の育成を目指しています。
◆国語と英語では，単元によってデジタル教科書を活用しています。
◆すべての教科が，ＩＣＴ（今年度は，電子情報ボード）利活用の授業を，指導計画に位置づ
けて，実践しています。（各教科１回以上）

◆総合的な学習の時間では，調べ学習や，まとめ，発表でＩＣＴ利活用を進めています。
◆道徳の時間では，情報モラル教育につながるように，「いじめにつながるブログへの書き込み」
などを資料として取り上げています。



3-88

■　カリキュラムの実際

１　全教育活動での取組（情報教育のベースとなる部分）
　～情報活用能力の育成は，各教科の目標達成のためにも極めて有効です～
　情報教育は，コンピュータ等の情報手段を適切に活用することを含め，あ
ふれる情報の中で必要な情報を主体的に選択・活用できる能力を育成するこ
とをねらいとしています。これらの能力は各教科の目的達成のためにも極め
て有効です。
　担当している学年や各教科等の中で，以下のような学習活動を洗い出して
実践を進めましょう。

◇必要な情報や資料を収集・取捨選択し，それらを活用して自分の考えを
まとめて適切に表現したり，参考資料を利用して調べたことをもとに説
明したりする

◇必要な資料を，情報通信ネットワークや学校図書館などを利用して収集，
活用する

◇調べ学習やインタビュー，観察・実験等で得たデータについて，コンピュー
タ等を使って処理（集計，グラフ化，分析等）し，その結果から自分の
考えをまとめていく

◇様々な事象を量的にとらえ，コンピュータ等を使ってそれらを計測・制
御する

◇作文，記録や報告などの「書くこと」にワープロソフト等を活用する
◇シミュレーションで事象の因果関係等を考察する

２　情報教育，ＩＣＴを利活用した教育の授業づくり
　⑴　問題解決学習と情報活用の実践力
　各教科の学習指導の中で，問題解決的な学習活動を行うとき，また，教科
の中で学び方や問題解決の仕方を指導しようとするときなどに，情報教育を
意識して取り組むことが大切です。
　一般的な問題解決学習の過程である「問題の把握→解決のための見通しを
もつ→解決を目指して活動する→解決したことを交流する→活動を振り返る」
の５段階と情報活用の実践力は下図のように表わすことができます。

　例えば，子どもたちが解決しなければならない問題に向き合い，自力で解
決するために，その糸口となる資料を収集したり，収集した情報を判断，処
理したりする学習を展開します。その学習の各段階で，情報活用の実践力の

電子情報ボード
の利活用

生徒会活動で
パソコンを活用

デジタル教科書
の活用
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「学校教育における
ICT利活用の日常化」
調査研究
　上越地域学校教育支
援センターが中心とな
り，H20～H22に進め
ている研究。
　上越市では，小・中
２校ずつを研究指定し，
全普通教室に電子情報
ボードを整備し，その
活用の可能性を調査・
研究する。

情報モラル
　「情報社会で適正な
活動を行うためのもと
になる考え方と態度」
と定義されている。

エル・ネット
　文部科学省がイン
ターネットを活用し
て，教育・文化・スポー
ツ・科学技術に関する
学習コンテンツ（映像・
音声やテキスト資料等
からなる内容）や情報
等を全国に提供する教
育情報通信ネットワー
ク。

育成を意識して指導することが大切です。
　⑵　ＩＣＴ利活用を各教科１実践以上取り組む
　市内ＪＳ中学校，Ｙ中学校では，電子情報ボードの継続的な利活用の研究
に取り組んでいます。生徒は，技術・家庭（技術分野）で，電子情報ボード
やそのソフトウェアの利用について学習します。その後，国語や英語ではデ
ジタル教科書を活
用するなど，マル
チメディアの特性
を生かした視覚効
果のある情報提示
を行っています。
社会の授業では，
生徒が電子地球儀
ソフトを操作しな
がら意見交流した
り，数学では，生
徒が図形を操作し
ながら証明問題を
説明したりするな
ど，相互交流機能，協調学習機能を生かした学習を行っています。
　各教科等の取組は，上越市学校支援システムの＜学校間共有リンク集の【小・
中学校】教科指導で使えるリンク＞などから授業で使える資料を探すことも
できます。ＩＣＴ利活用については，学習情報指導員の来校日に行うと，機
器操作等が苦手な職員も安心して取り組むことができます。

３　児童・生徒の発達段階に応じた情報モラル学習の実践
　～地域・保護者と連携･協力して，情報の「影」の部分から子どもを守
るために～

　情報モラル教育を体系的に推進するために情報モラルの指導内容を以下の
５つに分類し，それぞれの分類ごとに，児童・生徒の発達段階に応じて指導
内容を設定していきます。

「①情報社会の倫理　②法の理解と遵守　③安全への知恵　④情報セキュ
リティ　⑤公共的なネットワーク社会の構築」

　文部科学省「情報モラル指導モデルカリキュラムや指導用ガイドブック」
を参考に各校で作成しましょう。
＜http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/05/07052403/001.pdf＞
　情報モラルの指導は，学校のみならず地域・保護者と連携･協力して進め
ることが重要です。地域・保護者用の資料として，上越市教育委員会の「H20
情報モラル指導資料（主に携帯電話）」，「家庭における情報モラル育成の手引き」
や文部科学省エル・ネットの「ちょっと待ってケータイ」が参考になります。
＜http://www.jecomite.jorne.ed.jp/moral/infomoral.pdf＞
＜http://www.elnet.go.jp/elnet_web/portalTop.do＞
　これらの資料を有効活用して，地域・保護者を巻き込んだ情報教育を進め
ましょう。   

Ｙ中学生徒作品例
技術・家庭の時間に学習した表計算ソフトを活用して，理
科の学習で興味をもった天体について調べた
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◆　マネジメントと組織づくりへのアプローチ

■　縦軸（発達段階）と横軸（各教科等）両面からの評価・改善を大切に

　情報教育のカリキュラム評価・改善は，情報活用能力の育成に直接かかわる授業だけでなく，Ｉ
ＣＴ利活用を含むカリキュラム全体で行うことが重要です。
　縦軸（発達段階）では，「触れる」，「親しむ」，「慣れる」，「利用する」，「活用する」など，児童・
生徒の発達段階を考慮して，各学年レベルではぐくむべき情報教育の目標リストを作成します。横
軸（各教科等）では，教科・領域などの学習過程で，情報活用能力の育成やＩＣＴを利活用する学
習活動を想定し，単元や題材を工夫します。そして，縦軸，横軸の両方向から目標達成について評
価し，改善を図ります。上越市の視覚的カリキュラム表を活用する場合は，シートの縦軸に，各学
年レベルの目標リストを加筆するとよいでしょう。
　また，目標の達成状況のみならず，全体計画や地域・保護者との連携，職員の協働体制について
も評価・改善を図っていくことが大切です。

■　校内全職員の協働，小・中，地域・保護者との連携協力を大切に

　教育の情報化を進めるためには，校内の推進体制の整備や小・中の連携，地域・保護者との協力
体制が必要になります。Ｙ中学校では，
教育の情報化を適切に推進することを
目的に，教育の情報化推進委員会を校
務分掌に位置づけ，情報教育のカリキュ
ラム編成の企画・立案，ＩＣＴ利活用
推進のための教員の指導力向上研修の
実施，校内ＩＣＴの維持管理（ガイド
ライン作成やトラブルの対処），情報
の発信や学校Ｗｅｂサイトの管理など
についての学校全体としての教育の情
報化計画・ビジョンの策定に取り組ん
でいます。
　また，新学習指導要領移行に合わせ
て小学校との連携を進めています。左
図は，中学校技術・家庭（技術分野）
の新旧学習指導要領の対応を表してい
ます。右（現行）の下線部分は，今後，
技術分野の授業以外で行うことになり
ます。例えば⑴のアは小５社会「我が
国の情報産業や情報化した社会の様子，
国民の生活への影響」の学習で行うこ
とが確認できます。しかし，「ソフトウェ
アの活用」はどうでしょう。中１技術
で学んでいた表計算ソフトの活用等は，

どの段階で行うべきでしょうか。小・中の連携・協議が必要です。
　さらに，携帯電話等の普及によって，学校だけでは対応できない「ネットいじめ」等が心配され
ます。地域・保護者との連携・協力をさらに深めていきましょう。

中学校技術・家庭科（技術分野）新旧学習指導要領対応

右が現行，左が新。
下線部分が，削除
（今後は小学校を含
む他の学習で行う）
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